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プロローグ　異世界に行くまで……






「元もと康やすさんは私と郁いく世よさんのどちらが好きなのですか!?」

「え……えっとー……あ、携帯が鳴ってる。ちょっと行ってくる！」

　俺のことが好きだと言った紅葉もみじさんを振り切って俺はその場から逃げた。

「あ、元康さん！」

　だって俺にとって君と彼女はどっちも同じくらい好きな子なのは確かだったから……まだ決めかねていたんだ。

　紅葉さんとは今夜、家で話をすることになっている。

　俺は……同級生で隣の席の郁世のことを嫌いになりきれない。

　話によると俺の知らないところで紅葉さんは複数人からいじめに遭っていたらしい。

　その首謀者の一人が郁世だと言われている。

　実際に、紅葉さんのことを郁世がいじめていたのは事実だ。

　ただ、郁世の知らないところで周りが勝手に察して行動し、陰湿ないじめに発展してしまっただけだ。

　全てタイミングが悪かっただけなんだ。

　でも、女の子と話をしたり遊びに行ったりするのだって、みんな当然のようにすることのはずだろ？

　みんな仲良くしてほしい。いじめなんてみっともない。

　だから俺は、いじめに正面から向き合って解決させたつもりだった。

　周りも間違いを認めて、紅葉さんに謝ってこの問題は解決したはずだったんだ。

　なのになんでこんな事態になってしまったんだろう？

　俺は……友達の郁世と箱入りお嬢様の紅葉さんのどっちと付き合えばいい？





　●同級生の郁世

　●お嬢様の紅葉　←






　でも郁世とも一緒にいたい。

　大学三年の俺は今まで色々な女の子と付き合ってきたけれど、その中でもっとも難しい恋愛をしている自覚がある。

　中学生の時も高校生の時も女の子と仲良くしていることが当たり前だった。

　当然、女の子同士がここまで拗こじれるような喧けん嘩かをしているのを見たことがない。

　みんな仲良しだった。

　互いが互いを尊重できていた。

　そうして、大学生になった際に心機一転して上京し、新しい生活……恋愛を始めた。

　新しい経験をしたいという俺を温かく送り出してくれた高校までの彼女達が懐かしい……。

　俺にネットゲームを教えてくれたのも女の子だったな……あの子よりも深くはまっちゃったし。

　それ以外に……『魔界大地』というゲームにもどっぷりと嵌はまったなぁ。

　このゲームに登場する天使の女の子がすごく好きだ。

　天使だなんて非現実的な存在だけど、俺の好みはまさに天使だった。

　女の子は等しく天使だよね。

　懐かしいな……あの頃の恋愛に比べて今はなんでこんなに大変なんだろうか。

　ああ……こんな日は、夢中になっているネットゲームを一日中やってストレスを解消したい。

「楽しくみんなでいたいと思うのはわがままなのか……？」

　友達の郁世の悪いところは、強引すぎるところ。

　押し掛け女房的に俺の家に来ては掃除をしてくれる……けど物を勝手に捨てられてしまう。

　で、郁世の部屋に行った時、捨てたと言っていた物が見つかったことがあった。

　聞いてみたら、もったいないから持っていったとか言っていた。

　逆にお嬢様の紅葉さんは、偶然にしては高頻度で行く先々に現れる。

　こう……つけられている気配があるんだ。

　気の所せ為いだ。そう……気の所為！

　郁世も紅葉さんも、そんなことをする子じゃない！

「おっと、遅れる！」

　俺は走って約束の場所へと向かった。




　俺は、その日の授業を終えた後、この前ナンパした女の子とデートをしてから家路についた。

　そして……一人暮らしのアパートの部屋の前に来ると、中から喧けん騒そうが聞こえてくる。

「どうして元康の家にアンタがいるのよ！」

「それはこっちの台詞です！　郁世さん！」

　ガチャンとモノの壊れる音が聞こえる。

　俺は急いで部屋の扉を開ける。

　するとそこでは二人が、取っ組み合いの喧けん嘩かをしている最中だった。

　戸締まりはしっかりとしていたはずなのにどうして？

「紅葉は金持ちなんだから元康じゃなくても男なんて一杯いるでしょ！　諦めてよ！」

「私が好きなのは元康さんだけです！　私の王子様は元康さんなんです！　貴女あなたじゃ元康さんを幸せになんてできません！」

「勝手に決め付けるんじゃないわよ！」

「二人ともやめるんだ！」

　俺が間に入って二人を引き離す。

「元康さん!?」

「元康！」

　やっと俺がいることに気付いた二人は冷静になったみたいだ。

「郁世さんに元康さんも言ってください！　元康さんと付き合っているのは私だって」

「違うわよ！　元康と付き合っているのは私よ！」

　ああもう！　どうしてこの二人は喧嘩ばかりなんだ！

　これじゃ、女の子を集めた合同デートにだって連れていけない！

　とても自己主張が激しくて手に負えない！

「この際だから言っておく。俺はまだ誰か一人とだけ付き合うなんてできない。そんなことを考えたくないんだ」

「そんな……」

　紅葉さんが言葉を失って数歩下がる。

　カッとしたように目を見開いた郁世がその隙すきに台所から包丁を持ち出した。

「何をするつもりだ？　やめるんだ！」

「元康が悪い！　私をこんなにしたのが悪いのよ！　だから──」

　そして紅葉さんに向かってダッと走り出す。

　俺は郁世から包丁を奪おうと構え──。

　脇腹に何かが突き刺さる感覚があった。

「え……」

　振り返ると紅葉さんが俺にナイフを突き立てていた。

　鋭い痛みと共に、信じられないくらい赤い液体が俺の脇腹から溢あふれ出てくる。

「あは……どうせさっきまで女の子とデートしてたんですよね。郁世さんや他の人に取られるくらいなら私が殺して私も死にます。天国で一緒になりましょう。アハハハハハハハ！」

　壊れた人形のように笑って、ズリュッとナイフを抜いた紅葉さん。

　ぐっ……傷口が熱くて、徐々に力が抜けていくのを感じる。

「郁世、助け──」

　俺は咄とっ嗟さに郁世に助けを求める。

　すると郁世は啞あ然ぜんとした状態から立ち直り、俺のもとへ駆け寄り──。

　ドスッと俺の胸に包丁を突き立てた。

「──」

　俺は声にならない叫びを上げる。

　ガクガクと震え、血がドバドバと溢れ出す。

　体の奥底から熱が逃げていき、熱いのにどんどん冷たくなっていくのがわかる。

　い、痛い……た、助け……！

「元康と天国で一緒になるのは私よ！　アンタはそこで勝手に死んで地獄に行くといいわ！」

「貴女こそ地獄に行くんです！」

「そう？　元康を殺したのは私よ？」

「まだ生きてます！　元康さん、待っていてくださいね。今、楽にしてあげますからね」

　と紅葉さんは俺の喉に向けてナイフを──。

「邪魔はさせないわ！　元康と結ばれるのは私なのよ！」

「私に勝てると思っているんですか!?」

　二人は刃物を手にして戦いを続行した。

　俺は震える手を胸に当て、霞かすむ目で虚空に手を伸ばす。

　俺は──死ぬのか？

　なんで……なんでこんなことになるんだよ。

　俺は……みんなで仲良く楽しくやっていきたかっただけなのに！

　今まで付き合った女の子達はなんだかんだ言っても俺にどこまでも付いてきてくれた。

　みんな仲良く、友達として楽しく学生生活を謳おう歌かし、俺も皆が笑顔でいられるようにがんばった。

　だけど……どうして、こうなってしまった？

　俺は何を間違ったんだ？

　今までとの違い……そうだ。

　俺の知る郁世は……こんなことしない。

　紅葉さんも、もっと優しい人なんだ。

　二人が思う、俺への愛を俺が信じてあげられなかったんだ。

　だからちゃんと言ってあげればよかったんだ。

　俺にはいっぱい、女の子の友達がいる。

　みんな俺を信じてくれるし、信じてる。

　だから君達も俺を信じて楽しく生きていこうって。

　失敗した。失敗したんだ。

　……もしも、もしも次があるんだったら、信じよう。

　女の子は等しく天使なんだから、信頼を得られなかった俺が悪いんだ。







　これは……俺がやり込んだオンラインゲームにそっくりな異世界に召喚される直前の出来事……。
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　それから、長い時が流れた。

　俺の名前は北きた村むら元もと康やすですぞ！

　何があったんだと言われるような気がしますが、気にしませんぞ！

　フィーロたんとフィロリアルを守ることを誓った、世界を救う槍の勇者なのですぞ！

　だが──。

「ぐはああああ!?」

　俺は尋常ではない強さを持った敵の手にかかり、倒されてしまったのですぞ。

　相手の顔を見ようと思いましたが、それも敵かなわず、目が霞かすみ……意識が遠くなっていきます。

　ああ……死ぬのはこれで二回目ですが、何度だって良いものじゃないですな。

　この世界に来たのも、思えば豚に刺されたからでした。

　あの時の俺は……そう、好きな女の子が二人いて、だけどどっちつかずな態度で悩み続けていたのですぞ。

　そんな俺の態度が気に食わないのか、好きだった女の一人が陰湿ないじめをもう一人の女にして、それを救ったら助けられた女が俺を独占したがって……結局自分勝手な女二人が一緒に刃物を持って無理心中をしようとしてきたのですぞ。

　どっちが先に俺を刺したのでしたかな？

　忘れましたな。

　女？　間違えました。アレは豚ですぞ。

　あんな豚、もう顔も思い出せないですぞ。思い出の中でもブヒブヒとしか喋しゃべっておりません。

　そんなことよりフィーロたん！

　あの天使は素晴らしい！

　知っているゲームの世界に来て、今度こそ豚との関係はあっさりしたものにして、ハーレムを作ろうとしていた甘い俺に、鉄拳制裁を加えて矯正しようとしてくれたのですぞ。

　豚を連れて歩いている俺をいつも爆走しながら撥はね飛ばしていったのも、あれは俺を思う心だったんですな！

　ヴィッチにして赤豚……俺を召喚した国の元王女がお義と父うさんを騙だまし、何にも知らなかった俺は踊らされるがままお義父さんと敵対しました。やがてお義父さんはフィーロたんを育て上げて……俺は運命の出会いを果たしたのですぞ。

　あの後も色々とありました。

　騙されているとも知らず、贅ぜい沢たくができなくなって俺のもとから逃げた豚共を追いかけて、もう一度仲良くなるためにがんばっていたのです。

　そして……自分がピエロだったことを知ってひどく落ち込みました。そんな俺をフィーロたんは励ましてくれたのですぞ！　元気を出せと！

　あの時の顔は今でも忘れませんぞ。

　結局、ゲームの知識も、豚共と仲良くする経験もあんまり役に立ちませんでしたが、フィーロたんに出会えたことで俺はまさしく生まれ変わったのですぞ！

　俺はフィーロたんとフィロリアル様のために世界を救いたいと思って戦いました。

　それで終わるのなら……たとえどんな結果になったとしても本望ですぞ。

　なんていうのは……うん、少しだけ噓うそだと思いますな。

　もっとフィーロたんの笑顔が見たい。

　フィロリアル様と一緒にいたい。

　お義父さんのお役に立ちたい。

　死にたくなんかないですぞおおおおぉぉぉぉぉ！

　どうせならフィーロたんと結婚してからがいいですぞおおおおぉぉぉぉぉぉ！

　なんて思っていると視界が暗くなってきました。




「おお……」

　次に気が付いた時、視線を前に向けるとローブを着た男達が何やらこちらを見て啞あ然ぜんとしていました。

「なんだ？」

「あれ？」

　誰の声だったか……多分、錬れんの声ですぞ。

　夢ですかな？

　周囲を眺めるとお義父さんと錬、樹いつきが状況を飲み込めないといった様子で周りを見渡しています。

　下にはこの世界の魔法陣。

　それも比較的大きい規模のものですな。

　レンガのような壁も祭壇も全て身覚えがありますぞ。

　これは……俺が初めてこの世界に召喚された時に見た光景と寸分違わない状況ですな。

　しかも、今まさに召喚されたかのような状況ですぞ。

「ここは？」

　錬が城の魔法使いに向かって話しかけていますな。

　これは懐かしいあの日の思い出……異世界に来た始まりの日ですぞ。

「おお、勇者様方！　どうかこの世界をお救いください！」

「「「はい？」」」

　お義父さんと錬と樹が一緒になって言いました。

　そうそう、俺も一緒に、同じことを言ったのでしたな……妙にリアリティのある走馬灯ですぞ。

　で、手に持ってる槍はなんですかな？




　龍刻の長針　０／　ＬＲ

　能力解放済み……装備ボーナス、能力『時間遡そ行こう』

　専用効果　分岐する世界












　試しにウェポンブックを開いて確認してみますぞ。

　そもそもこの槍の装備ボーナス、時間遡行とは何でしょうか？

　ゲームの知識とか、さすがに俺も役に立たないと学んだし……あれ？　学んだっけ？　よく思い出せません。

　えっと……確かフィーロたんに励まされたところまでは思い出せるのですが、その先がまるで靄もやでも掛かったかのように思い出せなくなっていますな。

　飛び飛びな記憶で少々気色悪いです。

　でも俺には絶対に忘れないことがありますぞ。

　フィーロたんとフィロリアル様達を愛しているというこの溢あふれんばかりの想い！

　夢なのか、それとも幸運で得た能力によって過去に遡さかのぼったのかはわかりませんが、やれることはただ一つ、世界のために戦うのですぞ！

「こっちの意思をどれだけ汲くみ取ってくれるんだ？」

「話によっては僕達が世界の敵に回るかもしれませんよ、覚悟しておいてください」

　確か前回召喚された時に俺が言った言葉を錬と樹が二人して述べてますな。

　お義父さんはなんか負けたような顔をしていらっしゃいます。

「ま、まずは王様に謁えっ見けんしていただきたい。報奨の相談はその場でお願いします」

　城の魔法使いの代表が扉を開けさせて案内しようとしていますな。

「……しょうがないな」

「ですね」

「さ、行きましょう」

　俺はお義父さんに手を差し出しますぞ。

「あ、ああ」

　なんかお義父さんの顔が俺の知る顔よりも明るいというか、子供っぽく見えますぞ。

　無む垢くな、そんな感じ。

　今なら娘さんをくださいって言ったらくれますかな？

　……待て、ですぞ。

　もし本当に過去に来られたのなら、お義父さんはまだフィーロたんを育ててないのではありませんかな!?

　なんて考えていると玉座の間に通されましたぞ。

　あ、クズがいますぞ。

　文字通り人間のクズですな。玉座にふんぞり返っております。

「ほう、こやつ等が古いにしえの四聖の勇者達か」

　なんかじろじろと俺達を見ていて背筋に寒気が走りますぞ。

　とんでもない老害な奴ですぞ。

　こやつにお義父さんがどれだけ苦しめられたか……。

「ワシがこの国の王、オルトクレイ＝メルロマルク三二世だ。勇者達よ顔を上げい」

　ああ、そういえばそんな名前でしたな。すっかり忘れてましたぞ。

　この時の俺は何を考えていたんでしたかな？

　確か異世界トリップでヤッホー！　とか考えていて、システム知って更にテンション上げていた覚えがありますな。

　で、波の説明をされたのでしたな。

　実は波は……あれ？　思い出せません。

　おかしいですぞ。何かとても大事な問題だったような覚えがありますぞ。

　時間遡行の副作用ですかな？

　多分、間違いないですぞ。

　それにフィーロたんとデートした思い出が所々消えていますぞ!?

　おおう……この元康、一生の不覚ですぞ。

「確かに、助ける義理もないよな。タダ働きした挙句、平和になったら『さようなら』なんてされたらたまったもんじゃない。というか帰れる手段があるのか聞きたい。その辺りどうなの？」

「ぐぬ……」

　と、お義父さんの声で我に返りますぞ。

　考え事をしていて話を聞いていませんでした。

　今はそれどころではありませんが、覚えていることだから大丈夫なはず。

　それよりも墓まで持っていくはずだったフィーロたんの思い出が消えてしまっていることが深刻ですぞ。どうすれば思い出せますかな？

　……よくよく考えれば思い出すよりも新たな思い出を作ればいいのですぞ！

　失われた思い出よりも華やかになるはずの新たな思い出を俺は夢見ますぞ！

「おい……」

　こつんとお義父さんが肘で俺を小突いてきました。

「え？　何ですかな？」

「いや、自己紹介」

「ああ俺の名前は北村元康、年齢は二〇……」

　何歳でしたかな？

　いや、今は肉体的にも二一歳のはずですぞ。

　ですがどれだけの年月を戦っていたかあやふやなのですぞ。

「二〇歳？」

「いや、二一歳ですぞ」

　俺は胸を張ってありのままの真実をお義父さんに話しますぞ。

「ですぞ？　えっと、職業は？」

「愛の狩人ですぞ」

「は？」

　フィーロたんのハートを手に入れるために戦う俺は、既に槍の勇者なんてつまらない称号は捨てているのですぞ。

　フォーエバーラブハンター！

「無職ですよ、きっと」

　樹が補足しましたな。

　まあ、どうとでも言ってくれですぞ。

　俺の愛によるフィーロたんとの日々は、職業では縛れません。

「ふむ……レンにモトヤスにイツキか」

「お義父さんの名前を忘れるなぁああああああああああああ！」

「ぬ!?」

　よりによってお義父さんの名前を忘れるとは！　そういえば確かこのクズは赤豚の親だったな！

　成敗してくれる。

「お義父さん!?」

　しまった、ですぞ。

　この状況でこんなことを言ったら怪しまれてしまいますぞ。

　人間第一印象は大事。なるべく俺に良いイメージを持ってもらわないと、お義父さんがフィーロたんを嫁にくれませんな。

「ああ、悪い。俺の大事な人のお義父さんにそっくりでつい」

「へ、へぇ……俺ってそんな老けて見えるんだ？」

「いえいえ、見た目がほとんど同じなんで若いですぞ」

「お前の好きな子いくつなの!?」

「確か……」

　いくつでしたかな？　フィーロたんの年齢……とりあえず真実を説明しますぞ。

「まだ生まれていませんぞ」

「……お前、なんか凄すごいね」

「そうですか？　お義父さん」

「その呼び方で呼ぶの？　できればやめてくれない？」

「勇者様達、私語は程々にお願いします」

　あんまり目立たない大臣が俺達に注意していますぞ。

「じゃあ本題に戻しますぞ。お義父さんの──」

「えっと北村くん。お義父さんって呼ぶのやめて」

「わかりましたぞ。尚なお文ふみくんの名前を意図的に呼び忘れたのを訂正してもらいたいですな」

「「意図的？」」

「ああ、このクズは盾の勇者を陥れようと数々の策略を考えて──」

「わあああああ！　すまなかった。ワシが悪かったから、槍の勇者よ。どうか怒りを鎮めてくれ」

　ふむ……どうやらクズも反省しているようですな。

　まだ四聖勇者の威光は効果が高いですぞ。

「王様にクズって、お前、何様だよ」

　錬が警戒気味に俺に尋ねました。

　ん？　何かおかしいことを言いましたかな？

　コイツの名前はクズのはずですぞ？

　先ほどの名乗りはすっかり忘れました。無意味ですからな。

「俺は愛の狩人ですぞ」

「……」

　なんか錬の目が冷たくなった気がしますぞ。何かおかしいこと言いましたかな？

「うむ……余計な脱線をしたが、皆の者、己のステータスを確認し、自らを客観視してもらいたい」

「へ？」

　何を今更……俺は自分のステータスを確認しましたぞ。

　覚えているよりも強い状態ですな。

　つまり……強くてニューゲームですぞ！

　これは余裕すぎますな。最初の波なんて雑魚すぎてやることないですぞ。

「えっと、どのようにして見るのでしょうか？」

「何だお前等、この世界に来て真っ先に気が付かなかったのか？」

　錬が情報通っていうような顔で、ありきたりな説明を始めようとしていますな。

　よし、ここはお義父さんに良いところを見せるチャンス！

「な──」

「なんとなく視界の端にアイコンがないですかな？　それに意識を集中するようにしてほしいですぞ」

「え？」

　錬が俺に先を越されて呆あっ気けに取られてますぞ。間抜け面ですな。

「Ｌｖ１ですか……これは不安ですね」

「というかなんだコレ」

「勇者殿の世界には存在しないので？　これはステータス魔法というこの世界の者なら誰でも使えるものですぞ」

　この台詞は俺ではありません。

　大臣め、俺の真似をするなですぞ。

「そうなのか？」

　お義父さんにもこんな時期があったのでしたな。

　俺の知るお義父さんって目付きは悪いし口も悪いし、怒りっぽかったのですが、このお義父さんは話が通じそうでいいですぞ。

　おや？　俺の記憶の中のお義父さんが冷たい目で、『話が通じないのはお前だ』と言っております。

　ＨＡＨＡＨＡ！　ご冗談を！　この元康、物分かりのいい男ですぞ。

「それで、俺達はどうすればいいんだ？　確かにこの値は不安だな」

「ふむ、勇者様方にはこれから冒険の旅に出て、自らを磨き、伝説の武器を強化していただきたいのです」

「強化？　この持ってる武器は最初から強いんじゃないのか？」

「はい。伝承によりますと召喚された勇者様が自らの所持する伝説の武器を育て、強くしていくそうです」

　俺が黙っていると、困ったように考え込んでいたお義父さんが口を開きましたな。

「伝説の武器っていっても俺は盾だ。剣でも使った方がいいんじゃないか？」

　ああ、お義父さんは知らないのですな。

「そうはいかないみたいですぞ。この伝説の武器を持っていると、別の武器は装備できないのですぞ」

「げ!?　そうなのか？」

「そう、だから……尚文くんは仲間に頼るといいですぞ」

「となると俺達四人でパーティーを結成するのか？」

「それもダメですな」

「え？」

「勇者の武器同士は反発して経験値が入らなくなるのですぞ。武器の成長に使う素材の共有はできますがな」

「お待ちくださ──」

「ん？」

　俺に遮られて、大臣が黙りました。どうしたのですかな？

「妙に詳しいですね、元康さん」

　樹が怪け訝げんな目で俺を見る。

「ああ、俺は未来から来たのですぞ」

「……そうですか」

　なんかあっさり信じてくれました。

　この頃はみんな優しいですな！　やはり固定観念に囚われないうちに説明するのが一番ですぞ。

「で、話の続きはなんですか？」

　なんと樹は大臣に話を促したのですぞ。俺の話を聞いていたのですかな？

　樹のくせに信じてくれなかったみたいですぞ。

「一応、槍の勇者様の言葉はある程度正解です。勇者同士では成長を阻害してしまうそうです」

　お義父さんがシステムを閲覧しているみたいですぞ。ヘルプを見ているのですかな？

　さすがはお義父さんですな。

「本当みたいだな……となると仲間を募集した方がいいのかな？」

「ワシが仲間を用意しておくとしよう。なにぶん、日も傾いておる。勇者殿、今日はゆっくりと休み、明日旅立つのがいいであろう。明日までに仲間になりそうな逸材を集めておく」

　む……たくらみが見えますぞ。絶対に注意しないといけないですぞ。

「ありがとうございます」

「サンキュ」

「盾の勇者にも他の勇者と同様の権利を──」

「わかっておる！　集める！　絶対に仲間になる者を集めるから！」

　黙れとクズが身のほど知らずにも俺に注意してきますぞ。

　まあ、大丈夫ですかな？




　来客室で俺以外のみんなが武器をマジマジと見つめながらステータスの説明に目を向けていますな。

　こんな期待に胸を躍らせているみんなが、あんな地獄を見る羽目になるなんて数奇な運命ですな。

　お義父さんなんて割とすぐですぞ。

「なあ、これってゲームみたいだな」

「確かにゲームっぽいけど、ちょっと違うので──」

「この世界はコンシューマーゲームの世界ですよ」

「違うだろ。ＶＲＭＭＯだ」

「え？　ＶＲＭＭＯってヴァーチャルリアリティＭＭＯ？　そんなの未来の話じゃないのか？」

「はぁ!?　何言ってんだお前」

「待った待ったですぞ」

　俺はみんなの議論を遮りました。

　結論は出ていたはずですぞ。

「錬と樹、そして尚文くん。よく聞くのですぞ」

「な、なんだ？」

「ここにいる者達は、みんなバラバラの世界から来たのですぞ。同じ日本でも、全然違うんですぞ。それを覚えておいてほしいですぞ」

「そ、そうなのか？」

「そう、確か樹の世界は……」

　おや？　何か特徴があったはずなのですが、思い出せませんな。

「僕の世界が……なんです？」

「忘れましたな」

「というか、さっきから妙に詳しいですけどなんなんですか？」

「だから言ったはずですぞ？　俺は未来から来たと」

「あーはいはい」

　錬に流されました。貴重な情報を無視するとは何様のつもりですかな？

「とはいえ、この自称未来人の言葉も一理ある。情報を整理してみよう」

　お義父さん達は俺の話を無視して勝手に纏まとめ出してしまいました。

　むー……信じてくれないのですかな？　これは虚むなしいですぞ。

　異世界転移をしたばかりなんだから、そういう超常現象を信じてくれてもいいのに。

　でもお義父さんには教えておきますぞ。

「何も知らない尚文くんには徹夜で教えますぞ」

「あ、ありがとう……親切だな、北村くんは」

「どうもどうも、元康と呼び捨てで呼んでください。その代わりに尚文くんのことをお義父さんと呼ばせてもらいますぞ」

「頼むからやめて！」

　すごく嫌そうに拒まれてしまいました。

　おや、この反応は失敗ですな。

「勇者の武器はお互いを信用することでも力になります。俺や錬、樹の強化方法を知ることで強くなれるんですぞ。錬や樹は盾が弱い職業って言うかもしれないけど、大丈夫、すごく強いのですぞ。同じくらいのスペックを持っているのですな」

　あの時は、みんな心がバラバラだったからお義父さんに負担を掛けてしまったけど、今ならやり直せるはずですぞ。

「錬も樹も聞いてほしいですぞ。俺の知る知識と皆の知識は違うかもしれません。ですが、信じることでその強化方法が出るのですぞ」

「はぁ。わかりました」

「……ふん」

　反応が薄いですぞ。

　信じてくれてないようですな……どうやったら信じてくれますかな？

「一応、俺は聞いておくかな」

　さすがはお義父さん。なんだかんだで強さに貪欲ですぞ。

　と、説明を始めようとしたところで。

「勇者様、お食事の用意ができました」

　食事の案内が来ました。

「では食後に説明しますね」

「ありがとう」

　こうして俺はお義父さんに徹夜でこの武器の強化方法を教えたのでした。

　具体的には記憶の中のお義父さんのお言葉を真似しましたぞ！

　この言葉を信用し、忠実に守ることで効果が発揮されるようになるのですからな。









　記憶の中のお義父さんは説明が終わると靄もやのように消えていきました。

　お義父さんにゆっくりと強化方法を教えていたら、こっくりと眠り始めてしまいました。

　俺は就寝した錬や樹を見てからお義父さんをベッドに寝かせ、夜の散策に出かけました。

　俺の記憶と外の景色が若干違いますな……。

　城下町の先にある草原に霊亀の山がありません。












　頰ほおをつねって夢ではないことを確認しますぞ。

　一体、何が起こっているのですかな？

　もしかしたら本当に……時間遡行をしてしまったのですかな？

　ならば……と、俺は何をすればいいのかを考えますぞ。

　答えは当然、フィーロたん。フィーロたんは俺に世界を平和にしてほしいと願っておりました。









　そんなフィーロたんの願いを叶えるのが、この俺、北村元康ですぞ。

　フィーロたんにまた逢あいたいですな。

　待てよ……今はお義父さんがフィーロたんと出会う前……上手くすれば俺はフィーロたんともっと仲良くなれるのではないですかな？

　俄が然ぜんやる気が出てきますぞ！

　そう思いながら庭を歩いていると、フィロリアル様の匂いが漂ってきましたな！

　俺は匂いの方へ近づきますぞ。するとフィロリアル様のいらっしゃる舎を発見しました。

「グア」

「グア」

　夜も更けているので、フィロリアル様達は寝入っているようですぞ。

　ああ、あの匂い。辛抱たまりませんな。

　そういえばこの世界に来て半日以上フィロリアル様の匂いを嗅いでいませんぞ。

　禁断症状が出そうですぞ。

「こんばんはーですぞ」

「グア!?」

　フィロリアル舎に入って挨拶すると、フィロリアル様達が驚いて起きてしまいました。

　そしてなんか警戒気味にこっちを見てきます。

　恥ずかしいですな。

「け、警戒しないでほしいですぞ、フィロリアル様」

「グア？」

　クエって鳴いてない……フィーロたんが恋しいですぞ。

　でもフィロリアル様には違いありません！　これはぜひ、フィロリアル様分を補給するべきですぞ。

「ささ、お食事を献上いたしますぞ」

　俺は近くの倉庫から干し肉を失敬し、フィロリアル様達に献上しました。

　献上品に興味津々のフィロリアル様達は我先にと干し肉を貪むさぼり始めたのですぞ。

「その代わりと致しまして皆様方をモフモフさせていただいてよろしいですかな？」

　フィロリアル様達は機嫌が良くなっているご様子。

「「「グア！」」」

「ありがたき幸せですぞ」

　俺はフィロリアル様達に触れ、その羽毛に櫛くしを存分に通しながら香りを嗅ぎますぞ。

　そして……気がついた時にはフィロリアル様達と一緒に眠っていたのですぞ。




「なんか北村くんが臭くない？」

　翌朝、良い目覚めをした俺はみんなと合流しましたぞ。

「臭いとは失礼な、フィロリアル様の高貴な香りですぞ」

「フィロリアル？」

「フィロリアル様はフィロリアル様ですぞ」

「説明になってねえよ」

「馬車を引く鳥型の魔物でございますよ」

　案内の大臣が補足する。

「あー……あれね」

　お義父さんが理解したのか頷うなずきました。

　それからしばらく待つと、呼び出されましたな。

「勇者様のご来場」

　俺達が玉座の間に着くと、豚と男達が待っていました。

　全部で一二人。

　一応、俺達はクズに頭を下げる形になりました。

　クズに下げるのは不服ですな。

　だけど錬や樹、そしてお義父さんが下げているのだから合わせるしかないですぞ。

「前日の件で勇者の同行者として共に進もうという者を募った。どうやら皆の者も、同行したい勇者がおるようじゃ」

　確か前の俺は、女の子が俺のところに来てくれないかなって考えていたのでしたな。

　今、ここに女はいませんな。豚ですぞ。むしろお義父さんが心配ですな。

　ひとりぼっちにさせるわけにはいきませんぞ。

「さあ、未来の英雄達よ。仕えたい勇者と共に旅立つのだ」

　錬と樹、そしてお義父さんが驚いている。

　ああ、そういえば選ばれるのはこっちでしたな。

　仲間になりたい者がそれぞれの勇者の元へと集まってきました。




　錬、四人。

　樹、三人。

　俺、三人。

　お義父さん、二人。




「俺のところが一人少ないんだけど……」

　お義父さんが不満を漏らしました。

　前は〇ゼロだったのですから、大分改善されていると思いますぞ。俺の手柄ですな！

「錬、一人分けるのですぞ」

　そう言うと、錬の仲間？　はなんか錬を盾にして隠れますぞ。

　俺なんて豚ばかり集まっており、気持ち悪くて吐きそうですぞ。

「ブブー！」

「ブブブブブブー！」

　何言ってるか全然わかりませんな。人の言葉を喋れですぞ。

　うえ……お義父さんのところも豚が二匹。豚が多くて困りますな。

　クズも豚を斡あっ旋せんするとは何を考えているのですかな？

「尚文くん、俺のでよかったら三匹あげますかな？」

「本当か!?　でも北村くん、それだといなくなるんじゃ……というか匹？」

　さすがは慎つつましいフィーロたんのお義父さん！

　俺のことまで考えてくれるなんて……この元康、感激ですぞ。

　しかし、記憶の中のお義父さんは俺に背筋がゾクッとするような眼差しを向けていました。

　今も俺の記憶の中で『ゴミを人に押し付けるな』と注意しております。

　あの眼差しもいいですが、今の優しげな瞳も素敵ですぞ。

「勇者殿、勝手に仲間の交換はやめていただきたい」

「むー……」

　豚と一緒に冒険なんて勘弁してほしいですな。

「それでは支度金である。勇者達よ、しっかりと受け取るのだ」

　俺達の前に四つの金袋が配られますぞ。

　ジャラジャラと重そうな音が聞こえます。

　確か六〇〇枚の銀貨でしたな。

　お義父さんと一緒にいる赤い豚が気になります。

　見分けを付けるのが難しいですが、おそらくアレは俺達の宿敵である赤豚ですぞ。

　なるほど、俺が目を光らせているから最初からお義父さんのところに紛れこんだのですな。

「勇者にはそれぞれ六〇〇枚の銀貨を与える。それで装備を整えて旅立つがよい！」

「「「「は！」」」」

　ブヒィって声が聞こえましたぞ！　こんな連中と世界を救えとは笑止千万ですな。




　そうして銀貨を受け取り、旅立つことになった俺が、お義父さんに話しかけようとしたら豚に遮られましたぞ。

「ブブブブブブブブブヒ」

「ブブブブブブブブブブブブブヒ」

　何を言っているか全然わかりませんな。

　こんな連中と冒険しろとは何の冗談ですかな？

　とりあえずお義父さんに色々と助け船を出さねば……。

「ブブブブブブブブヒ」

「邪魔だ！　退どけですぞ！」

　豚を退かしてお義父さんに近づこうとすと、豚がまたもや邪魔をしますな。

　しつこい豚ですぞ。

　躾しつけがなっていないですぞ、この国の豚は。

「ブブブブブブブ！」

「あのー……槍の勇者様？　仲間にその態度はどうかと」

　城の兵士に注意されましたぞ。

「知りませんな。速攻で解雇ですぞ」

「ブブブブブブブ!?」

「ブーブーうるさいですぞ！」

「落ちついてください槍の勇者様！」

「放すんですぞ！　俺にはお義父さんに伝えなきゃいけないことが──」

　とか問答しているうちに、お義父さんは行ってしまいました。

　その後、速攻でクズに呼び出され、仲間を大切にしろと説教されました。

　俺はクズの話を聞き流しますぞ。

「ふん。鬼のいぬ間の仮かり初そめの王が、何を威張るのですかな？」

「ぬ……貴様、どこまで知っている!?」

「どけ、邪魔ですぞ！」

　豚とクズを無視してお義父さんの探索を続行します。

　結局、兵士の妨害や自称仲間の豚が俺にくっ付いてきて、上手くいきません。

　いい加減にしないと殺しますぞ？

　殺意を抑えて、優先すべきことを整理します。

　召喚二日目、お義父さんはどこで何をしていたのでしょう？

　思えばあの時、俺は自分のことばかり考えていたのですな。反省すべきことですぞ。

　もう、見つからないなら、今日は諦めるべきですな。

　チャンスは絶対に来ますぞ。

　そうだ！　今のうちにフィロリアル様を買うのはどうですかな？　フィーロたんですぞ！

　金は十分にありますし、魔物商のところへ行くべきですな。

　裏路地を走り抜けて豚や兵士を撒まいてやりました。

　さすがに勇者が裏路地を歩くとは思っていないようですな。大通りを捜しているのでしょう。

「いらっしゃいませです。ハイ」

　紳士風の魔物商のところに顔を出しました。

　裏の職業は奴隷商でしたかな。この人はお義父さんと仲が良いのですぞ。












「お客様は初めてですね。私どもの店に何をお望みで？」

「フィーロたん」

「は？　え、え～と……フィロリアルでしょうか？　ハ、ハイ」

「フィーロたん」

　お義父さんが以前この店でフィーロたんを手に入れたという話を聞いていますぞ。

　おお……よく考えてみれば俺がフィーロたんの飼い主にだってなれるはず。

「そのような物はないかと……です。ハイ」

「えーっと」

　確か、フィーロたんって……思い出せ！　俺の脳細胞！

　フィーロたんの品種はなんでしたかな？　そうですぞ！

「フィロリアルのアリア種の卵を売ってくれですぞ」

「はいはい」

「銀貨一〇〇枚で」

　確か銀貨一〇〇枚で……買ったんだっけ？　おぼろげにしか思い出せませんな。

　フィーロたんとお義父さんとの関係については知らない部分が多いですぞ。

「わかりました。ではお譲り致しましょう」

　で、出てきたのは……三〇個くらいの卵の山。

　ふおおおおぉぉぉぉぉ……フィーロたんはどれですぞ!?

「孵ふ化かすると羽先が桜色になるのはどれですかな？」

　フィーロたんは最初、基本の羽毛は白で羽先が桜色だったはず。

　最初の出会いは思い出せますぞ。

　城下町から出た先にあるリユート村という村でした。

　その時にお義父さんがフィーロたんと一緒にいました。

　運命の出会いですな。

「それは孵化してみないとわからないです。ハイ……」

　魔物商が困った顔をしてますな。

　そうですな。さすがに沢山のフィロリアル様を育てた俺でさえも、卵から孵るフィロリアル様の色までは見分けられませんでした。

　俺は運命を引き寄せてみせますぞ。

　渾こん身しんのドローですぞ！

「これだ！」

　直感で卵を選びますぞ。これがフィーロたんだー！

「ありがとうございました。魔物紋の登録や孵化器はどう致しましょう？」

「登録は血を垂らすだけでいいはずですな。孵化器は別売りですかな？」

「はい」

「わかりましたぞ」

　一三〇枚の銀貨を払って俺はフィーロたんだと思う卵と孵化器を買いました。

　はずれだったら……いや、フィロリアル様を売ることなんてできません。

　当たりを引くまで買い続けますぞ。どうせＬｖや武器解放なんてほとんど必要ないし、しばらくは金を稼いでフィーロたんを作りますぞ。

　そんなこんなで俺はフィロリアル様の卵を購入して魔物商のテントを後にしました。




　よく考えたら二日目のお義父さんは草原の方に行くはずですぞ。合流はそこですな！

　そう思って大通りを歩いたのが運の尽き。

　運悪く豚共に見つかってしまいました。

「ブブブブブブブ！」

「ブヒーブヒー！」

　豚が騒いでうるさいですぞ。

　酒場に引きずり込まれ、仲間を募集しろと酒場のマスターに説教されましたぞ。

「仲間ですかな？　話にならない連中ばかりですぞ」

　酒場にいる連中はもとより、豚共など論外ですぞ。雑魚ですな。

「こんな連中とでは何も成し遂げることなどできませんぞ？」

　フィロリアル様に生まれ変わってこいですぞ。

「お前……女をはべらせてそれかよ」

「はべらせる？　この豚のことですかな？」

「ぶ、ぶた!?」

　なぜか酒場の冒険者に絡まれました。

「おいてめえ！　女には気を使えよ！」

「何を言おうとも豚は豚。まだ男がいいですぞ」

「こ、こいつ。美形なのに男色家だ!?」

「勘違いしてもらっては困りますな！　俺が好きなのはフィロリアル様ですぞ！」

「「「こ、こいつ変態だー！」」」

「ブブー！」

「なんだって!?　槍の勇者!?　こいつが？」

「その通り。世界のために戦う使命があるのですぞ」

「噓だ！　こんな変態が!?」

「信じてもらう必要はないですぞ。俺はお義父さんとフィーロたん、そしてフィロリアル様のために世界を救うのですぞ」

　大事なモノが何かを俺は理解しております。

　たとえ世界中の人々に罵ののしられようと、お義父さんやフィーロたん、そしてフィロリアル様に安らぎの時が訪れるのなら、この元康どんな試練だろうと乗り越えますぞ。

「もちろん、他の連中も救いますぞ。その中にお前等も混じってますぞ」

「こいつ、何様のつもりだ!?」

「ふざけるなぁ！」

　と、俺に向かって喧けん嘩かを売ってくる冒険者共。

「では実力の違いを見せてやりますぞ！」

　槍で薙なぎ払ってやります。あんまり力を入れると殺しかねないので手加減してやりましょう。

「うわああ！」

　槍が掠かすった奴等はそれだけで酒場の壁まで吹き飛んでいきました。

　話にならないくらいの雑魚ですな。

「な、なんだ！　コイツ！　軽く槍を振るっただけなのに！」

「これが勇者の強さなのか？」

「いい加減諦めろですぞ」

　身のほどを教えてやったら、なんか騒ぎになってしまいましたぞ。

「面倒ですから今日はこのくらいにしておいてやりますぞ。ではさらばですぞ！」

　そんな感じで俺は酒場を後にしました。

　それからお義父さんを捜していたら日が暮れてしまったのですぞ。

　日が落ちる前に門で見張っていたのですが、結局出会えませんでした。

　あの赤い豚が、奴だったら……お義父さんが危ないですぞ。

　その後、宿屋を捜し回ったのですが、守秘義務があるとかで教えてくれませんでしたぞ。

　勇者の権力が通じないのはなぜですかな？　酒場で暴れた所せ為いですかな？

　くそ……邪魔ものが多くて困りますぞ。

　最後の賭けで、奴……赤豚と出会った酒場で待ちますぞ。

「ブー！」

　赤い豚が来た！　間違いない。あの赤い豚は奴ですぞ！

　ご丁寧にくさりかたびらを持って俺に近づいてくる。

「ブブブブブブブ？」

　確か……。

『あれ？　そこにいるのはモトヤス様ではありませんか？』

　だったと思いますぞ。

「ブブブブブブ」

『できればご一緒させてください』

　と楽しげに話しかけてきた……のでしたかな？

　調子に乗った俺が赤豚と意気投合して……しばらくして、赤豚はくさりかたびらを俺にプレゼントだと渡して立ち去り、後で俺が泊まった宿に助けを求めて乗り込んできたのでしたな。

「ああ、じゃあ少し話をしますかな」

「ブブブブブブブ」

　何言ってるかわかりませんぞ。まあ適当に相あい槌づちを打っておけばいいでしょう。

　豚という生き物は適当に頷いているだけで勝手に話を完結させますからな。

　内容なんて実はどうでもいいということが、日本にいた頃の記憶を振り返ると今では理解できますぞ。

　やがて赤い豚は俺にくさりかたびらを渡そうとしてきますぞ。

「それ、盗品なのはわかってますぞ？　持ち主に返すのですぞ、豚」

「ブブブ!?　ブブブブブブブ!?」

「尚文くんに罪を被かぶせられると思うな、ですぞ！」

「ブィ！　ブブブブブブ！！！」

　めっちゃキレてますな。何言ってるかわかりませんが、豚って怒るとこんな顔するのでしたな。

　豚は俺の返答が気に食わないと大抵こんな反応をするワガママな生き物ですぞ。

　それに比べてフィーロたんやフィロリアル様はほっぺを膨らませて駄々を捏こねるだけですぞ。

　とても可愛らしいですな。比べるのが失礼なほどの差ですぞ。

　赤豚は話にならないのを悟ったのか蹄ひづめで音を立てながら酒場を出ていきました。

「さて、そろそろ寝ますぞ」

　盗品は拒んだし、注意もした。これでどうにかなるはずですぞ。

　俺が冤えん罪ざい事件の片棒を担ぐことはありませんぞ。未然に防ぐことができました。

　で、その日は宿でフィーロたん（予定）の卵の匂いを嗅ぎながら就寝しました。




　その日の晩……俺は悪夢を見ました。

　いえ、正確には過去の残照とでもいうのですかな？

　ドンドンドンとその日の早朝……日が昇る前、俺が就寝していた宿の部屋の扉を叩たたく音が響き渡りました。

「こんな朝早く……誰だぁ？」

　寝ぼけ眼で俺は扉を開けて相手を確認しました。

「ブブブブブ！」

　確か……『助けてください！　モトヤス様！』

　と、赤豚が涙ながらに俺に助けを求めている姿だったかと思いますぞ。

　赤豚の服は不自然に破かれておりました。

　思わず寝ぼけていた頭がハッと覚めて、俺は赤豚に聞きますぞ。

「な、何があったんだ!?」

　前回、俺は赤豚に並々ならぬ事態が起こっていると勝手に勘違いして保護したのですぞ。

『ブブブブブブブヒ、ブブブ』

　うぐ……ひぐ……盾の勇者様はお酒に酔った勢いで突然、私の部屋に入ってきたかと思ったら無理やり押し倒してきて『まだ夜は明けてねえぜ』と言って私に迫り、無理やり服を脱がそうとして私、怖くなって……叫び声を上げながら命からがら部屋を出て……モトヤス様に助けを求めにきました。

　と、赤豚は噓八百をぶちかましたのですぞ。ご丁寧に衣服を乱れさせての演技でしたぞ。

　ですがその時の俺は赤豚の言うことを真実だと思い込み、怒りに震えました。

「あのオタク野郎！　絶対に許せない！」

　あとは怒りに任せて城に行き、事情を説明してから勇者を招集……お義父さんを連行させ、自分が絶対に正しいと思い込んでお義父さんを弾劾したのですぞ。

　普通に考えれば後ろ盾のない異世界人がそんな危険なことをするはずがありません。

　もしもバレれば己の立場を悪くしてしまうのですからな。

　そうでなくても一方の言い分だけでなく、お義父さんの言葉も聞くべきでしたぞ。

　でなければ司法など何もなく、虚言でも先に言った者勝ちになってしまいますからな。

「何言ってんだ？　昨日、飯を食い終わった後は部屋で寝てただけだぞ」

「噓をつきやがって、じゃあなんでマインはこんなに泣いてるんだよ」

「なぜお前がマインを庇かばってるんだ？　というかそのくさりかたびらはどこで手に入れた？」

　今ならわかりますぞ。赤豚が盗んだのですが……この時の俺は……。

「ああ、昨日、一人で飲んでいるマインと酒場で出会ってな、しばらく飲み交わしていると、マインが俺にプレゼントってこのくさりかたびらをくれたんだ」

　うう……夢の中の俺が忌まわしいくさりかたびらを身に付けております。

　それは俺のものじゃないのですぞ。永遠に返せない……お義父さんのものなのです。

　それからすぐにお義父さんは真実に気付き、世界を憎む形相に変わっていくのですぞ。

「お前！　支度金と装備が目当てであらぬ罪を擦なすりつけたんだな！」

　周りの者達がフッと姿を消し、お義父さんが俺を指差して睨にらみつけてきました。

　違います！　違いますぞ、お義父さん！

　俺は！　俺は──！

「ハッ！」

　飛び起きた俺は辺りを見渡しますぞ。

　そして過去に戻ったことをしっかりと自覚します。

　……まだ俺はお義父さんを救えていないのですぞ。

　必ずやお義父さんを救ってみせますぞ！




　朝早く……俺は起きて城に向かいました。

　大きな変化を確認するためですぞ。

　俺が赤豚共の片棒を担いでお義父さんを糾弾しなければ、きっと未来は変わるはず。

「お待ちください槍の勇者様！」

「邪魔ですぞ！」

　俺を仲間ハズレにして錬と樹が集まっていますな。

　く……防げなかったということですかな？

　記憶が確かなら、お義父さんをありもしない罪で断罪しようとしているはずですぞ。

　俺の入場を妨害するように立っていた兵士を蹴散らして玉座の間に入りました。

　さすがに無意味な妨害は他の勇者に怪しまれるのか、それ以上の進路妨害はやめたようですな。

　くさりかたびらを着用した樹がいましたぞ。

　そして……腕を組んだ赤豚と、お義父さんと一緒にいたもう一匹の豚が樹の隣にいます。

　俺がでっち上げの片棒を担がないと樹がやるのですな。

　これが歴史の修正力とでもいうのですかな？

　俺がやらずとも、お義父さんが濡れ衣を着せられるのは避けられないんだぞと笑われているような気がしますぞ。

「こ、これはキタムラ殿、朝早くからどうしたのですか？」

　白々しくクズが尋ねてきましたが……それどころじゃないですぞ。

「お前……」

　この赤豚ァ……俺がダメなら樹ですかな？

「聞きましたよ元康さん。マインさんを豚と罵ったそうですね。人としてどうなんです？」

「知りませんな。俺には豚にしか見えませんし、ブーブーとしか聞こえませんな。そいつの心が汚れ切っているからそう見えるのですぞ、きっと」

「勇者の風上にも置けない言動です！」

「盗品を当然のように身につけている共犯者に糾弾される謂いわれはないですぞ」

「盗品？　なんのことを言っているんですか？」

「お前の着ているいるくさりかたびらですぞ」

「これはマインさんからいただいたものです」

「だからそれが盗品だと言っているのですぞ」

「適当なことを言わないでください。証拠はあるんですか！」

「ありますぞ。この国の武器や防具には魔法で刻まれた──」

　おぼろげに覚えておりますぞ。

　確かこの国では武器や防具に魔法で製作者の銘と管理番号が刻印されるのですぞ。

　武器屋で鍛か冶じ手伝いをしていた錬がそんなことを言っていた覚えがあります。

　あの場にお義父さんは……確かいませんでしたな。

　そんなやりとりをしている最中にお義父さんがインナー姿で連行されてきました。

　なんという辱はずかしめ！　今すぐ服を着せねばいけませんぞ！

「マイン！」

　クズや樹、そして錬がお義父さんを睨む。

「な、なんだよ、その態度」

　この光景には苦いものがある……今度こそ、俺は間違えませんぞ。

「本当に身に覚えがないのですか？」

「身に覚えってなんだよ……って、あー！」

　お義父さんが呆あっ気けに取られた表情で樹を指差す。

「お前が枕探しだったのか！」

「誰が枕探しですか！　尚文さん。まさかこんな外道だったとは思いもしませんでした！」

「外道？　何のことだ？」

「待て──」

　ここで俺が止めなくて誰が止めるのですかな！

　そう……俺が赤豚に騙されていたことを理解した後、何度お義父さんを見て思い、願ったかわかりません。その奇跡と呼べるチャンスが舞い込んできたのですぞ。

　俺はもう二度とお義父さんに冤罪など被せる気はないですし、助けたい。

　絶対にお義父さんの無実を証明してみせますぞ！

「王様、俺は──」

「して、盾の勇者の罪状は？」

　ぐ……完全に無視を決め込むつもりですな！

　俺の姿がお義父さんに見えないように、兵士が何人も前に立って邪魔をしました。

　奴等も理解しているのでしょう、俺がお義父さんを擁護しようとしているのを。

「罪状？　何のことだ？」

「ブブブ……ブブ……ブブブブブブブ」

「は？」

「ブブブブブブブブブブ！」

　あの時はすっかり騙されましたが、これが奴の手口。

　この醜い赤豚め！

「ブブブブブブブブブブ！」

「え？」

「何言ってんだ？　昨日、飯を食い終わった後は部屋で寝てただけだぞ」

「噓です！　じゃあなんでマインさんはこんなに泣いているのですか！」

「なぜお前がマインを庇ってるんだ？　というかそのくさりかたびらはどこで手に入れた？」

「お義父さん、俺は──」

「ああ、昨日、みんなで酒を飲んでいるとマインさんが酒場に顔を出したんです。しばらく飲み交わしていると、僕にプレゼントってこのくさりかたびらをくれました」

　最初から、俺に喋らせるつもりはないようですな。

　そっちがその気ならこっちだって手がありますぞ。

　いい加減、ウンザリしていたのですぞ。思えば俺はこんな慎重に動くタイプではないですな。

「そうだ！　王様！　俺、枕探しに全財産と盾以外の装備品を全部盗まれてしまいました！　どうか犯人を捕まえてください」

「黙れ外道！」

　クズめ……最初から決まっていた計略を……殺しますかな？

　いや、それをするとお義父さんの立場が危ないですぞ。

　今のお義父さんはＬｖが低い。間違っても死なせるわけにはいきませんな。

「嫌がる我が国民に性行為を強要するとは許されざる蛮行、勇者でなければ即刻処刑ものだ！」

「だから誤解だって言ってるじゃないですか！　俺はやってない！」

　ああ、お義父さんの敬語口調……まだクズやこの世界を信じているのですな。

　そして……お義父さんの表情が怒りに染まりだしました。

　ダメですぞ、お義父さん！

　お義父さんは……お義父さんこそ、この……フィーロたんの生まれる素晴らしい世界を愛してほしいのですぞ。

　フィーロたんのお陰で優しい顔になり、俺やみんなのためにがんばってくださっていますが、それでも人を信じるのが難しいというような悩みを抱いていたのを知っております。

　常に疑心暗鬼と戦い、警戒し続けるお義父さんの姿は時に痛々しくもありました。

　あんなお義父さんには絶対にさせたくないですぞ。

　世界は冷酷で残酷かもしれませんが、お義父さんの周りだけでも優しい世界にしたいのですぞ。

　俺に与えられた二度目のチャンスを絶対に逃しはしません。

「お前！　支度金と装備が目当てであらぬ罪を擦りつけたんだな！」

　この状況把握の早さこそ、お義父さんの長所ですぞ。あの時俺が……少しでもお義父さんの持つこの長所を持っていれば、お義父さんを糾弾する前に止められたのではないですかな？

「はっ！　性犯罪者が何を言っているんですか」

「異世界に来てまで仲間にそんなことをするなんてクズだな」

　錬がお義父さんを冷酷に断罪しました。

「ふざけんじゃねえ！　どうせ最初から俺の金が目当てだったんだろ、仲間に装備を行き渡らせるために仕組んだんだ！」

　俺には喋らせまいと兵士がまだ遮っています。

　ですが、その程度で邪魔できると思わないことですな！

「邪魔ですぞ！　ブリューナク！」

　槍の穂先に発生したエネルギー光を、俺を妨げている兵士共に向けますぞ。

　もちろん死なない程度に威力を加減して薙ぎ払うように放ちました。

「「ぐはあああああああああああああ！」」

　吹き飛んだ兵士共を見てその場にいた全員が絶句し、辺りが静まり返りましたな。

　その隙すきを逃さず、クズ、そして赤豚と樹に槍を向けますぞ。

「……え？」

「俺はお義父さんを信じていますぞ。お義父さんはやっていません。これは陰謀なのですぞ」

　現状を摑つかみ切れていないお義父さんに俺はありのままの事実を伝え、クズを睨みつけました。

「鬼のいぬ間に随分なことをしでかすつもりのようですが、盾の勇者に被害を与えようものなら、槍の勇者であるこの俺が許しませんぞ。それは愛に反しますからな」

　俺はお義父さんを拘束している兵士に槍を向けて脅しますぞ。

「お義父さん……盾の勇者を放すのですぞ。邪魔をするなら誰であろうと容赦はしませんぞ！」

　ぼんやりとしていた頭の部分が、成し遂げたい光景に覚醒していくような感覚を覚えました。

　次に樹と錬を睨みつけ。

「それはお前等とて変わりませんな。今のお前等では俺には勝てませんぞ」

　そして自由になったお義父さんに手を差し出して告げますぞ。

　これは俺の……真実を理解した時から永遠に続くと思われた後悔を清算できるまたとない機会。

　もう二度とこの選択を間違えるつもりはありませんぞ！

　俺は異世界に勇者として召喚され、今度こそ天使のような女の子達を信じようと、信じ抜いて信頼を得ようと決めておりました。

　そのために俺なりにがんばっていました。

　みんなのＬｖを上げる手伝いをしたり、料理を振る舞ったり、波に果敢に挑んで勝利したり、みんなが喜ぶと思って欲しがっているアクセサリーを購入したり、色々と献身的にやってきたのですぞ。

　ですが、その決意も……間違っていたのですぞ。

　俺がどんなに献身的に尽くしても奴等の正体は豚……贅ぜい沢たくをさせてもらって当然、思い通りにならなければブーブー喚わめき散らし、自分達が特権階級であると勘違いしているのですぞ。

　挙句思った通りの返事をしなかったり、気が利かなければへそを曲げ、暴力で事を解決しようとしたりします。

　それは天使ではありません。

　天使は慈悲深く、それでありながら道を踏み外しそうになった時に手助けをする存在なのです。

　自分のことしか考えない豚は天使ではありません。豚を信じても何にもなりませんぞ。

　天使のようなフィーロたん、そして神のように慈悲深いお義父さんのような方々を俺は信じなければいけなかったのです。

　フィーロたんは豚を天使と誤信していた愚かな俺を見つけると必ず近寄ってきて、注意を促す蹴りを加えて走り去っていったのです。

　当初、俺はフィーロたんのその慈悲を理解せず、警戒心を抱いておりました。

　会うなり蹴り飛ばす凶暴な鳥の魔物と、殺意まで抱いていたのですぞ。

　ですが天使の御姿だけでなく、その純粋な性格……全てが俺にとって天使を体現した存在であると気付くのに長い時間を要したのは苦い記憶ですな。

　赤豚に裏切られていたことを理解し、落ち込んでいた俺を励ましてくれました。それまでの態度が俺に対して愛の鞭むちだったのは一目瞭然ですぞ。

　ただ俺を傷付けたいだけでしたら、あのようなことはしてくださいません。

　そう……本物の天使は近くにいたのですな。

　まさにフィーロたんは、青くはありませんが幸せの青い鳥だったのですぞ。

　愚かな俺が更に道を踏み外さないように引き止めてくれたフィーロたんとお義父さんは、何があっても守り抜きますぞ！













二話　恩返し






「さ、行きますぞ！」

　俺が差し出した手にお義と父うさんは手を伸ばしました。

　俺の手を取って、お義父さんが立ち上がりますぞ。

「元もと康やすさん、貴方あなた……」

　樹いつきが絶句した後、俺を睨にらみつけますぞ。

　どんなに睨もうと、この元康は一歩も引きませんぞ。

　世界平和のため、お義父さんのため、フィーロたんのため、この元康は戦い続けるのです。

　たとえ相手が樹や錬れん、はたまた神であろうとも負けませんな。

「お前の隣にいる赤豚の言葉を信じない方がいいですぞ、樹」

「赤豚って……元康さんの台詞から察するとマインさんのことですよね!?」

「そうですな。醜く肥え太った赤い豚だから赤豚ですな。よく考えるのですぞ。強ごう姦かん未遂をした者がこのような姿で連れてこられますかな？」

「な、何があろうともマインさんが泣いているんですよ！」

「豚の涙如きに騙だまされるとは……過去の俺を見ているようで哀れですな」

「なんですって!?」

　どうやら樹は、俺が未来から来たという話を全く信じてくれなかったご様子。

　錬は半信半疑といった様子で俺と樹を見ていますな。

「な……何をしている！　者共！　槍の勇者が乱心──」

　俺はお義父さんから教わった気を放ち、周りにわかるように風を起こして睨みますぞ。

　クズや樹、赤豚にプレッシャーを掛けてやりました。

　それだけでクズも樹も、赤豚さえも僅わずかに声が詰まったようですな。

「話になりませんな……まあ、今日は機嫌が良いので見逃してやりますが、何が正しいのかしっかりと見極めるのですぞ」

　そう……俺自身の罪滅ぼしが一つできた輝かしい日なのですぞ。

「ではお義父さん、行きますぞ」

「う、うん！」

　冤えん罪ざい事件の片棒を担いだ連中を置いて、俺はお義父さんの手を握り、城を後にしましたぞ。




「ありがとう！　北きた村むらくん！」

　城を出て広場に着くとお義父さんが感謝の言葉を仰おっしゃりました。

　赤豚共の陰謀から俺はお義父さんを救ったのですな。

　なんと心が晴れやかな気持ちになるのですかな！

　この世界に来てやり遂げた人助けとは比べものにならないほど、誇らしい気持ちになりますな。

「北村くん……正直言って俺は君のことを少し苦手に感じていた。だけど君は俺のことを信じてくれるんだね」

　お義父さんが今まで見せたことのない表情で若干照れ気味に頭を搔かきながら俺に礼を告げました。

「俺は未来から来た愛の狩人ですからな。お義父さんの言うことは正しいに決まっているではありませんか！」

　フィーロたんのお義父さんに感謝されるとは、最高の栄誉！

　この日のことは何があっても忘れませんぞ！

「それでお義父さん、お願いがあるのですが？」

　そういえばお義父さんって出会った当初は俺のことを元康と呼び捨てしていたと思うのですが、なんか遠い気がしますぞ。

「ぜひ、俺のことは元康と呼び捨てで呼んでもらいたいのです」

「え……」

　お義父さんが困った表情を浮かべました。

　義理の息子である俺がお義父さんに呼び捨てされるのは当然のはずですぞ。

「どうかしたのですかな？」

「いや、何か……俺のことを信じてくれた人をそんな馴なれ馴なれしく呼ぶって違和感があるんだ」

「気にせず呼んでいただけるとこちらも嬉うれしいですぞ」

「そ、そう？　じゃ、じゃあ元康……くん」

「くんは余計ですぞ」

「えっと……ゴメン、慣れたら呼び捨てにするから」

　と、お義父さんは照れたように答えますぞ。

　うーむ……もっと罵ば倒とうするような態度で呼んでくれた方が俺は嬉しいですぞ。

　と、思いながら俺はお義父さんを凝視しました。

　インナー姿。

　そういえば赤豚に身ぐるみ剝はがされたままでしたぞ！

　お義父さんの安全は確保できました。今すぐあの赤豚をぶち殺して取り戻してきますかな？

　うん。そうすべきですな。きっとお義父さんも笑顔になって褒ほめてくださるでしょう。

　赤豚に命をもって罪を償わせるのですぞ！　お義父さんはそういう方です。

「ちょっと待っていてほしいですぞ」

「あ、ちょっとどこ行くの？　そっちは城だよ？」

　俺が城に戻ろうとしたところで、お義父さんが俺を呼び止めました。

　困ったような、心配しているような、そんなお顔です。

「どうしましたかな？」

「城になんで戻るの？」

「ははは、何を言っているんですか。あの赤い豚をぶち殺してお義父さんから奪った全てを取り戻してくるのですぞ。なに、樹や錬が邪魔したら死なない程度にボコってきますぞ。義は我にありですな！」

「い!?　あ、あの、元康くん。もういいから……お願い！　強く言わないと聞いてくれないの!?」

　驚きょう愕がくしたような表情になったお義父さんは遠い目をして仰いました。

　お優しい限りですが、少々生ぬるく感じますな。

　後々、赤豚とクズの偽りの名前を正しい名前に改名させる人物とは思えませんぞ。

　……お義父さんは本来はこんなにもお優しいのですな。

　だからフィーロたんはあんなに素晴らしい天使へと成長したんでしょう。

　しかしながらこの元康、あの赤豚への殺意はこの程度のことでは消えませんぞ。

「そうですかな？　今なら即座にぶち殺せますぞ。あの世界の害悪たるクズヴィッチを」

「もういいから……元康くんに凄すごい力があって、俺を信じてくれているのはわかった。だけど……もういいんだ」

「なんと心優しい。この元康、お義父さんの慈悲に涙が止まりませぬぞ」

「あの、お願いだから人通りの多い所でそういうのやめて！」

　俺が涙を流してお義父さんに敬礼していると、道行く人達が首を傾かしげながらこちらを見ていました。

　むう、お義父さんにいらぬ恥をかかせてしまいそうですな。

「しかし……お義父さん。下着姿なのは頂けませんぞ」

「だけどお金も取られちゃったし」

「大丈夫ですぞ。俺のお金をお使いください」

「え？　いいの!?」

　俺は金袋をお義父さんに差し出しますぞ。俺の資産はお義父さんの資産ですぞ。

「俺のものはお義父さんのもの、お義父さんのものもお義父さんのものですからな！」

「何その押し付けガキ大将……」

　袋を広げたお義父さんは信じられないというように答えました。

　フィロリアル様の卵を購入したので多少は少なくなっておりますが、ある程度の金は残っておりますぞ。

「何を今更。俺とお義父さんの仲じゃないですか」

「でもこのお金がなくなったら元康くんはどうするの？」

「ははは、問題ありませんぞ」

「いや……本当にどうするの？」

「ははは」

「笑って誤魔化さないでよ。えっと……ありがとう。半分だけ借りるね」

　と、お義父さんは俺の金袋の中身を半分返してくださいました。

　さすがお義父さん。謙虚ですな。

「ではお義父さんの防具を買いに行きましょう！」

「う、うん」

　お義父さんを連れて俺は朝の城下町を進んでいきますぞ。




　そこでお義父さんと仲が良かった武器屋の店主と出会いましたぞ。

「おい、盾のアンちゃん」

「う……」

　武器屋の店主に睨まれてお義父さんは困った表情を浮かべる。

　咄とっ嗟さに俺はお義父さんを庇かばうように前に立った。

「聞いたぜ、仲間を強姦しようとしたんだってな。一発殴らせろ」

「違いますぞ！」

「ん？　アンタ誰だ？　その槍を見る限り、槍の勇者様ってやつか？」

「そうですぞ。ですがあなたは一つ勘違いをしております。お義父さんは強姦なぞしておりませぬ！」

「アンタに話はしてねえよ。俺はアンちゃんに話してんだ」

「俺は……やってない」

　お義父さんは視線を外して苛いら立だったように答えました。

　武器屋の店主はお義父さんをしばらく睨んだ後、溜ため息いきをつくように力を抜きましたぞ。

「そうだなぁ。盾のアンちゃんはいきなりそういう行動に出るようなタイプじゃねえだろ」

「信じてくれるのか!?」

「そりゃあな。どっちかというと彼女の方が怪しい感じがしたぜ。長年接客をしてると自然となんとなくわかるぜ」

「親父さん……」

「それに……犯罪を働いたのにその格好はないだろ？　心当たりがあったら捕まる前に逃げるだろ、普通」

「まあ、そうだよね」

「で？　服とかどうするんだ？」

「お金はここに」

　と、俺が金袋を武器屋の親父に渡しますぞ。

「この金でお義父さんに合う防具を選んでほしいですぞ」

「元康くん。それ、君のお金……」

「ははは」

「笑って誤魔化さないで」

「なんていうか……仲良さそうで何よりだな」

　と、武器屋の店主は機嫌よく店に戻り、お義父さんに合った鎧よろいを見繕ってくれた。

「くさりかたびらでいいかい？　アンちゃんも不幸だったな。サービスしてやるよ」

「いや……いいよ」

　お義父さんはウンザリした口調で、くさりかたびらを拒み、皮製の鎧を着ましたぞ。

　やはり盗まれたものと類似したものを着るのは抵抗があるのかもしれませんな。

「そうかい？」

「元康くん、じゃあこのお金は君に返すね」

　お義父さんは律義に店主さんからおつりをもらうと、俺に手渡しました。

「気にしなくていいんですぞ」

「俺が気になるんだよ」

「で？　アンちゃん達はこれからどうするんだ？」

「俺は既に強いですから、お義父さんが強くなるためのお手伝いをしますぞ」

「勇者同士だと反発が起こるんじゃなかったっけ？」

「そうでしたな……ですが、武器の素材は共有可能と前に説明しましたが」

「ああ、そういえば……じゃあ元康くんに素材を集めてもらって、教えてくれた通りの強化方法を試せばある程度は戦えるのかな？」

「とりあえずはそれでいいと思いますぞ」

「うん。じゃあしばらく一緒にいようか」

「はい！　お義父さんの命ずるままに」

　俺はお義父さんに頭こうべを垂れて忠誠を誓いますぞ。

　するとお義父さんは困ったような表情をして数歩下がりました。

「元康くん、ホントやめて！」

「アンちゃん、変な奴と仲良いな……」

「誤解が増えていく……」

　溜息交じりにお義父さんは呟つぶやきました。

　そんな会話をしていると懐で温めていた孵ふ化か器が震えだしましたな。

「む……」

　俺は孵化器を取り出して店のカウンターに置きますぞ。

「ん？　槍の兄ちゃんは魔物の卵を買ったのか？」

「ですぞ。フィロリアル様の卵ですぞ」

「ああ、あの馬車を引く鳥？」

「フィーロたんと同じ神々しい鳥ですぞ」

「へー……元康くんが本当に好きな魔物なんだね」

「はい！」

　震える卵を見ていると、ピシッとヒビが入って卵が孵化した。

「ピイ！」

　元気な声と共にフィロリアル様が顔を出しました。

　……黒い……フィロリアル様のオスでした。

　既に俺はフィロリアル様の性別鑑定ができるほど、目が肥えているのですぞ。

「ピイ！」

　既に魔物紋の登録は済んでおります。

　人に飼われる魔物には生まれる前から付けられているのですぞ。

　言わば俺とフィロリアル様を結ぶ絆のような紋様なのです。

「うわぁ……可愛いね。元康……くん？　なんで残念そうなの？」

「残念ではありませんぞ」

　フィーロたんではありませんでしたか。

　ですが、しょうがありませんな。

　俺はフィロリアル様に指を近づけ、軽く喉を撫なでますぞ。

「ピイイイ……」

「君の名前は……そうですなぁ。クロちゃんがいいですかな」

「色からかな？　安直だなぁ……」

　お義父さんが何やら言っております。

　フィーロたんを見つけるために沢山買うことになるでしょうし、黒いフィロリアル様ですからな。

　この名が一番しっくりくると思います。

　ですが、お義父さんが気に入らないなら別の名前でもいいですな。

「お義父さんが気に入らないなら……ブラックサンダーとでも名付けるのはどうですかな？」

「それはちょっと……それよりはクロちゃんがいいのかもね」

「ピイ！」

　そういうわけでこの子はクロちゃんで決まりました。

　きっと元気な天使に成長することでしょう。

「これで仲間が増えましたぞ」

「ペットじゃないの？」

「フィロリアル様はとても頼りになる仲間ですぞ。いえ、家族ですぞ！」

「……元康くんは色々と凄いね」

「とにかく俺、元康はお義父さんの手伝いとフィロリアル様の育成に励みますぞ」

「まあがんばれよ、アンちゃんと槍のアンちゃん」

「うん。これからがんばろう」

「では出発ですぞー！」

「ピイ！」

　フィロリアル様を手に乗せて俺達は城下町を後にしたのですぞ。




















三話　レベリング






　そうして草原を抜け、近隣の村へ移動しました。

「俺、昨日さ、バルーンっていう弱い魔物と戦うのがやっとだったんだけど、どうしたらいい？」

「お義と父うさんは基本的に仲間がいないと戦えませんぞ」

「うん。それはわかっているんだ。だけど仲間なんてどうしたら得られるんだろう？　強ごう姦かん疑惑で誰も仲間になってくれないし、この国は盾の勇者を嫌っているんでしょう？」

　む……そういえばお義父さんには、右腕となるラフタリアお姉さんがいたはずですぞ。

　確か奴隷だったと思いますが……どうしたものでしょう。

「では……奴隷を購入して戦わせるのはどうですかな？」

「奴隷!?」

　お義父さんの顔が驚きょう愕がくに彩られる。

「こ、この世界には奴隷なんているんだ……まあファンタジーではお馴な染じみだけど」

「馬車馬のようにコキ使えばＬｖも上がっていきますぞ」

「いや……そんな酷ひどいことをさせられないよ」

「おや？　おかしいですな。確かお義父さんは大量に奴隷を使役していたはずでしたが」

「未来の俺ってどんな外道なわけ!?」

　おお、お義父さんが俺の話を信じてくださいました。

　だから俺も真実だけを伝えていきますぞ。

「笑顔で奴隷に、魔物達を倒すように教えていましたぞ」

　そんな感じのことを豪語していたのを覚えていますぞ。

　お義父さんが復興させたあの村は、豚臭かったけれど、とても住みやすい素晴らしい場所でしたな。

　奴隷の方々も笑顔で仕事をしていました。

「酷い！　そんなこと、できないよ！」

　お義父さんは本来、こんなにも優しい方だったんですな。

　奴隷を酷使することにひどい抵抗感を持っているような。

　でも、世間の荒波に揉もまれ、しかも騙だまされた所せ為いであんなにもやさぐれてしまわれた。

　これも全て俺や赤豚の所為だったのでしょう。

　絶対に守りたいこの純粋な顔。

「というか、どうして未来の俺はそんな酷いことをしちゃってるの？」

「お義父さんにとってはつらい事実なのですが、今の樹いつきの立場は本来俺だったのですぞ。つまり誰もお義父さんを助けてくれなかったのですぞ」

「え……？　どういうこと？」

「俺達勇者はまんまと騙され、お義父さんがやったと信じてしまっていたのですぞ」

「そ、そうだったんだ……じゃあ異世界で誰にも信じてもらえず、孤軍奮闘することになるわけか」

「まことに申し訳ありません！　この元もと康やす、人生最大の汚点ですぞ」

「いや……元康くんも騙されていたんでしょう？　なら、しょうがないよ。今は信じてくれているんだし、助けてくれたわけだしね」

　とてもありがたいお言葉。

　お義父さんの海よりも深い慈悲に俺は頭こうべを垂れて感謝致しますぞ。

「それで、どうして俺は奴隷を？」

「おそらく味方が誰もいないことと信用できる人がいないことから殺伐とした気持ちになって、奴隷を酷使しようという発想に至ったのではないですかな？」

「なるほど……確かに誰も味方がいなかったら、そうなってたかもね」

「ですが今回は違いますぞ！　俺がお義父さんを絶対に信じておりますぞ」

　むしろ信仰していると言っても過言ではありません。

　なんせ、フィーロたんのお義父さんであり、俺の恩人でもありますからな。

「ありがとう。でも奴隷はちょっとな……」

「ではしょうがありませんな。クロちゃん」

「ピイ？」

「これからクロちゃんを急いで育てますぞ。育ったクロちゃんが同じようにお義父さんを育てるのですぞ」

「ピイ！」

「あ、そうか。クロちゃんが育てば仲間として俺とパーティーが組めるって考えだね。元康くんは強いからパワーレベリングもできると」

　パワーレベリングとはオンラインゲームのスラングですぞ。

　上級者が全面的に協力して初心者のＬｖを引き上げる行為ですな。

　ゲームを楽しむスパイスにはなりますが、やりすぎると面白みも半減する諸もろ刃はの剣ですぞ。

　ですが、お義父さんにするのは良いことなのです。

「そうですぞ！　まずはクロちゃんのＬｖを30くらいまで上げて、その後クロちゃんがお義父さんの手伝いをするのです」

　その間に俺はギルド等で仕事を探す……もしくは金になりそうな盗賊を狩って金を得ましょう。

　フィーロたんを手に入れるための資金は多ければ多いほどいいわけですしな。

　更に言えばフィロリアル様は世界の財産。一匹でも多く増やさねばなりません。

　それが俺、元康の生涯の目標ですぞ。

　ビバ！　フィロリアルパラダイス！

「じゃあ俺は何をしていたらいいかな？」

「では……お義父さんは優雅にティータイムでも楽しんでいてください」

「なんでそうなるの！」

「ですが、俺がお義父さんに命令なんてできようはずがありませんぞ」

「うーん……わかった。自分なりに何かできないか探してみるよ」

「では行きますぞ！　今夜はこの村で集合ですぞ」

「うん、わかった」

「ピイ！」

　というクロちゃんの高らかな鳴き声と共に出発したのですぞ。












　お義父さんと別れ、俺はクロちゃんと共に急いで強い魔物の出る山脈へ走りましたぞ。

　元々高Ｌｖの補正があるし、帰りはポータルスキルを使えば一瞬。できる限りの速度でクロちゃんのＬｖを上げますぞ。

　問題は食料ですが、これは倒した魔物を餌にすれば問題ありますまい。

　なんせフィロリアル様はなんでも食す最強の天使ですからな。

　俺は山脈を越え、強い魔物……ドラゴン系の生息する区域に侵入しましたぞ。

「ブリューナク！　ハハハハッ！　弱い！　弱すぎるぞ！」

　山脈に生息するドラゴンや、その血族の魔物を俺はスキルを使いまくってばったばったと薙なぎ払いますぞ。

　俺の記憶の中にいるお義父さんがドラゴンについて話し始めました。









　お話を終えると記憶の中のお義父さんは消えていきました。

　ドラゴンはフィロリアル様の天敵！

　すなわち、この元康の天敵！　全てのドラゴンを駆逐する勢いで進撃しますぞ。

　さすがに敵かなわないと悟ったのか、しばらく戦っているとドラゴン共も近づいてこなくなってきました。

　ですが、そんなこと知ったことではありませんな。

　錬れんや樹がこの辺りの狩り場に来るのはまだまだ先。もっと強い魔物が出現する場所がないわけではありませんが、一日で来られる範囲だとこの辺りしかなかっただけのこと！

　波までの一ヶ月にお義父さんをどれだけ強くさせられるか、腕が鳴りますぞ！

　そんな感じで日が暮れるまで戦っていると、クロちゃんのＬｖが32まで急上昇しました。

　餌は十分確保できましたし、素材も沢山手に入りました。

　後でお義父さんに分けて差し上げましょう。

　ということで、俺はお義父さんと待ち合わせしていた村にポータルで帰還しました。




「おかえり、元康くん。クロちゃんはどれくらいになった？」

「ピヨ？」

「うわ。なんか大きくなったね」

　フィロリアル様の雛ひなから次の形態に変化したクロちゃんは俺についてきています。

　大きさは俺の腿ももくらいまであり、まんじゅう体形です。

　明日には普通のフィロリアル形態に育つでしょう。

　大量の食料をクロちゃんのために用意してあるので、問題ありません。

「ピヨー……」

　お可哀想に常時ぐーとお腹を鳴らしております。

　すぐにでも食事の用意をせねばなりませんな。

「くう……可愛いですぞ、クロちゃん！」

「ピヨオオオ！」

　すりすりするとクロちゃんは嬉うれしそうに目を細めました。

　やはりフィロリアル様は世界の至宝。

「そうだね、すごく成長が早いや。で？　何Ｌｖまで成長したの？」

「32ですぞ」

「早はや!?　確か元康くんの話だと40までしか成長させられないんだっけ？」

「はい。その先はクラスアップをする必要がありますぞ」

「でも……龍刻の砂時計って国が管理しているんでしょ？　国の人達とあんな喧けん嘩かしたんじゃ、できないんじゃないの？」

「問題はありませんぞ。他国に行けば砂時計くらい使わせてくれるでしょう」

「ああ、メルロマルクだけじゃないんだ……なら、まずは隣国へ行くための強さが必要だね」

「ははは、明日もやることが沢山ありますな」

「うん。あ、そうだ元康くん。俺にも何かできないかと思って、川で魚を釣ってみたよ」

　と、お義父さんは魚を見せてくださいました。

　魚釣りは得意なのか、沢山釣れておりますぞ。

「では宿で調理いたしましょう」

「あ、俺にやらせてくれない？　これくらいしかできることないからさ」

「ははは、お義父さんの料理は絶品ですからな。楽しみですぞ」

「別に自慢するほど、得意じゃないけど……それも未来の話？」

「ええ、みんなお義父さんの料理が大好きでしたな」

「そうなんだ？　じゃあがんばってみるね」

　表情や言動は違いますが、やはりお義父さんはお義父さんですな。できることは必ずする方ですぞ。

　思えばフィーロたんはお義父さんの料理を非常に好まれておりました。

　きっとクロちゃんも気に入ることでしょう。

　お義父さんは宿の人から厨ちゅう房ぼうを借りて（宿の主が渋ったので俺が脅して）料理をしてくださりました。絶品でしたぞ。この元康では決して再現できない究極の味ですな。

　ただ、未来のお義父さんの方が味は勝っていました。盾の技能や気の習得の影響でしょうな。

「いやぁ絶品でしたぞ」

「お粗末さまでした。調味料とか借りてみたけど、やっぱり異世界なんだね。塩以外はなんか感覚が少し違うや」

「さすがお義父さん、謙虚でありますな。では俺はクロちゃんと共に馬小屋で寝かせてもらいますぞ。お義父さんは厳重に鍵を掛けて部屋で寝るといいですぞ」

「元康くんは馬小屋で寝るの？　むしろお金を借りている俺が寝なきゃいけないんじゃ？」

「ははは、クロちゃんを宿の部屋で寝かすことはできませんからな。これはしょうがないのですぞ」

「そう……なんだ？　じゃあ貴重なモノは全部元康くんに預けておくよ。寝ている間に盗まれたらイヤだからさ」

　と、お義父さんは金と鎧よろいを俺に渡しました。

　これは信頼の証。忠義を示す時ですぞ！

「お義父さんに託された品々、命をかけて守る所存です！」

「た、頼むね」

「その代わりに、俺が持ってきた素材を盾に入れておくといいですぞ」

　土産に持ってきた素材の数々をお義父さんに手渡し、武器に収めさせました。

　まだＬｖが足りていないでしょうが、後々役には立つはず。

「す、凄すごいね。ただ、Ｌｖや条件が足りないって出てるけど……」

「それはしょうがありませんな。少しずつ、盾に素材を集めて入れるといいのですぞ」

「例えば？」

「どんなものでも素材にはできますぞ。石でも草でも枝でもなんでも。未来のお義父さんは倒した魔物を解体して骨や肉などにして盾に入れておりました」

　そうすることでより多くの武器を解放できるのですぞ。

「解体、ね。そのまま入れるだけじゃなくて、他の素材に加工することもできるんだ。なるほど……システム的に結構細かいんだね。うん、とにかくがんばってみるよ」

「明日にはクロちゃんがお義父さんのボディガードとして戦えると思うので、本格的に活動開始ですぞ」

「うん」

「ピヨ！」

　こうして俺達は宿で休むことになりました。

　クロちゃんは夜も空腹を訴え、持ち帰った食料をその度に食べていましたな。

　そして、そんなクロちゃんの成長音と匂いを嗅ぎながら、フィーロたんに再会する夢を俺は見ました。




「グア！」

「一晩でこんなに大きくなるんだ？　魔物って凄いね」

　翌朝、お義父さんが驚いた様子でクロちゃんを見上げております。

　クロちゃんは現在、第二形態である通常フィロリアル形態ですぞ。

「それではクロちゃん、お義父さんと一緒に近隣の魔物と戦って経験を積んでくるのですぞ」

「グア！」

「えっと、パーティーってどうやって組むのかな？　あ、これか……ということはあの女達、最初から騙すつもりだったのか……」

　などと呟つぶやきながらお義父さんはクロちゃんに向けて編成を飛ばしました。

　アレは女ではなく豚ですぞ。

　それにしても、お義父さんは時々殺意に満ちた懐かしいお顔をしますぞ。

　なんて思っていると俺の視界にクロちゃんを編成させるかの許可申請が飛んできました。

　これは魔物紋の機能における主人の了承ですな。

　迷うことなく了承し、お義父さんとクロちゃんが編成を完了しますぞ。

「クロちゃん、お義父さんを乗せて戦ってくるのですぞ」

「グア！」

「乗ればいいの？　わかったよ」

　クロちゃんが腰を落とし、お義父さんがクロちゃんの背に乗りました。

「ではお義父さん、どうかご無事で帰ってくるのですぞ」

「う、うん。何から何までありがとう、元康くん」

「いえいえ、それではいってらっしゃいませですぞ！」

　俺がクロちゃんに手を上げると、クロちゃんは元気良くお義父さんを乗せて走り出しました。

「わ！　速い速い──」

　あっという間にお義父さんとクロちゃんが走り去りました。

　さて……この後、俺は何をしますかな？

　素材はある程度揃そろいましたが金銭が心もとないですな。

　過去に戻る前なら特に困ったことはありませんでしたが、俺には大きな目的がありますぞ。

　それはフィーロたんと再会することですな。

　しかもあわよくば、俺がフィーロたんのごしゅじんさまになれるかもしれませんぞ。

「よし！」

　その日、俺は何をするかを決めました。

　金稼ぎですな。

　ギルドへ行ってダメだったら手に入れた素材を売って金にしますぞ。

　それでも不足なら、盗賊を探して金を巻き上げましょう。

　お義父さんがよくやっていたことですぞ。

　こうして俺は城下町へ戻り、冒険者ギルドへ足を運びました。




「まことに申し訳ございませんが、槍の勇者様に仕事を斡あっ旋せんすることはできません」

　冒険者ギルドの受け付けで言葉が通じる男の職員に話しかけると、そう返されました。

　俺は無言で槍を前に向けて力を込め、スパークさせながらお義父さん直伝（自称）の脅しをかけてから、もう一度尋ねますぞ。

「そう言わずに、いい金になる仕事はないですかな？」

「ブー！」

　男の職員の後ろにいた豚が何やら鳴き声を上げていますな。

　騒がしいですぞ。仕留めますかな？

　俺は豚には容赦しませんぞ。家畜風情が調子に乗るなですぞ。

「ど、どんなことがあろうとも、国が許可を、していませんので」

「……それはオルトクレイの命令ですかな？　赤豚……王女も片棒を担いでいるのではないですかな？」

　男職員は目を逸そらしながら、壊れた玩具おもちゃのようにお帰りくださいを連呼していますな。

　きっとあのクズ共に脅されているのでしょう。

「この国の女王がこの話を聞いたら……どうしますかな？」

「う……」

　俺が詰問していると背後から一通の書状を持った豚が近づいてきて、それを職員に手渡しました。

　おそらくですが、影と呼ばれる集団の一人でしょう。

　こやつ等を全面的に信じることはできませんが、お義父さんの味方だった存在ですぞ。

　おや、また記憶の中のお義父さんが説明してくれるようですぞ。









　影についての話を終えると記憶の中のお義父さんは消えていきました。

「……はい。わかりました……ではこちらからどうぞ」

「一番金になって時間を短縮できるのがいいですぞ。前金があるのがなおいいですな」

「こ、こちらです」

　こうして俺は冒険者ギルドから仕事を受けました。

　やはり女王の名を出せばある程度融通は利きますな。

　これからも女王女王と口にすることにしましょう。




「「「槍の勇者！　覚悟！」」」

　冒険者ギルドから出ると同時に冒険者が数名、俺を取り囲んで突撃してきました。

「大風車！」

　問答無用で範囲スキルである大風車を放って薙ぎ払いますぞ。

　これは槍を横に振り回し、最終的に竜巻を起こすスキルですな。

　俺の作り出した竜巻に巻き込まれて冒険者共が吹き飛んでいきますぞ。

「「「ぐはああああああああああああああ!?」」」

「いきなりなんですかな？　ふざけたことしてると殺しますぞ？」

　降りかかる火の粉に遠慮なんてしませんぞ。どうせクズ共の刺客でしょうしな。

「ぐ……盾の悪魔に加担する偽勇者め！」

　……なんか聞いたことのあるフレーズですな。

　ああ！　三勇教でしたか。なるほどなるほど、まだこの勢力は生きているのですな。

　お義父さんが壊滅へと導いたあのクソ宗教。

　確かこの国の国教でしたな？　すっかり忘れておりましたぞ。

「偽勇者？　知りませんな。俺は愛に生きる、愛の狩人。お義父さんに仇あだなすのなら、今すぐ三勇教の教会に乗り込んで信者を皆殺しにしてやりますかな？」

　槍の穂先を冒険者の頰ほおに当てて、俺は微笑ほほえみます。

　お義父さんを苦しめる害悪……どうするべきですかな？

「あ、悪魔……悪魔め！　こんな真似をして許されると思うなよ！」

「謂いわれのない罪でお義父さん……盾の勇者を辱はずかしめるのが許されることだと俺は思いませんぞ」

　奴等はおそらく思い通りに動いてくれない信仰対象である俺をどうにか消そうとしているのでしょう。前も都合が悪くなったら偽者と罵ののしってきましたからな。

「これはお前等の神としての警告ですぞ。俺達に害をなすようなら迷わず始末する。覚悟することですな。ハハハハハッ！」

　と、俺は高笑いをしながら立ち去りました。

　もちろん襲ってきた愚かな狂信者共の財布は頂いておりますぞ。

　これで新しいフィロリアル様を購入できますな。

「勇者を騙かたる悪魔め！」

　雑魚の遠とお吠ぼえが聞こえます。知りませんな。

　あとは素材を適当に買い取り商のところへ持っていきますぞ。

　もちろん舐なめた態度を取ろうモノなら殺すと脅しながら買い取らせました。




　チャリチャリと金袋を揺らしながら、俺は魔物商のテントへ行きました。

　魔物商は手ぬぐいで汗を拭ぬぐってますぞ。

「こ、今回は何をご所望で？　またフィロリアルですか？　ハイ」

「そうですぞ。今日は複数欲しいですぞ」

　考えてみれば一度にフィロリアル様が一匹である必要はありませんな。

　ですから俺は現在の所持金で余裕がある分は全てフィロリアル様の購入費用にあてる予定ですぞ。

　もちろん、お義父さんの装備代を残すのは当然。様々な魔物の素材を持って帰るのもいいですな。

「こ、こちらです」

　奴隷商はまたも卵が沢山入った箱を見せてくれました。

　俺はそこから何個か選んで購入したのですぞ。




　さーて、まだまだすることは沢山ありますぞー！

　もちろん、冒険者ギルドの依頼を速攻で解決させました。

　そうしているうちに日が落ちたのですぞ。

「あ、元康くん。おかえり」

　依頼を終えて村に帰ると、お義父さんがクロちゃんと一緒に待っていました。

「どうだった？」

「こちらの金策は程々でしたな」

　俺はお義父さんに金袋を見せますぞ。

「わ、凄いね」

　もちろん使った分もあるのでそんなに多くはないですが、ギルドでも達成が難しいという話の近隣の魔物退治をしただけで大金を稼げました。

　Ｌｖ70は必要な依頼でしたが、強化方法を知らなかった頃の俺ならともかく今の俺ならこの程度造作もありませんな。

「これを足掛かりにもっとフィロリアル様を育成するのですぞ」

　お土産にフィロリアルの卵をお義父さんに見せます。

　沢山買ったので、その数に驚いておられる様子。

「クア？」

　クロちゃんが首を傾かしげております。

「お義父さんはどれくらいになりましたかな？」

「えっと……Ｌｖ15になったよ」

「なかなかの速度ですな」

「クロちゃんが魔物を撥はね飛ばしていくだけだったけどね。あと……なんかクロちゃんが少しずつ大きくなっているみたいだよ。城にいたのはこれで成体だったよね？」

　お義父さんがクロちゃんを撫なでます。するとクロちゃんも嬉しそうに目を細めていますぞ。

　微笑ましい光景ですな。

「クア！」

「そうですな。明日の晩には言葉を喋しゃべり出すと思いますぞ」

「え……フィロリアルって喋るの!?」

「そうですぞ。フィロリアル様はとても素晴らしいフィロリアル様なのです」

「へー……楽しみだね。喋る動物とか元の世界にはいないから夢があるよね。さすが異世界だ。じゃあ、そろそろご飯にしようか」

「はいですぞ」

　この日もお義父さんの手料理を披露してもらったのですぞ。




　そして翌朝のこと。

　宿屋のカウンター前でお義父さんと誰かが話をしているのを見つけました。

「あ、元康くん」

「どうかしましたかな？」

　お義父さんが俺を見つけて声を掛けてきます。

「あのね、この人達が俺に来てほしいって言うんだけど、元康くんならわかるかな？」

　豚が二匹、男が一人……俺は男に目を向けますぞ。

　男の外見は亜人、耳が狼おおかみっぽいですな。

「私……シルトヴェルトからの使者でございます。槍の勇者様とお見受けするのですが、お話を聞いてくださいませんか？」

「聞きますぞ」

　シルトヴェルト……確か亜人が主体の国でしたな。

　メルロマルクとは長年敵対関係にあるという話を聞いたことがあります。

　それにしてもどのような話でしょうか？

　俺だって未来の全てを知っているわけではありません。

　欠落している記憶も多く、お義父さんがシルトヴェルトに行った頃、そのことを知らず、領地にしている村を陰ながら見守っていてよく知らないのですぞ。聞かねば判断はできませんな。

　ハッ!?　記憶の中のお義父さんが何かを言いたそうにしていますぞ！









　ふむふむ、おや？　話を終えるとお義父さんはいなくなっていました。

「はい。槍の勇者様もぜひお聞きください。どうか盾の勇者様ともども我が国へ来てくださるようお願いいたします」

　彼の話はこうですぞ。

　この使者は四聖勇者召喚の話を聞きつけたシルトヴェルトの使者であり……メルロマルクで迫害されるお義父さんを迎えに来たそうですぞ。

「って話なんだけど……Ｌｖ上げも少しは捗はかどっているし、いいんじゃないかと思うんだけどどうかな？　この国のために戦う必要はないんでしょ？」

「うーむ……」

　本来はメルロマルクで活動してきた俺達ですが、他の国に行くのは悪い選択ではありませんな。

　ですが、俺にはフィーロたんのごしゅじんさまになるという夢がありますぞ。

　おそらく、お義父さんがフィーロたんを購入したのはメルロマルクの魔物商から……ですな。

　今日孵かえるフィロリアル様からフィーロたんが生まれないのならもっと粘る必要があるのですぞ。

「槍の勇者様の意見を聞いてからと盾の勇者様も仰おっしゃっているのです。どうか……」

「あんまり元康くんに頼りすぎるのもどうかと思っていたし……俺を勇者としてしっかり評価してくれる所でなら戦えるんじゃないかと思うんだけど、どうかな？」

「わかりました」

　確かにこの国はお義父さんには厳しいでしょう。

　ですが、俺はこの国でやらねばならないことが多すぎますぞ。

「じゃあ……」

「お義父さん、名残惜しいですがシルトヴェルトでの活躍を期待してますぞ」

　俺の言葉にお義父さんは納得したように頷うなずきます。

「……そうだね。いつまでも元康くんに甘えていられない。良い機会だから行くよ」

「では盾の勇者様」

「うん。シルトヴェルトへ行く話、受けさせてもらえるかな」

「はい！　槍の勇者様！　ありがとうございます」

「なんの、これも一期一会ですぞ。何かあったらいつでも呼んでほしいですぞ。この元康、地の果てまでも駆けつけますぞ」

「クロちゃんはー……」

「グア？」

　宿屋の扉の前から室内を覗のぞきこんでいるクロちゃんにお義父さんが手を振ってますぞ。

「元康くんと一緒の方がいいよね」

「……グア！」

　何度か迷ったように俺とお義父さんを見比べた後、クロちゃんは頷きました。

　そして……シルトヴェルトの使者が用意した馬車がやってきて、お義父さんは乗り込みますぞ。

「お金は大丈夫ですかな？」

「問題ありません。盾の勇者様が必要とする資金は私達が提供させていただきます」

　使者も丁寧な口調で俺の問いに答えてくれますぞ。

「元康くん、今までありがとう。君もシルトヴェルトの方へ来たら挨拶に来てよ。歓迎するから」

「わかりました。俺も目的を達成したらすぐにでもお義父さんのもとへ馳はせ参じますぞ」

「う、うん。元康くんのお陰で俺、心が壊れそうになったのを助けてもらったんだ。だから……」

　走り出す馬車から身を乗り出しつつ手を振ってお義父さんは言いました。

「ありがとうー！　大変な世界だけど、俺、がんばるよー！　必ず恩を返すからねー！」

「また会いましょうぞー！」

　俺とクロちゃんは手を振って、お義父さんを送り出しました。

　未来の出来事を思うと、お義父さんはこの国で戦い続けるよりは幸せになれるし、良い条件で戦えるでしょうな。

　さあ！　俺にはまだ仕事がありますぞ！

　フィーロたんのごしゅじんさまになるという使命があるのです。

　その日の晩、クロちゃんが喋り出し、天使の姿に変身できるようになりました。

　翌日にはフィロリアル様達が卵から孵って徐々に賑にぎやかになってきました。








四話　時間遡行






　それから二日後のことでした。

「もとー……クロもっと走りたいー」

　クロちゃんが天使の姿になって一緒に新たなフィロリアル様達の育成を手伝ってくれるようになりました。

「今日も新しい卵買うのー？」

「そうですぞ」

「もう群れが作れるよー」

「まだですぞ」

　フィロリアル様が全部で七匹以上はいますな。

　でも天使になったのはクロちゃんを筆頭に四名……まだまだ足りませぬぞー！

「卵買ったら走って、魔物倒してあそぼー！」

「そうですな！　盗賊を倒すのを忘れてはなりませぬぞ」

　あとは、様子を見て他国へ行ってクロちゃん達のクラスアップをさせるのですぞ。

　などと考えていたその時──視界に剣、槍、弓、盾……四つのアイコンが出てきました。

　そして、そのうちの一つである盾が赤く点灯しております。

「もと──」




　ピタリとクロちゃんが……いや、世界が灰色になって止まりましたぞ。

「え？」

　俺はクロちゃんに手を伸ばしますぞ。

　カチンコチンに……固まっているかのようです。

　次の瞬間。

　槍がカタカタと震え始め、視界にアナログの時計が出現して長針が逆方向に巻き戻り始めました。




　…………気が付くと俺は……見覚えのある薄暗い、足元に魔法陣がある部屋に移動していました。

「おお……」

　視線を前に向けるとローブを着た男達が何やらこちらを見て啞あ然ぜんとしていますぞ。

「なんだ？」

「あれ？」

　このフレーズ……聞き覚えがありますぞ。

「ここは？」

　錬れんが城の魔法使いに向かって話しかけていますな。

　辺りを見渡すと、見覚えのある召喚された当日の光景……三度目の姿がそのまま映し出されていました。

「おお、勇者様方！　どうかこの世界をお救いください！」

「「「はい？」」」

　お義と父うさんと錬と樹いつきが一緒に寸分違わぬ状況で言いました。

　……どうなっているのですかな？

「お義父さん、少々話がありますぞ」

　お義父さんに声を掛けたのですが、首を傾かしげてから後ろを見ております。

　誰に声を掛けているんだろう？　って顔ですな。

「お義父さんって誰？　寝ぼけてる？」

　怪け訝げんな目で俺に返事をするお義父さんに、二日前の優しげな面影はありません。

　冤えん罪ざいから救う前の、ノリの良い顔つきですぞ。

　黙っているとお義父さんは、クズのところへと案内するという魔法使い風の人物の後を追って背を向けてしまいました。

　お義父さんが当然のように錬や樹達と一緒に歩いております。

　間違っても、シルトヴェルトへと出発したお義父さんと樹が仲良く期待に胸を躍らせて歩いたりはしないはず。

　まるで……今までのことがリセットされてしまったかのようですぞ。

　もしかしたらと魔物紋の項目をチェックしますぞ。

　すると……育てていたフィロリアル様達全ての登録がなくなっておりました。

　これは、召喚初日に戻ってきてしまったのではありませんかな？

　この場合、育てていたクロちゃんは……きっと卵に戻ってしまったのでしょう。

　あ……ですが前回思い出せなかったことが蘇よみがえってきましたぞ。

　武器の強化方法などですぞ。

　四聖の強化方法以外に七星の強化方法もあるのでしたな。

　うん、前よりもお義父さん達を強くできるでしょうな。

　しかし……なぜ戻ってしまったのでしょうか？

　一度限りの奇跡のような出来事……リセットではなかったのですかな？

　前回リセットが発生した際の出来事といえば、俺が死んで、召喚当日に戻ったのでしたな。

　……今回、俺は死んでおりませんぞ。

　死ぬ？　先ほどのことを思い出しますぞ。

　四つの聖武器のアイコンが出て、盾が点滅しておりました。

　俺の死で始まったリセット……死ぬこと、そして盾のアイコン。

　もしかしたら……試してみるのが一番でしょうな。

「樹くん」

「なんですか？　ってあなたはなんで僕の名前を知って──」

「お義父さんをハメた恨み！　ブリューナクⅩ！」

「え……？　ぐは──!?」

　俺は槍に力を込めて樹にスキルを放ちました。

　勇者といえど所しょ詮せんＬｖ１の樹。避ける間もなく塵ちりにしてやりました。

「な、何を──」

　お義父さんが絶句してますな。

　ご安心を！　この元もと康やす、何があろうともお義父さんには危害を加えませんぞ！

　ピタリと辺りが白黒になり、今度は弓のアイコンが赤く点灯しました。

　またもやカタカタという音が響き、時計の長針が逆に周まわっていきますぞ。




「おお……」

　視線を前に向けるとローブを着た男達がこちらを向いて、啞然としていました。

「なんだ？」

「あれ？」

　先ほど仕留めたはずの樹が事態を飲み込めずに辺りを見渡しております。

　これは、間違いないでしょうな。

　ですが念のため確認をしますぞ。所謂いわゆるついでというやつですな。

「錬くん」

「ん？　なんだ？　なんで俺の名前を──」

「流星槍Ⅹ！」

「うわっ！」

　そんな間抜けな声と共に錬の全身に風穴を開けました。

　今度は剣のアイコンが赤く点灯。直後、先ほどと同じ現象の発生を確認しました。




「おお……」

　視線を前に向けるとローブを着た男達がこちらを見て啞然と……もう飽きましたな。

「なんだ？」

「あれ？」

　やはり……どうやらこの龍刻の長針は──勇者のうち誰か一人でも死ぬと全員が召喚された時間に巻き戻される効果があるようですぞ。

　これが能力、時間遡そ行こう……そして専用効果の分岐する世界ということですかな。

　おそらくはあの赤く点灯したアイコンは死んでしまったという合図なのでしょう。

　つまり、俺と別れたお義父さんは何かが原因で死んでしまったということになります。

　この元康、一生の不覚。忠義を尽くすべきお義父さんの危機に立ち会うこともできぬとは！

　どうやら俺がフィーロたんと出会うためにしなきゃいけないことは、状況的に見てお義父さんを守ることのようですな。

　幸いにしてループの仕方は判明しました。

　この元康が関わることによって状況が変化するというのなら、より良い未来を手繰り寄せてみせますぞ。








五話　落とし穴






　俺は考えますぞ。

　まず、すべきことを整理しましょう。

　フィーロたんに逢あいたい。

　逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい。逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい。逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい。逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい。逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい。逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい。逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい。逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい。逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい逢いたい。












「えっと、君……大丈夫？」

「はい？　何ですかな？」

　気が付くと、お義と父うさんが覗のぞきこむように俺に声を掛けておりました。

「ぼーっとしているから気になって……ほら、案内してくれるみたいだよ」

「そうですな。では行きますぞ」

「うん」

　お義父さんの後ろを歩いて玉座の間へと向かいます。

　考えを戻しましょう。

　四聖の勇者が死ぬことによって俺は最初の日にループしてしまいます。

　そして俺はフィーロたんに逢えずにいるのですぞ。

　最初はお義父さんを強ごう姦かん冤えん罪ざいから助けて、幸せになっていただければと思って見送りました。

　俺の目的はフィーロたんのごしゅじんさまになることですからな。

　ですがフィーロたんのごしゅじんさまになる前にループしてしまいました。

　ループしてしまった原因は間違いなくお義父さんがどこかで死んでしまったことでしょう。

　とすればお義父さんが死なないようにしなければいけませんな。

　そのために何をすればいいですかな？

「おい……」

　こつんとお義父さんが肘で俺を小突きました。

　考え事をしていて話をまるで聞いていませんでしたな。

「え？　何ですかな？」

「いや、自己紹介」

「ああ、俺の名前は北きた村むら元もと康やす、年齢は──」

　この辺りはあまり変化がありませんな。以前と同じように自己紹介していきます。

　……とはいえ、クズがお義父さんの名前をワザと抜かしたところで激怒します。

「お義父さんの名前を忘れるなぁああああああああああああ！」

「ぬ!?」

　お義父さんが呆あっ気けに取られておりますぞ。

「お義父さん!?」

　もはやこのような茶番にいつまでも付き合う必要はないですぞ。

「ささ、お義父さん。俺と共に早くここから旅立ちましょう！」

　ここにいてはまた罠わなに掛けられてしまいます。

　俺、元康はお義父さんが苦しむ顔など見ていられないのですぞ。

「お義父さんってもしかして俺のことなのか？　元康」

「そうですぞ」

「なんで？　あと、なんで怒っているのか説明してくれないか？」

「いいでしょう。俺は未来から来たのですぞ」

「え!?」

「何を言うかと思えば……」

　錬れんと樹いつきが呆あきれたかのように呟つぶやきました。

　どうやらこの二人はほぼ確実に俺のことを信じてくれない様子。

「未来からですか？　信じられませんね」

「異世界召喚があったにもかかわらずですかな？」

「う……」

　樹が声を詰まらせて目を泳がせますぞ。錬も眉を寄せておりますな。

「では説明しましょう。この国、メルロマルクは盾の勇者であるお義父さんを迫害することを画策しているのですぞ！　このままではお義父さんは罠に掛けられ……とてもつらい経験をなさるのです」

　俺は真しん摯しに訴えました。

　これは今までの流れからいって、黙って見ていれば確実に起こる事実。

　あのような経験、なさるべきではないのです。

「そして俺は同じ時間軸をループしているからこそ、そう言えるのですぞ！」

　槍を龍刻の長針に変えてみせます。

「えっと……本当に俺のことを罠に掛けようとしているの？」

　お義父さんが首を傾かしげながらクズに向かって尋ねますぞ。

「『はい。そうです』なんて言わないんじゃないか？」

「まあそうなんだろうけど」

「異世界召喚にループなんて属性多すぎですよ。目立つための自己主張ですね」

　樹の言葉にお義父さんと錬がそこで黙ってしまいました。

　俺が召喚当時に思っていたことを思い出しますぞ。

　お義父さんや錬、樹はライバルであり、仲良くはしますが一番の勇者は俺だと思っていました。

　つまりここで噓うそでもいいので、目立つためにそれっぽい設定を言っているだけだと考えてしまっているのかもしれませんな。

　するとクズは、平静を装って胸を張って言いますぞ。

「何を言うかと思えば……我が国は勇者を分け隔てなく丁重に扱うつもりだ。槍の勇者殿、少し冷静になっていただきたい。召喚の反動で記憶の混濁でも起こしているのではないか？」

「……なるほど」

「そうかもしれないな」

「えっと元康、どうやら違うみたいだぞ」

　事もあろうにお義父さんまで俺の言葉を信じてくださいませんでした。

「絶対に噓ですぞ」

「ふむ……話は槍の勇者様が冷静になるのを待ってからにしよう。それがいい」

　クズの提案にお義父さんを含めた勇者達が頷うなずいてしまいました。

　ですが勇者全員、完全にクズを信じたわけではない様子。

　まあ普通に考えて、勇者が四人もいる中で自身の本性を見せたりしないでしょう。

　ここは機会を窺うかがって信じてもらえるように心掛けましょう。

「何が何やら……」

「信じてもらうために俺が証明してみせますぞ」

「はいはい」

「まず錬はＶＲＭＭＯがある日本から来ているのですぞ。樹は……思い出しましたぞ！　超能力のある日本から召喚されたんですぞ」

「俺の世界は？」

　あれ？　お義父さんの世界って何か特徴があったっけ？

「知りませんな。錬と樹の日本に驚いていたので、おそらく普通の日本なのではないでしょうか？　ただ、未来の錬や樹がお義父さんのいないところで料理漫画の世界だろうと話していたのを覚えてますぞ」

　少なくとも俺が知っている限りでは普通の日本だと思われますな。

　この普通というのが何にしても説明が難しいですな。

「料理漫画の世界って……」

　お義父さんの料理の腕前は飛び抜けておりましたからな。

　そう思われても不思議じゃないですぞ。

「へぇ～……それで錬、ＶＲＭＭＯっていうのは本当にあるのか？」

「何当たり前のことを言ってるんだ。そんな常識が説明になるわけないだろう」

「はい!?」

「はぁ!?」

　錬の言葉にお義父さんと樹の声が裏返りました。俺も最初は驚いたものですぞ。

「ねえよ、そんなもん！」

「ええ、ありませんね」

「じゃ、じゃあ超能力ってのはなんだよ樹？」

「異能力のことですか？　それくらい持っている人はいますよ」

「ねえよ！」

「ない！」

「ゆ、勇者様方、落ちついて！」

　クズとその側近が俺達の間に入りました。

「ふむ……元康の言葉にも若干の信しん憑ぴょう性せいがあるような気がしてきた」

「俺を罠に掛けるってやつ？」

「はい。お義父さんは仲間を強姦したという冤罪で身ぐるみ剝はがされてしまうのですぞ」

「……本当なの？」

　俺はコクリと頷きました。

　お義父さんは青ざめた顔でクズを見つめます。

「ブー！」

　そこに……玉座の間の後ろからドレスを着た赤い豚が出てきました。

　今までにはない流れですぞ。

「ブブブブー、ブブ？　ブブブブブ」

「は、はぁ……」

「よ、よろしくお願いします」

「ブブブブブブブ」

　お義父さん達は恐縮したように一礼していました。

　赤い豚……間違いなく奴ですぞ。

「奴がその冤罪を仕掛ける主犯ですぞ！」

　俺が指差すと、赤豚は目を潤ませてから胸に手を当てたっぽいポーズで何やら鼻を鳴らしておりますな。

「何を言っているか耳に入りませんぞ」

「え？　元康には聞こえないのか？」

「豚の鳴き声にしか聞こえませんぞ。お義父さん、教えてほしいですぞ」

「……その名前で俺を呼ぶのやめてくれない？　えっとね。『どうやら槍の勇者様は未来を予知する力を持っているご様子。そのような結末にならないように、我が国は盾の勇者様を全力でバックアップしますわ』だって」

　この赤豚が！　心にもないことを！　今すぐ焼き豚にしてやろうか？　ですぞ！

「ブブブブブブ」

「え？　あ、はぁ……わかったよ」

「それがいいでしょうね」

「なんて言っているのですかな？」

　俺は槍に力を込めていつでも戦えるように構えますぞ。

　ですが……これは些いささか不利な状況ですな。

「俺が迫害されないように、盾の勇者を歓迎するシルトヴェルトって国へ送ってくれるらしいよ」

　む……一応、筋は通っているかもしれません。どんな心境の変化ですかな？

「立派な王女様ですね。それに引き換え元康さん、貴方あなたは落ちついてください。どうやら貴方は未来予知ができるようですが精度が悪いですね」

「樹の世界は超能力があるみたいだな。なるほど……元康はそういう能力者なのか」

「未来演算かもしれませんね。情緒不安定な人が多く、的中することもありますが外れることの方が多いのですよ」

「なるほど、だからそれっぽいことを言うわけね」

　お義父さん達は勝手に頷きあってしまいました。

「噓じゃありませんぞ！」

「落ちついて元康。君を疑っているわけじゃない。ここは槍を引いて」

　む……お義父さんにそう言われたのでは引き下がるしかありませんな。

　俺は警戒しながら槍を収めました。

「とにかく、まずは俺達の世界に関して認識を深めるべきだろうな」

「とはいっても……俺はすぐにこの国を出ないといけないみたいだけど」

　お義父さんは脱力したように呟きました。

「ブブブブブブブブ」

　それから赤い豚が何やらブヒブヒと鳴いて、説明をしているようでした。

　どうやらステータス魔法についての話のようです。

「えっと、どのようにして見るのでしょうか？」

「何だお前等、この世界に来て真っ先に気が付かなかったのか？」

　錬がいかにも情報通っていうような顔で説明を始めようとしていますな。

「なんとなく視界の端にアイコンがないですかな？　それに意識を集中するようにしてほしいですぞ」

　俺は途中から割り込んでそう言いました。

　呆気に取られている錬を無視して、お義父さん達はステータスを確認しているご様子。

「Ｌｖ１ですか……これは不安ですね」

「というかなんだコレ」

「ブブブブブブブブブブウウウウウブヒ」

　赤豚！　何を言っているか理解できませんぞ！　人の言葉を話せですぞ！

　どうやら……強くなる方法に関して話をしているようですな。

　しかし、この強化方法には秘密があります。

　それを言っても皆が俺を信じなければ効果を発揮しないので、話すのはお義父さんだけにですな。

「伝説の武器っていっても俺は盾だ。剣でも使った方がいいんじゃないか？」

　よし！　ここはこちらが主体で話して信用を得るのですぞ！

　樹の能力云うん々ぬんの所せ為いで俺の話の精度が低いと思われたままだと厄介ですからな。

「残念ながらこの伝説の武器は別の武器を装備できないのですぞ」

「げ!?　そうなのか？　っていっても元康の話じゃな……」

「そう、だから……お義父さんは仲間に頼るといいですぞ」

「となると俺達四人でパーティーを結成するのか？」

「それもダメですぞ」

「え？」

「勇者の武器同士は反発して経験値が入らなくなるんですぞ。武器の成長に使う素材の共有はできますがな」

「結構不便だな……でも元康が言うとなー……」

「そうですよね。さっきから否定的なことばかりですし……大丈夫なんですか、この人は」

　で、お義父さんに向けて赤豚が言葉を投げているようですな。

　なぜか俺は信用を得られていないような気がしますぞ。この流れはとても危険だと、フィロリアル様と大自然を駆け抜けて習得した本能が訴えておりますぞ。

「本当らしいな。となると俺はシルトヴェルトの方で仲間を集めればいいのか……」

「この国じゃ立場が危ういみたいですからね。妥当な話でしょう」

「ブブブブブヒ！」

「え、うん。わかったよ。えっと元康」

「なんですかな？」

　お義父さんが赤豚に言い寄られて恥ずかしそうにしながら俺に声を掛けてくださいました。

「シルトヴェルトへの馬車を用意するのは明日になるからゆっくりと休んでほしいんだって」

「俺達の方には仲間を用意するらしい」

「むう……」

　一応、筋は通っておりますな。

　未然に防げるのでしたら……殺さないでやるのもやぶさかではありませんな。

「わかりました」

「では勇者様方は一人一人個室へと案内します」

　あれ？　今までは同室だったはずですぞ……？　どんな理由で違いが出たのですかな？

「お義父さんから離れませんぞ」

「いや、お願いだからついてこないでくれない？　なんか、君に狙われている気がして怖いんだけど……」

　お義父さんが露骨に嫌そうな顔をしています。

　何か俺が悪いことをしましたかな？　あるいは、馴れ馴れしすぎたのかもしれませんな。

　よく考えれば、このお義父さんと俺は初対面。信じる信じない以前の問題なのかもしれませんぞ。

「詳しい話は後で聞くからさ、ね？」

　……お義父さんに命じられてしまったのでしたら、しょうがありませんな。

　何かあったら急いで駆けつければいいだけのことですぞ。

「わかりました。お義父さんの隣の部屋にすることで妥協しますぞ」

「わ、わかった。部屋を準備するのじゃ」

　こうして俺はお義父さんの宿泊する部屋の隣に泊まることになりました。




　日が落ち……何が起こっても対処できるように聞き耳を立てて待っていると、兵士がやってきました。

「槍の勇者様、お食事の時間です」

　おお！　やっとお義父さんとお話ができますぞ。

　お義父さんには強くなる方法を色々と伝授しないと、この先を乗り越えることなど夢のまた夢。

　まずはお義父さんの命を助けることを最優先にせねば。

　と、俺は部屋の扉を開けて兵士を見ます。

「他の勇者様方は既に食事へと行かれました。槍の勇者様もお早く」

「わかりましたぞ」

　俺は急いで食堂に向かって駆け出します。

「あ！　ちょっとお待ちを！」

「なんですかな？」

「食事をしているのはそちらではありません。同行をお願いします」

　おや？　食事場所が変わったのですかな？

　俺は足を止めて振り返りますぞ。

「ではどこですかな？」

　城内は過去に何度か来たことがあるので、ある程度記憶してますぞ。

　言われれば案内される必要すらありません。

「こちらです」

　兵士は、そうとしか答えません。

　むう……煩わしいですぞ。

　それから俺は兵士の案内で城の広間を抜けた……城の入り口の手前まで案内されましたぞ。

「ここでお待ちください」

「お義父さん達はどこですかな？」

「フ……」

　ん？　嫌な気配がして咄とっ嗟さに槍を抜こうとした瞬間、体が宙に浮く感覚を覚えました。

　気付いた時には床に穴が開いて、落ちていました。








六話　牢獄






　急速落下する俺は下に目を向けます。滑り台のように幾重にも道が分かれている穴が見えますぞ。

　咄とっ嗟さに槍を壁に突き刺して落ちないように押さえましたぞ。

「これは……どうやら罠わなのようですな」

　なんとも愚かな……今すぐこの国の連中を皆殺しにしてやることを視野に入れますぞ。

　ですが、下手にスキルを放とうものならお義と父うさんや錬れん達が生き埋めになってしまうかもしれません。安易にループに逃げるなど愚の骨頂。

　が、しかし俺は諦めの悪い男ですぞ。どうしますかな……城内でのポータルスピアは難しいですな。

　城外からの使用で召喚の間に行くことはできても……いや、そもそも俺は召喚の間にポータルを持っておりません。

　失念していましたな。ここでポータルを使っても近くの村に飛んでしまいます。

　戻ってくるのに少々時間が掛かってしまうでしょう。

　それ以前に、ポータル位置記憶を持ち越しできるか試しておりませんでしたな。

　最初のループをした際には失われていましたので入念に調べておかないといけませんぞ。

　どちらにしても……。

「ここから登っていくしかありませんな」

　俺は槍をピック代わりにして滑り台を逆行していきます。

　視界が暗いので魔法で明るくさせますぞ。

　ですが……俺がどこから落ちたのか迷路のようになっていて特定が難しいですぞ。

　と、槍を壁に突き刺した時、軽い音がしました。

　どうやらこの先には空洞がある様子。ならばここをつき抜けて行った方が楽かもしれませんな。

　俺は壁に向かって槍を構えました。

「流星槍！」

　爆音と共に槍が石壁をぶち抜き、埃ほこりが舞いました。

　ですが道が開けましたので、俺は颯さっ爽そうと壁の先に足を踏み入れますぞ。

「ここは……」

　真っ暗ですな。見た感じだと牢ろう屋やですかな？

　メルロマルクの城にも牢屋くらいはあるのでしょう。

　……爆音を立てたにもかかわらず、音を聞きつけて衛兵が来る気配がありませんな。

　どうやら相当奥な様子。俺は格子を槍で切り裂いて通路側に出ました。

　ふむ、所々ボロボロですな……ネズミのような小さな魔物がちょろちょろと端を走っていますな。

　左の方を向くと、僅わずかに水の流れる音が聞こえますぞ。

　メルロマルクの下水道辺りにでも繫つながっているのですかな？

　となると城の方へ行くには右が正解ですぞ。

　牢ろう獄ごく内の通路を歩いていると収監された者達が目に入りました。

　身なりの良さそうな者もおりますが、普通にみすぼらしい者もおりますな。

「おい。見慣れない奴だな、お前はメルロマルクの兵か？」

　その声に俺は牢屋の方を見ました。

　先ほどから似たような声を掛けられてはいたのですが、無視しておりました。

　ですが、この時の声に俺は意識を集中せざるをえません。

　何せ、豚の鳴き声ではないのに男ではなく、女の声だったのですから。

　牢屋の中には手て枷かせで両手を吊つるされた……女が無理やり立たされておりました。

　足あし枷かせも付けられ、なんとも痛々しい感じですな。

「何をじろじろと見ている？」

　ストロベリーブロンドの髪に整った顔立ち……どこかで見た覚えがありますな。

　ああ！　確か婚約者（というあだ名がつくほどフィーロたんと仲が良いメルティとかいう王女）の護衛をしていた者だったかと思います。お義父さんが留守の時、婚約者が『彼女は女性だけど私とフィーロちゃんを守る有能な騎士よ』と紹介しておりました。

　更にフィロリアル様達からも誠実で良い人だと聞いておりますぞ。

　他に、よく錬と一緒に稽古をしていて、錬が尻に敷かれていた記憶がありますな。

　なんでも錬と一騎打ちをして精神的に救ったとかなんとか。

　なので、こやつは豚ではないのですぞ。

　しかし、なぜこんなところに捕らえられているんでしょう？

「見たことのない奴だな……何者だ？」

「いったい何をしているのですかな？」

「私か？　私は亜人狩りをした国の兵士共を罰した罪で捕らえられている……今や騎士の身分も剝はく奪だつされた身だ」

　つまりこの国の腐った連中を罰したことで投獄されていると……。

　立派な行いであるにもかかわらずあらぬ罪で捕らえられているのですな。

　間違いなくお姉さんの友人にして婚約者の護衛ですな。

「女王が帰還するまで生きていられたらいいのだが……希望的観測だな」

　どうやらここで女王が帰ってくるまで捕らえられているという状況のようですな。

　女王……前回のループでも使わせてもらった便利な存在ですぞ。

　女王と言って脅せば、このメルロマルクでは大体上う手まくいきますぞ。

「それで？　お前は一体何者なんだ？」

　事情を説明するくらいはしてもいいでしょうな。

「今日、メルロマルクに召喚された四聖の槍の勇者ですぞ」

「何!?」

　俺の言葉に婚約者の護衛はジャラジャラと鎖を鳴らして身を乗り出します。

「なぜ槍の勇者殿がこんな所に!?」

「ですから今日、メルロマルクは四聖勇者を召喚したのですぞ。召喚は四人共ですぞ」

「再度尋ねる。なぜ槍の勇者殿がこんな所に？」

「俺がここにいるのは罠に掛けられて落とし穴に落とされた所せ為いですぞ」

「四聖の勇者を罠に掛ける？　一体なぜだ!?　この国では何が起こっている!?」

　それがわかれば苦労はしませんぞ。ですが……考えられる可能性はいくつかあります。

　おそらく、国の連中にとって俺が不利な存在だと思われたからでしょう。

　実際、俺はメルロマルクを敵だと認識しているのであながち間違っておりませんな。

「信じてもらえないかもしれないが俺は未来から来たのですぞ。で、義父さん……盾の勇者にこの国の王女である豚が強ごう姦かんの罪を被かぶせ、王と結託して糾弾するつもりだという話を暴露したのですぞ」

「……」

　おや？　婚約者の護衛が黙りこんでしまいましたな？　どうも俺の言葉をみんな信じてくれませんぞ。

「確かに……あの王女と王ならあり得る話だ。他の勇者に取り入り、盾の勇者が苦しむ姿を楽しんで笑う、悪趣味なことを考えそうだ……」

　先ほどよりも顔色が悪いですな。ですが、多少なりとも信じてくれている模様。

「しかし、そんな真似をしたら亜人関連の国が黙っていない。友好を築こうとした父上の偉業が水泡に帰してしまう」

「俺のいた未来ではお義父さんが活躍して国内の三勇教が失墜、女王が帰還すると同時にお義父さんは国で大事にされますぞ」

「そんな未来が……いや、私もとうとう正気を失ったか。こんな戯ざれ言ごとを信じようとしているなんて……大方幻覚か」

　どうやら婚約者の護衛は俺を幻覚だと思いこんでしまったご様子。

　こんな牢屋に閉じ込められてしまったら人はおかしくなってしまうのかもしれませんな。

「その事実を告げたら俺はこうして罠に掛けられたのですぞ。だから一刻も早くお義父さんのもとに馳はせ参ず予定なのですな」

　ええ、お義父さんが心配ですぞ。

　これで普通にお食事中だったらまだマシですが、その可能性は低いでしょうな。

「それでは、しばしの別れですぞ」

　未来のことを考えれば、このままにしておいてもおそらく生還するでしょう。

　ですが、婚約者の護衛ですから助けておけばフィーロたんの評価が向上するかもしれません。

　しかし、今はお義父さんの命を助けねばフィーロたんに逢あうこともままなりませんぞ。

「待て！」

「なんですぞ？」

「もしも……お前が私の幻覚ではないというのなら私をここから出してくれ！　私には守らねばならない領地と民……父の言葉、規律がある。牢から出ることで罰が増えるのは確かだが……それは真実を確かめてからでもいい！」

「わかりましたぞ！」

　役に立つかはわかりませぬが、婚約者の護衛。

　助けてと言われれば、この元もと康やす、忠義に基づきお義父さんの関係者を全て救ってみせますぞ。

「何者だ！」

　そこにカンテラをこちらに向けた兵士が現れました。

　どうやら声が大きかったようで気付かれてしまったようですな。

「お前は槍──」

「エアストジャベリン！」

　手加減して槍を投とう擲てきしました。

　別に不殺に目覚めたわけではなく、強力なスキルを放つと道が壊れて余計面倒になるからですぞ。

「グハ!?」

　気絶している兵士を無視して、戻ってきた槍を振るって格子を切り裂き、婚約者の護衛を縛りつける鎖を突いて破壊したのですぞ。

「ささ、今のうちですぞ」

「その強さ……まさしく伝説の勇者。幻覚では……ないのかもしれない」

　手枷足枷を外すと、婚約者の護衛は倒れた兵士が腰に下げていた剣を抜いてついてきますぞ。

「こっちだ！　ここを出るまで案内する」

「わかりましたぞ」

　婚約者の護衛の案内のもと、俺は牢獄を駆け抜けます。

　これは運が良いですな。俺だけだとしばらく迷っていたはずですぞ。

「そういえば自己紹介を忘れていたな。私の名前は──」

「エクレアでしたかな？」

　フィーロたんがそう呼んでいたのを覚えていますぞ。美お味いしそうな名前ですな。

　お義父さんがおやつにと作ったお陰で、フィロリアル様達がエクレアをそう呼んでいたのを覚えております。

「違う！　エクレール＝セーアエットだ！　槍の勇者殿、貴殿の名は何という？」

「北きた村むら元康。元康が名前ですぞ」

「キタムラ殿か……キタムラ殿の話が真実かどうかが明らかになるまで同行させてもらう！」

「わかりましたぞ」

　こうして俺とエクレアは牢獄の外を目指して行動を開始しましたぞ。













七話　老害






　牢ろう獄ごくを出た俺達は城の庭の奥から庭に出ましたぞ。

「ここまで来ればわかりますぞ！」

「曲くせ者ものだ！」

　そこで城の兵士達が騒ぎ始めました。

「お前は！　エクレール！　槍の偽者と共に国を裏切ったな！」

　語るに落ちましたな。

　まだ何も知らない態度でしたら殺さずにいてやったものを……手加減するのも面倒ですな。

　城を破壊しないようにスキルを放つとしましょう。

「流星槍Ⅴ！」

「グア──」

　俺の流星槍を受け、駆けつけた兵士は塵ちりと化しました。

　お義と父うさんとその仲間の敵は俺の敵。敵に容赦はしませんぞ！

「な……」

　エクレアが絶句してこちらを見つめています。

「どうしたのですかな？　振りかかる火の粉は払わねば守る者も守れませんぞ？」

「……わかった。だが、できる限り殺さないでやってほしい」

「しょうがないですな。ブリューナク！」

「ぐあああああああああああ!?」

　手加減したブリューナクで駆けつけた兵士を薙なぎ払いますぞ。

「ささ、早くお義父さんのもとへ駆けつけねばなりませんぞ！」

　俺は駆け足で城内に入ります。

　お義父さんは、どこですかな！

　その足で俺はお義父さんが宿泊しているはずの部屋へと向かいました。

　道中、何度も兵士共と遭遇しては倒していきますぞ。

「元もと康やす！　やめろ！」

「元康さん！　何を暴れているのですか!?」

「ああ、錬れんに樹いつきですな……お義父さんはどこですかな？」

　騒ぎを聞きつけて錬と樹がやってきましたぞ。

　親しげに話しかけてきましたが、まるで通り魔でも見るような顔でこちらを見ています。

　俺が切りかかってくる兵士を槍で軽く薙ぎ払って倒すと、錬と樹はごくりと息を吞みました。

「強い……一体Ｌｖはいくつなんだ？」

「どうやってそんな強さを……Ｌｖ１のはずですよね？」

「未来からやってきたと言ったではありませんか。俺のＬｖは上がったままですぞ」

「なんだって!?　そ、それじゃあ……」

「あれが剣の勇者殿と弓の勇者殿か？　盾の勇者殿はどこだ？」

　エクレアが対たい峙じする俺と錬達を見ながら尋ねます。

　確かにお義父さんがおりません。一体どこへ行かれたのでしょうか。

「元康、なんで暴れているんだ？」

「俺に罠わなを仕掛け、お義父さんと離ればなれにしたから、その報復ですぞ」

「罠!?」

「罠によって地下に落とされましたが、抜け出してきたのですぞ」

「地下……本当に……？」

　などと話をしていると、そこへクズがやってきましたぞ。

「何を騒いでおる！」

「王様！」

「元康さんが罠に掛けられたと言っているのですが、本当なのですか？」

「事と次第によっては殺しますぞ？　クズ」

「クズ!?」

　錬が俺の言葉に絶句してますぞ。

「お前、強いからって調子に乗りすぎじゃないか？」

「知りませんな。それよりも早く答えないと俺の堪忍袋の緒も限界に近づいてますぞ？」

　バチバチと、高出力でブリューナクを放つ準備を整えます。

　元々は七星勇者といえど、この強化された元康の攻撃を受ければただでは済まないでしょう。

　前回も今回もやらかしてくれたので、風穴の一つくらい開けてもいいでしょうな。

「ど、どうやら槍の勇者殿は誤解しているようじゃ」

　クズが慌てたように言いました。

「誤解？　そんな言い訳が通るとでも思っているのですかな？」

「さ、先ほどどこで聞きつけたのか、急きゅう遽きょシルトヴェルトの使者が盾の勇者殿を受け取りに来た。そして城の兵士に変装した一部の亜人が、どうやら政治的な理由で槍の勇者殿を我が城の罠を使って消すつもりだったようだ」

　そこに一人の亜人の兵士が連れてこられました。

　いや……既に死んでいますな。

「この者が槍の勇者殿を嵌はめ、剣、弓の勇者殿を殺そうとしたようじゃ……捕まえようとしたら自害しおった」

「そんな……」

「尚なお文ふみさんの見送りに元康さんを呼ぼうとしたらいなくなっていたから、捜していたんですよ」

　怪しさ抜群ですな。そんな言い訳が通じると本気で思っているのですかな？

　何より俺が信じているのはフィーロたんとお義父さんですぞ。

　お義父さんをハメようとしている者の言葉など到底信じることはできません。

「それを信じろと言うのですかな？」

　ブリューナクの出力を最高にまで上げて放つ準備をします。

　情報を整理すると、お義父さんは既に馬車でシルトヴェルトへ向けて出発したということになりますな。

　そしてすれ違いに俺は、シルトヴェルトから来た使者が変装した兵士に罠に掛けられて殺されかけた。おかしな所から出てきた俺に兵士共は慌てふためいて襲い掛かってきたと……。

「王よ、さすがに説得力がないかと思います！」

　エクレアが一歩踏み出して言い放ちます。

「む!?　囚人であるセーアエットの娘がなぜここにいる！　脱走したのか!?」

「キタムラ殿が、真偽を確かめたいと頼んだ私の願いを聞き届けてくれたのです！　王よ、今からでも遅くはない。盾の勇者殿を罠に掛けるのをやめてほしい。このような蛮行、女王が許さない！」

「つ、妻の考えはワシの考えじゃ！　今すぐ牢に戻るのだ重罪人よ！　ワシと話をするだけでも温情だというのにその態度はなんだ！」

　エクレアはガックリと肩を落としたかと思うと、力強くクズを睨にらみつける。

　そんなクズ、捨て置けばよいものを。端はなから信じるに足らない老害なのですからな。

「王の考えは理解した。私は今から槍の勇者であるキタムラ殿に同行して、盾の勇者殿を追いかける」

「待て！　ワシに逆らうというのか！」

「罰を受けるのは……女王の口から聞くまで保留させていただく。それまでの間、私は私の信念に従って動くまで！」

　キンと音を立ててエクレアは剣に魔力を込めているようですぞ。

「では話はこれまでですな。この世から消える最後の台詞をどうぞ、ですぞ」

　俺は槍をクズに向けますぞ。

「な、なんじゃと!?　槍の勇者がワシを殺すというのか！」

　話を聞くとは言ったが殺さないとは言ってませんぞ。お義父さんから学んだ会話術ですな。

「キタムラ殿、どうかそれは保留にしていただきたい。この王を倒したとして、今この状況では盾の勇者殿の立場も危うくさせてしまう」

「ここで消したとしてもお義父さんの立場は変わらないと思いますぞ。悪の芽は小さなうちに刈り取るべきですぞ」

　所しょ詮せんは老害。ここで消しても大局に影響はあるまい、ですな。

　俺の殺気を感じて錬と樹が守るように立ちはだかりますぞ。

　これでは間違って二人を殺してしまうかもしれません。

　それではループしてしまいますぞ。

　次の周回があるとしたら、今回の反省を踏まえて波風が起こらないようにある程度は我慢すべきかもしれませんな。

「錬、樹。よく覚えておくのですぞ。この国を信じても痛い目を見るだけ。特に赤豚には気を付けるのですぞ」

　俺は最後までお義父さんを救うのを諦めませんぞ。

　まだミスはリカバリーできるはず。一刻も早くお義父さんを追いかけねばなりません。

　俺はブリューナクの発動を見送り、槍を下ろします。

「では行きますぞ、エクレア！」

「違う！　私はエクレールだ！」

「待て！」

「追うな！　今追ったらここにいる者全員が殺される！」

　クズが追いかけてこようとした兵士や錬達を呼び止めました。

　こうして俺は、お義父さんの後を追うために城を出たのですぞ。




　夜の城下町は賑にぎわいを見せていますぞ。

　お義父さんはどこへ向かったのでしょうか……厄介極まりないですな。

　城下町の裏道か、それともそれを抜けた平原か……お義父さんを乗せた馬車がどこへ向かったのかわかりません。

　俺の想像ですが、自称シルトヴェルトの使者は間違いなくメルロマルクの兵士でしょう。

　何も知らないお義父さんを騙だましてどこかへ連れ去った。

　夜は城門は閉まるはずですが、例外で開かれた可能性を捨てきれませんぞ。

「キタムラ殿！　有力な情報を摑つかんだぞ！」

「なんですかな？」

「少し前に門が開かれて馬車が出たらしい」

「なるほど、その馬車にお義父さんが乗っている可能性は高いですな」

　俺は急いで門の方へ走り出します。

　何の馬車であるかはわかりかねますが、人の足で追いつくのは至難のワザ……どうするべきですかな。

「先ほどからなぜ、キタムラ殿は盾の勇者殿をお義父さんと呼ぶのだ？」

「お義父さんはフィーロたんのお義父さんだからですぞ」

「それはキタムラ殿の想い人なのか？」

「そうですぞ。フィーロたんは舞い降りた天使！　俺の心を癒いやす至上の存在なのですぞ」

「う、うむ……盾の勇者殿は相当のご高齢なのか」

「二〇歳ですぞ」

「キタムラ殿の想い人は一体何者なんだ！」

　エクレアが騒がしいですな。

　門を強引に開かせ、外へと続く道を確認しました。

「石畳の道か……これではどこへ行ったのか見分けることが……」

　エクレアが悔しげに言いますが、俺は地べたにくっ付き、石畳を凝視しますぞ。

「キタムラ殿？」

　……僅わずかに車輪や蹄ひづめの形跡が見えますな。しかも微かすかにお義父さんの匂いがしますぞ。

　方向は……シルトヴェルトのある北東とは逆の南西に車輪の跡が続いておりますな。

　そして馬の蹄の跡……土の具合からして数十分以内に付けられたものでしょうか？

「わかりました！　あっちですぞ！」

「えー……キタムラ殿は視覚や嗅覚に優れる獣人や魔物のような力を持っているのか？」

「この程度、愛と忠誠心があれば誰でもできますぞ」

「そんなこと……いや、今は言い争いをしている暇はない！」

　城下町を通る時のタイムロスを換算して……。

「エクレア、俺が先行するので後から追いかけてくるのですぞ」

「わかった。任せたぞキタムラ殿！」

　俺は街道を全速力で走り始めました。

　フィロリアル様達と鍛えたこの足！　そしてＬｖとステータスによる速度で追いつけるか……。

　一か八かですぞぉおおお！








八話　エイミング






　見えましたな！　俺のスーパー元もと康やすアイがお義と父うさんを乗せる馬車を捉えました。

　ガタンガタンと馬車は揺れていますぞ。

「夜でも進んでいくんだなー……魔物とかいないのかな？」

　なんて吞のん気きな感じで呟つぶやいているお義父さんの声が聞こえますな。

　やがて馬車は突然止まりました。場所は次の町へ向かうための山道の途中ですぞ。

「ん？　どうしたの？」

　止まった馬車の中からお義父さんが覗のぞき見てますぞ。

　ローブを羽織った使者が馬車から降りてお義父さんのもとへ……剣と槍を抜いて近寄ります。

　その気配にお義父さんも状況を察したのか顔が青ざめていますぞ。

「騙だまされやがって、馬鹿な奴め」

「能天気な顔をしてたよな。まったく、王も面倒なことをせずに最初からこうしてればいいのにさ」

「他の勇者の不信を買いたくなかったんだろ？　いつ自分が殺されるかと警戒されて逃げられたらたまったもんじゃないから」

「え……あ……も、元康が言っていたのは……これだったのか!?」

「今更遅いぜ、盾の勇者！　覚悟！」

　間に合え！

「イナズマスピアー！」

　俺は雷を帯びた槍を、お義父さんを殺そうとしている者達に投げつけました。

　雷撃の如き閃せん光こうがメルロマルクの刺客に飛んでいきますぞ。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　雷が形となってバチバチと敵を貫きましたな。

　しかし、まだ全ての敵を倒しきれておりません。

　その間にも俺は、少しでもお義父さんを守るべく馬車に向かって走りますぞ。

　同時に槍が手元に戻ってきました。

「これを使うのは久しぶりですな」

　俺は槍に意識を込め、誘導性は高いのですが威力に難のあるスキルで敵をロックオンしますぞ。

「エイミングランサーⅩ！」

　光り輝く槍を力強く投げました。

　エイミングランサー……ゲームでは高い命中率の補正が掛かるスキルでした。

　威力は平凡、エアストジャベリンより僅わずかに強い程度。

　しかし言うなれば範囲必中技……もちろん、切り払いなどで叩たたき落とされたらその限りではありませんが、今の俺の力ならお義父さんを殺そうとする連中を仕留めることなど造作もありませんな。

「グアアアアアアアアア！」

「うわああああああああああああ！」

　投げた槍が光となって幾重にも分かれ、俺の認識した敵を貫いていきますぞ。

　マルチロック機能があるので、狙った敵全てへ飛んでいきます。

　敵は三人。イナズマスピアーで一人、エイミングランサーで二人仕留めましたぞ。

「お義父さん！　大丈夫でしたか!?」

　俺は馬車に駆け寄ってお義父さんに声を掛けました。

「お、お前は元康……うん。俺は……大丈夫だけど……」

　馬車から降りてお義父さんは倒れた敵を見つめております。

「こ、殺しちゃったの？」

「加減できる状況ではありませんでしたからな」

　そう、生け捕りにして誰が黒幕だったのかを吐かせることもできたのでしょうが、そんなことをしていたらお義父さんが殺されてしまったかもしれません。そうなれば元の木もく阿あ弥みですぞ。

「シルトヴェルトの使者がなんで……」

「違うのですぞ。シルトヴェルトの使者ではなく、メルロマルクの兵士か三勇教徒ですぞ」

「三勇教徒？」

「この国の国教で……未来でお義父さんが壊滅に追い込んだ勢力ですぞ」

「そ、そうなんだ。元康……くんが俺を助けてくれたんだよね。どうもありがとう」

「礼には及びませんぞ。それが俺の使命ですからな」

　などと再会の感動をひしひしと感じていると、エクレアがバテ気味に追いついてきました。

「やっと……追いついた……」

「君は……？」

　お義父さんがエクレアの顔を見て、若干頰ほおを赤くしながら尋ねましたぞ。

　確かに豚ではない女……つまり素晴らしい容姿と心を持っていることの表れですからな。

　まあ、フィーロたんと比べれば豚も同然ですが。

「私の名前はエクレール＝セーアエットと申します。故あってキタムラ殿に同行し、盾の勇者殿の力になろうと馳はせ参じました」

「そうなんだ？」

「盾の勇者殿、危ないところだった。キタムラ殿がいなかったら今頃どうなっていたか……」

「うん、それは痛いほどわかったよ……元康くんの言うことは本当だったんだね」

　お義父さんはやっと俺のことを信じてくださいましたぞ。

　ならば、これまでの話を全て伝えるべきでしょうな。

　そう思ったところで、お義父さんの方が今まで何があったのか話し始めました。

「マルティ王女が予定よりも早くシルトヴェルトの使者が到着したといって、俺は出発することになったんだ。で、みんなで見送ってくれたのに、こんなことになるなんて……」

　お義父さんがとても悲しそうにしています。

「元康くんにしっかり声を掛けていけば、こんなことにはならなかったんだね……ちょっと苦手だと思ったから距離を置いて無断で行って……ごめん」

「お義父さん、気にする必要はないですぞ」

　お義父さんの信用を得られなかった俺にも非があるのですぞ。

「どうか悲しまないでください。俺とこのエクレアが付いていますぞ」

「そうだ、私も盾の勇者殿の力になろう。この国にいるくらいなら、盾の勇者殿を大切にしてくれるシルトヴェルトかシルドフリーデンに向かうべきだろう」

　むむ、この感覚は！　記憶の中のお義父さんですぞ！









　そう言うと記憶の中のお義父さんは消えていきました。

「うん……戦いの鉄則だよね。メルロマルクは俺にその二つの国に行ってほしくないからこんなことをしようとしたんだし、やられっぱなしは嫌だな」

「それでこそお義父さんですぞ」

「はは、なんか元康くんにお義父さんって呼ばれても抵抗感がなくなってきたよ。改めてよろしくね」

　こうして俺達はお義父さんを救いだすことに成功したのですぞ。




「まずは国境を越えることが重要だと私は思う」

　野宿をした翌日の朝のこと……エクレアがそう告げますぞ。

「そうだけど……お腹減ったね」

　昨日は碌ろくに食事を取らず、戦いの連続でした。

　本来なら城の食堂で食事を取るはずでしたが、俺は罠わなで地下に、お義父さんはその足で馬車で出発していたわけで。

　つまりこの世界に来てから一度も食事を取っていないことになりますぞ。

　そう考えると、お義父さんの言葉ももっともですな。

「まあ食事は後にして、これからどうしたらいいかな？」

　今の俺達は金銭も装備も全くありませんぞ。

　Ｌｖと強化された槍のおかげで戦えはするでしょうが、どうしても装備や金銭は必要ですぞ。

　今の懐事情ではフィロリアル様の卵を買うこともできません。

　それに俺もお義父さんも私服ですな。

　手頃な村などに素早く移動できないものですかな？

　確認のために使いますぞ。

「ポータルスピア！」

　俺はポータルスキルを使ってどこへ飛べるか確認しますぞ。

　どうやらループが始まった後にセーブした場所を記録できていますぞ。

「移動スキルは使用可能なようですな。ただ、メルロマルク国内しかポータル位置を取ってませんぞ」

　前回の周回ではフィロリアル様の育成に終始していて、他国には行きませんでしたからな。

　ですがこれは収穫ですぞ。

「そんな能力もあるんだ……便利な武器だね」

「追いつかれたらポータルスキルで逃げることは可能ですぞ」

「そうなんだろうけど」

「やむを得ないか……」

　昨日、捨て置いた兵士の亡なき骸がらからエクレアは鎧よろいを剝はぎ取ってきました。

　お義父さんが乗っていた馬車は傷一つないのでそのまま利用してますぞ。

　そのことが気に掛かるようで、盗んだ金袋を見てお義父さんはエクレアに言いましたぞ。

「やっぱり死者から物を盗むのは嫌だった？」

「……死者から身ぐるみ剝ぐのは騎士道に反するが、状況が状況だ。致し方ない」

　ここはお義父さんが言いそうなことを言ってみましょうぞ。

「戦場ではルールなんてありませんぞ。騎士道だけで生きていけるならいい。だけど今の俺達は生き残れるかも覚おぼ束つかない……自分の身を守ることも重要、玉砕が騎士道ですかな？」

　するとエクレアはフッと自じ嘲ちょうするような笑みを浮かべましたぞ。

「耳が痛い話だな。そうだ。戦場では戦友の亡骸を乗り越えてでも一歩前に出て戦わねばならん。ましてや卑劣な手でイワタニ殿を殺そうとした者達のものを徴収することは……妥協すべきだろう」

「敵から奪うのすら嫌悪するなんて……エクレールさんはとても真面目な方なんだね。カッコいいな」

「イ、イワタニ殿。カッコいいとからかうものではないぞ」

「空腹は途中で遭遇する魔物で凌しのぎましょうぞ。金銭は……少しばかりならあるようですし、必要なものは途中で買うしかありませんな」

「うん。そうだね」

「うむ」

　俺達はこうして出発しましたぞ。

　途中にある村で、盾と槍を持った危険な犯罪者と国の元騎士が徘はい徊かい中との御触れが出ているのを確認しました。

　クズと赤豚め……俺達をお尋ね者に仕立て上げましたな。

「んー……」

　俺はその看板を遠目に見ながら考えます。

「元康くん、何考えているの？」

「いい加減ウザいので、あのクズと赤豚、そして三勇教の教皇を殺してくるか考えているのですぞ。ついでに錬れんと樹いつきを捕縛しますかな？」

「い!?」

「キ、キタムラ殿、そんな真似をしたら世界中から指名手配される。しばし我慢してくれ」

　二人に止められたのでぐっと堪こらえますぞ。

　とりあえず、静かに旅を続けることになりました。

　シルトヴェルトまでフィロリアル様を利用せずに行くとして、馬車で三、四週間は掛かるでしょうな。

　少々時間が掛かりすぎな気がしますな……。

　かといって今の俺が所持しているポータルは近隣の場所しかありません。

　ああ、フィロリアル様の大事さが身に染みてわかる瞬間ですぞ。

　そんな道中で出てくる魔物を俺は素早く仕留めますぞ。

「魔物を倒しても経験値が入らないね」

「それは勇者同士の反発の所せ為いですぞ」

「そういえば、そんな話をしていたね。これがそうなんだ？」

「俺が離れれば経験値を得ることはできますが……そうなると突然の事態に対応できなくなるかもしれませんな」

　時々、俺達を追って国の兵士や冒険者が襲い掛かってきます。

　お義父さんには馬車で待機してもらって、俺が薙なぎ払いますぞ。

　シルトヴェルトを目指して三日目……何度目かの暗殺者を駆除した記憶が新しいですな。

「危険だな。イワタニ殿はＬｖ１だ。だが、Ｌｖを上げるにもこの国は危険すぎて私だけだと守り切れる自信がない」

　ああ、フィロリアル様が懐かしい。

　もふもふとした艶つやのある健康的な羽毛が懐かしいですぞ。

「せめて仲間がもっといれば心強いのだがな……」

「信用できるの？」

　怪け訝げんな目でお義父さんがエクレアに聞きます。

「そこが問題だ……」

　確かに難題ですな。敵と味方の区別がつけられませんぞ。

　そういえば……そろそろシルトヴェルトの使者がコンタクトを取ってくる頃合いですな。

　とはいえ、俺達は現在お尋ね者状態。

　考えあぐねていたその時、見覚えのある亜人と豚二匹がこちらに歩いてきましたぞ。

　凄すごいですな。俺達の所在を摑つかんでいるとは……。

　エクレアが剣を抜いて警戒態勢を取りますぞ。

「私……シルトヴェルトからの使者でございます。セーアエットの忘れ形見……剣を引いてください。こちらは戦う気はありません」

「む……わかった」

　使者はお義父さんに、深々と祈るように頭を下げてから話し始めます。

「盾の勇者様、槍の勇者様、どうか我が国に来ていただけないでしょうか？」

「元からシルトヴェルトの方へ向かう予定だったんだけど……」

　お義父さんが言いづらそうに視線を逸そらしながらポツリと言いました。

「その使者を騙かたる人達に殺されそうになったから信用できなくて……元康くん、君に聞きたいんだけど、この人達は信用できるかな？」

　前回、この方々に預けた所為でお義父さんは亡くなりました。

　何が理由かはまだ判明していないので、使者を騙る偽者の可能性は捨てきれません。

「未来の話をしましたな」

「うん。だから危険なんだよね」

　これまでの道中、俺はお義父さんにループしていることを説明しました。

　シルトヴェルトの使者を名乗る人達にお義父さんを預けたら死んだことまで包み隠さず話しております。

「盾の勇者様方の旅路が欺ぎ瞞まんの連続であったこと、心中お察しいたします。信用していただけないことは心苦しい限りです」

「そこなんだよ。できれば信じたいんだけど……」

　今までの出来事が信じさせてくれません。

　少なくともこのメルロマルクでは信用できる人物は限られているでしょうな。

「でしたら私達を奴隷にして拘束してくださればいいかと思います」

「奴隷……確かにその手がありましたな」

「奴隷って……アレだよね。この世界の奴隷って奴隷紋に縛られて主あるじの命令に逆らえないんだっけ？」

「そうですぞ」

「なるほど……だが、奴隷か」

　エクレアの顔が曇る。

　その表情を見たお義父さんが慌てた様子で声を掛けました。

「ごめん、エクレールさん。念には念を入れておいた方がいいと思うんだ」

「わかっている。石橋を叩いて渡るほど、慎重にいかねばならない」

「奴隷化の儀式はどうするのですかな？　インク壺つぼがあるのなら奴隷化させることができるかと思いますが？」

「準備させます。少々お待ちください」

「念のため、俺も主の登録をしたいけどいいですかな？」

「それが信用の条件なら喜んで飲みましょう」

　俺が前に立って、辺りを警戒しますぞ。

　それから数時間後……シルトヴェルトの使者がインク壺を持ってきました。

「お義父さん、この壺に血を少量落とすのですぞ」

「う、うん」

　お義父さんがエクレアの剣で指先を軽く傷つけてインク壺に血を落とします。

　そして俺も血をインク壺に流し込みましたぞ。

「あとは最寄りの儀式をしてくれる協力者のところへ行って私達は奴隷になってきます。お待ちください」

　こうして俺達は人通りの少ない森に潜伏してシルトヴェルトの使者が奴隷化するのを待ちました。

　やがて、視界に奴隷のアイコンが浮かび上がりましたぞ。

「わ、これが奴隷のステータス？　色々な項目があるね」

「そうですぞ。あとは項目にある噓うそをつけない、主に敵意を向けない、攻撃できない等、注意事項をチェックしてから合流するのですぞ」

　俺が設定して、お義父さんに教えていきます。

　どちらかというと俺は魔物紋の登録の方が得意なのですが、あまり差はありませんな。

　しかし、ちゃんと奴隷化しているということは偽者ではない……と推測できますかな？




　やがてシルトヴェルトの使者が俺達と合流しました。

「これで信用していただけたでしょうか？」

「失礼」

　俺は奴隷紋を抜き打ちで作動させますぞ。

　すると目の前の使者が胸に手を当てて呻うめきました。

　すぐにキャンセルして頷うなずきます。

「どうやら噓ではないようですな」

「は、はい。はぁ……はぁ……」

「ではいくつか質問ですぞ。噓をつけば即座に殺しますぞ」

「だ、大丈夫です！」

　他に仲間がいてお義父さんの命を狙っているのではないか、など思いつく限りの質問を致しましたが、奴隷紋が反応することはありませんでした。

　どうやら本当に味方であるようです。

「も、元康くん。いきなりそれは失礼なんじゃ？」

「念には念をですぞ。ですが、これで俺達を裏切ることができないのが証明されたのは事実……シルトヴェルトまで案内をお願いしますぞ」

　俺の言葉に使者は敬礼しましたぞ。

　これだけの誠意と忠誠心を見せてもらえれば信じてもいいかもしれませんな。

　信じてもらうために奴隷にまでなる……俺も奴隷になれるのならフィーロたんの奴隷になりたいですぞ！

　いや……俺は愛の狩人であると同時に愛の奴隷でもありましたな。

　ＨＡＨＡＨＡ。

「それでキタムラ殿、イワタニ殿のＬｖ上げをするか否かなのだが……」

「あ、その件での話になるのですが」

　使者が手を挙げる。

　亜人らしく動物っぽい耳がぴょこぴょこしております。

　お義父さんの村にいた奴隷達を思い出しますな。

「なんですかな？」

「指名手配自体はメルロマルクの女王が取り下げをしています。もう村や町に入れますよ」

　ふむ……未来のお義父さんが、女王は信用できると言っていたのはこういうことですな。

　女王の方が理解が早いようですぞ。婚約者の親だけはありますな。

「じゃあ自由に出歩ける？」

「それは……」

　お義父さんの言葉にエクレアが視線を泳がせます。

　難しい問題でしょうな。

　冒険者や賞金稼ぎが狙ってこなくなるだけで三勇教徒は相変わらずでしょう。

　メルロマルク兵は大半が三勇教徒故に兵士も危険ですな。

「手配が取り消されても刺客が来る可能性が高いので気を付けるべきですな」

　よくよく考えてみれば、ループ前のお義父さんはどうやって生き残ったのか不思議でなりませんな。

　こんな状況で成り上がるなんて……やはりお義父さんはとても秀でておられるのでしょう。

　考えられることは、俺が初日に行ってしまった数々の出来事でしょうか？

　三勇教はお義父さんのことを取るに足らない存在と認識し、野たれ死にすると思っていた……というところでしょうか？

　最初の一ヶ月、お義父さんはかなりしょぼい装備をしておられました。

　お姉さんもそんなに強くはありませんでしたし……俺はあの時Ｌｖ40を超えて……確か47くらいだったのを覚えておりますな。

　お義父さんはあの時、俺を組み伏せて追い詰める程度には強かったですから、どれくらいだったのでしょう？

　……目算では30と思いたいですが、細かいステータスにまで気を使っていたお義父さんのことです、20程度だったのかもしれません。

　勇者とその仲間には経験値ボーナスが入ります。

　普通の冒険者感覚で三勇教が監視していたら10Ｌｖ前後の雑魚……と思われていたのかもしれませんぞ。

　それなら取るに足らない存在として無視し……他の勇者が育つまで待っていたと考えられなくもありませんな。

「あなた達は何Ｌｖなのですかな？」

「……すみません。たまたま近くに滞在していただけなのでそこまで強くはないです。私が35、他の二人が29と28です」

　些いささか不安な強さですなぁ。

　エクレアがどれくらいなのか知りませんが、いいとこ60でしょうな。

　お義父さんのＬｖは１で、危険な所に連れていくことは困難。

　前回の周回のようなパワーレベリングをするのにも俺が離れていないといけないし……その間に奇襲を受けたら大変ですぞ。

　やりこみプレイみたいな状況を打破するには三勇教の息が掛かっていない所へ逃げるしかありませんな。

「潜伏できる場所があるのならいいのだが……」

　エクレアが使者に目を向けました。

「波の影響でこちらで潜伏できそうな場所は……セーアエット領がいいかと」

「私の父が管理していた元領地か……難しいな」

　潜伏も難しい。

　山小屋とかに隠れるのも手ではありますが、厳しい話ですな。

「とりあえずはこの国を出ることを優先するのが一番ですな」

「そうだね……夢みたいな異世界冒険だと思ったのに、とんだ災難だよ」

　お義父さんが愚痴っていますぞ。

　気持ちはわかりますな。

　初めて異世界に来た時、俺は豚のことばかり考えていました。

　自分の愚かさに、今では血涙が出る気分ですぞ。

　このような不快な気分を退けて、お義父さんは成り上がったのですぞ。

　今回はこの元康も協力するので、前回よりはマシかもしれません。

「わかりました。人通りの少ない道はこちらです」

　こうしてお義父さんを護衛しながら俺達の旅は続きますぞ。




　翌日……昨日倒した魔物の肉をお義父さんが調理しています。

「よっと！　で、本当に俺が作っていいの？　そこまで得意じゃないんだけど」

「お義父さん、謙遜は必要ありませんぞ」

「そうだな。イワタニ殿はなかなかの腕前だ」

「はい。さすが盾の勇者様です」

「ブーブー」

「ブヒー」

　亜人雌豚も喜ぶ味のようですぞ。

「そうなのかなー？」

　そう言いながらエクレアから借りた剣を包丁代わりにしてお義父さんは肉を切り分けていきます。

　俺は気付いていますぞ。

　さりげなく肉の筋を切って食べやすくし、切れ目を付けて火の通りを良くしているのを。

　血抜きすらもさらっと無意識にしているお義父さんは天性の料理の才がありますな。

　しかも残った肉は袋に包み馬車の隅において、柔らかく味が良くなるように工夫しております。

　骨も無駄なくスープのダシにしておりますし、不ま味ずいなどと言えるはずもありませんな。

「あ、ハーブとかあればもう少し風味が良くなると思うよ？　臭みがまだあるし……」

「何？　ここから更に美う味まくなるのか？」

　エクレアが驚いております。

　使者も辺りをキョロキョロと見渡して野草を探しておりますな。

「甘いですな。未来のお義父さんは更に美味い料理を作りましたぞ」

「そ、そんなにもか？」

「俺じゃない俺の話をされてもな……」

「慣れればお義父さんならすぐに追いつくはずですぞ」

　何せお義父さんですからな。

　気の使い方を簡略化した、武器の強化方法の一つ、ＥＰまわりの工夫をすれば簡単にできますぞ。

「とりあえず……シルトヴェルトへ向かうには国境を越える必要がある。手配が取り消されたのならそこまで問題はないとみていいだろう」

　食事を終えたところで、エクレアが地図を広げてみんなの前で確認しましたぞ。

　……問題は、そこなのですぞ。

　前回、お義父さんを見送って二日でお義父さんが死にました。

　地図で確認する限り、お義父さんが国境に差しかかった頃だと思われますな。

　だから、何かあるとしたらその頃でしょう。

　シルトヴェルトの使者が実は……という可能性は捨てきれないので目は光らせておりますぞ。

「船は今、波の影響で海が荒れていて出国するのは不可能だ……妥当なところで陸路だろう」

「警戒は強めにした方がいいですぞ」

「そうだが……」

「特に国境沿いは警戒すべき場所ですぞ。敵が集まっているかもしれませんからな」

「ふむ……」

　エクレアも考えているようです。

　以前クズと赤豚、そして三勇教に騙され、お義父さんを追跡したことがありました。

　その時、砦とりでに集まった人数がとても多かったのを覚えていますぞ。

　今回は召喚されてから数日。集められる数に限界はあるでしょうが、警戒している可能性は高いですな。

「国境の砦を通らずに山道を抜ける手もあるが……警備網が敷かれていたら意味がない。むしろ進行の邪魔にしかならん」

「そうだね。逃げ切れないとなると難しいかもしれない」

「いや、逃げるだけならキタムラ殿の転送能力でどうにかできるとは思うのだ」

「それなら結局は行くしかないんじゃないかな？　失敗したら逃げればいいんじゃない？」

「そうとも言い切れませんぞ？」

「え？　そうなの？」

　どうやらお義父さんとエクレアは勘違いをしているようですな。

　転移スキルには問題がありますぞ。

「未来の話なのですが、錬れんと樹が暴走した三勇教に消されそうになったことがあるのですぞ。その時、なぜ逃げ切れなかったと思いますかな？」

「さあ……？　転移スキルには制約があるの？」

　お義父さんの言葉に俺は頷きますぞ。

　その通り、ポータルスキルにはいくつかの制限があるのです。

　これはお義父さんが実験して見つけたものだったかと。

　そう考えると不思議な巡り合わせですな。

「まず転移する場所を記憶させなきゃいけないのですぞ。建物の中は基本的に不可。そして結界が張られている場所で使用すると飛ぶことができないのですぞ」

「結界……？」

「具体的にはドラゴンの生息地域とかですな。他にフィロリアル様や一部の魔物が縄張りを主張するところとか……人の住む地だと教会近隣も該当しますぞ。他、波が起こっている最中の地域も該当しますな」

「へー……それと逃げるのに何の関わりがあるの？」

「どうして錬や樹が逃げきれなかったとお思いですかな？　まだあるのですぞ」

「不意打ちとかを受けて使う暇もなかったんじゃないの？」

「確かにその可能性は否定できませんが、集団儀式魔法が詠唱された範囲でも使用できないことを確認しておりますぞ」

　実は教皇から攻撃を受けた時、俺は咄とっ嗟さにポータルスピアを唱えたのですぞ。

　愚かにも赤豚や豚共を守ろうとしたのです。

　あの時はどうしてできないのかと思っていましたが、その後の実験で儀式魔法を受けている最中は使用できないことが判明しました。

「集団儀式魔法？」

「戦争でよく使われる魔法だ。なるほど、イワタニ殿やキタムラ殿を本気で殺すとしたら使うのは当然だ」

「集団儀式魔法『聖域』を使われると逃げるのは無理と思っていいですぞ」

　聖域は大抵の負の攻撃、呪いを消し去る効果がある、結界魔法に近い魔法。

　その効果はしばらく続くので、それこそ転送で逃げることはできないでしょうな。

「じゃあどうすれば……」

「それこそ俺の出番ですぞ。俺の力さえあれば大抵のことはどうにかできると思いますぞ」

「結局はゴリ押しか。何か秘策があると思ったではないか」

「正攻法が一番効率的なのですぞ」

「「はぁ……」」

　なぜかエクレアとお義父さんが深い溜ため息いきをつきました。

　いつのまにか仲良くなられた様子。

　この短い期間で他者と親しん睦ぼくを深めるとは、さすがお義父さん。

「じゃあとりあえず、正面から行ってみようか。何かあったら元康くんにお願いするね」

「お任せされましたぞ」

　こうしてシルトヴェルト方面への旅は続きますぞ。




　やがてシルトヴェルトとの間にある国の国境の砦まで辿たどり着きました。

　現在、砦を遠くから見ることのできる森の中から観察しています。

「どうですかな？」

　見た感じだと普通に商人が砦を通り抜けているようですな。

　怪しいところは感じられませんが、エクレアが眉を歪ゆがめて呟きました。

「一見すると、おかしくないように見えるが……見張り台に妙に見張りが多い。砦内も普段より人が多いのではないか？　窓から僅かに確認できる」

　エクレアの指摘する箇所を俺も確認しましたぞ。

　確かに……言われてみると妙に人が多いように見えますぞ。

　ループする前、お義父さんが指名手配された時ほどではありませんが、かなりのものです。

「そ、そうなんだ？」

「気の所為……と、考えるのは希望的すぎるな」

　エクレアがそう呟きます。

　シルトヴェルトの使者も同様に頷いておりますな。

「荷車に乗せ換え、盾の勇者様を隠して通るというのはどうでしょうか？」

「密出国か……悪い手ではないと思うが、今のイワタニ殿のＬｖを考えると、見つかった場合かなり危険だな」

「確かに、荷物とか厳重に調べられるだろうしね」

「そうですね……どうしましょうか」

　お義父さん達は困った様子で話し合っております。

　こんな時こそ、この元康の出番！

「では俺が先行して確認を取ってくるので皆さんは隠れているのですぞ」

「え？　元康くんが一人で行くの？　危険じゃないかな？」

　お義父さんの真心、私わたくし元康しかと受け止めましたぞ。

　自然と涙が滝のように溢あふれ出ます。

「も、元康くん!?　なんで泣いてるの？」

「問題ないですぞ。お義父さんの優しさに心打たれただけですぞ！」

「そんな良いこと、俺言った!?」

　エクレアはなぜか溜息をつきました。

「イワタニ殿、キタムラ殿の奇行にそろそろ慣れた方がいいのではないかと私は思い始めている」

「あー……うん。そうなんだけど、一人で行かせて大丈夫かなと思って」

「そこは問題ないと私は思う。何せキタムラ殿は私から見ても底知れない強さを持っている……性格も底知れないが」

　エクレアの最後の一言がよく聞こえませんな。

　どうやらお義父さんには聞こえたようで、納得した様子で頷いています。

　そういえばお義父さんは、お姉さんとヒソヒソ話すことが多かった気がしますな。

　最初にヒソヒソ話を始めた時は不快に思ったものですが、今考えると大事なことなのですぞ。

「元康くん一人で行かせるより、全員で強行突破した方が確実なんじゃない？」

「確かにそれは一つの手だと私も思う。しかし話によるとキタムラ殿の転移能力は行ったことのある場所へ飛べるというものだろう？　ならば砦を通り抜けられたなら、転移場所を指定して戻ってきてもらえばいい」

「なるほど！　俺が警戒されたとしても、元康くんさえ通れれば問題ないんだね」

　確かに、その手がありましたな。

　ポータルは次回のループでも蓄積するようですし、もしも次のループがあればこの方法を利用しますかな。

「私達がすることは見つからないように隠れ、キタムラ殿が事を解決するまでイワタニ殿を守れればいいのだ」

「わかりました」

　シルトヴェルトの使者も頷いています。

　一時とはいえ、お義父さんと離れるのは心苦しいですが、今は戦いの時！

　この戦いをメルロマルク砦の戦いと名付けましょう。

　我が戦果をお義父さんに見せつけ、いかに俺が忠臣であるか証明するのですぞ。

「では行ってまいりますぞ。何かあったら目立つサインを発してくだされば飛んできますぞ」

「うん」

「任せろ」

　こうして俺は一人、国境の砦へ歩いていきました。

　皆に近づくと、見張りが騒ぎ出すのが確認できますぞ。

　ぞろぞろと砦の中から兵士が出てきましたな。

「槍の勇者だな！　盾の悪魔はどこだ！」

　兵士を代表して……確か昔、最初の世界で何度か顔合わせしたことのある騎士団長が大声で聞いてきました。

　いつからかいなくなりましたが、こんな所にいるとはどういうことなのでしょう？

「知りませんな。それよりもここを通りたいのですぞ」

「誰が通すものか！　素直に盾の悪魔の所在を話せ！　さもなくば……」

　魔法の使える兵士達が後方で集団儀式魔法の詠唱に入りましたぞ。

　辺りに高密度の魔力場が形成されていくのを体が感じました。

　気やエネルギーブーストができるようになった辺りで覚えたことですな。

「さあ！　素直に言うのが身のためだ」

「誰が話すものですかな？」

　どうやら、最初のループでお義父さんを殺したのはここの連中で間違いないですな。

　シルトヴェルトの使者も普通に通ろうとしたのでしょうが、ここにいる連中に見つかって殺されたと見ていいでしょう。

　最初の世界のお義父さんは他国へ亡命したりしていませんでした。

　だから生き延びられた……のかもしれませんな。

　連中にとってお義父さんがシルトヴェルトに行くのはそんなにも嫌なことなのでしょう。

「もう一度言いますぞ。俺を通せ、さもなくば殺す。通すのであれば見逃してやりますぞ」

「ふん。愚か者め！　槍の偽者！　覚悟！」

「「「集団儀式魔法『裁──』」」」

　俺は過去にお義父さんから学んだとある魔法を、会話をしながら唱えておりました。

　相当高位の術者が指揮をしていない限り、儀式魔法とて対応可能でしょうな。

『我、愛の狩人が天に命じ、地に命じ、理ことわりを切除し、繫つなげ、膿うみを吐き出させよう。龍脈の力よ、我が魔力と勇者の力と共に力を成せ。力の根源たる愛の狩人が命ずる。森羅万象を今一度読み解き、魔たる力を吸収し力と成せ！』

「アル・リベレイション・アブソーブⅩ！」

　魔法の完成と共に槍を天に掲げますぞ。

　儀式魔法で巨大な雨雲が発生し、雷鳴と共に巨大な雷がまっすぐに俺に向かって降り注ぎます。

　おそらく前回のループの時、お義父さんはこの攻撃によって亡くなられたのでしょう。

　気付けばギリッと奥歯を嚙かみ締めていました。

　ならば、俺は前回のお義父さんの弔いをしなければなりません。

「ははは！　愚かな槍の偽者め！」

　騎士団長が高笑いをしておりますな。

　だから俺も奴等に向けてニヤリと笑みを浮かべますぞ。

　雷が俺に当たる瞬間──槍に魔力がスーッと吸い込まれていきました。

「ハハハハ……ハァ!?」

　魔力が体に巡っていくのを感じますぞ。

　元々魔法をほとんど使用しておりませんので、回復しても無意味なのですがな。

「ば、馬鹿な！　『裁き』が何もなかったかのように消え去る……だと!?」

　信じられないという表情で騎士団長は俺を睨にらんできました。

　実に愚か。

　お義父さんと敵対した時点で敗北は決まっているというのに。

　愚かな無能共にこそ裁きが必要ですな。

「勇者の力を舐なめすぎですぞ。この程度、対処するのは造作もありませんな」

　どうせしばらくすると吸収した魔力はなくなってしまうのですから、スキルではなく魔法で相手をしてやりましょう。

『我、愛の狩人が天に命じ、地に命じ、理を切除し、繫げ、膿みを吐き出させよう。龍脈の力よ、我が魔力と勇者の力と共に力を成せ。力の根源たる愛の狩人が命ずる。森羅万象を今一度読み解き、愚かなる集団を炎の嵐で薙ぎ払え！』

「な、何をしている！　早く槍の偽者を殺せ！」

　騎士団長が偉そうに命令し、兵士達がワァーッと声を上げながらこちらに駆けてきます。

　ですがもう遅いですぞ。

「リベレイション・ファイアストームⅤ！」

　左手に槍を持ち直し、右手で魔法を形成して前へ向けて発動させました。

　右手から巨大な炎の竜巻が発生しましたぞ。

　しかもリベレイション。

　お義父さんから学んだ、勇者にしか使うことのできない最強の魔法ですぞ。

「な、なんだあれは!?」

「ギャアアアアアアアアアアアアアアア！」

「わぁああああああああああああああ！」

　悲鳴と喚声が響き渡り、国の兵士共は炎の嵐の中に吞のまれていきますぞ。

　それは騎士団長とて同じで、兵士達を盾にして逃げようとしましたがもう手遅れ。素早く流れていく竜巻に巻き込まれていきました。

　やがてガラガラと音を立てて砦を薙ぎ払い、炎の嵐は霧散しました。

「まあ、こんなところでしょうな」

　砦は跡形もありませんな。

　これでこやつ等も理解したでしょう。

　お義父さんに喧けん嘩かを売る＝死であるということを。

　焼け焦げた兵士達が空から降り注いで辺りは悲惨な状況になりましたぞ。

　騎士団長がどこにいるかはわかりませんな。

　加減はしたからそこまで死者は出ていないと思いますがな。

　俺は瀕ひん死しで倒れている兵士の胸を踏んづけて告げました。

「盾の勇者を殺そうとした罰ですぞ。クズと教皇に告げておけ。死にたくないならしゃしゃり出てくるな……ですぞーハハハハハハッ！」

　なんて高笑いをしていると、なぜかお義父さんを乗せた馬車とエクレア達がこちらに駆けてきました。

　その表情は困惑という文字に彩られているようです。

「巨大な炎の竜巻が見えたから急いで来てみれば……これは一体……」

「安全が確認できるまで隠れていてもらう話でしたぞ？」

「イワタニ殿が心配していたんだ」

「なんと！　この元康、感激して涙が──」

「それはいいから！　これは元康くんがやったの？」

「そうですぞ」

「勇者って……こんなに強くなれるの!?」

　お義父さんが絶句していますぞ。

　何を言っているのでしょう？

　お義父さんならもっとすごいことを平然とやり遂げるはずですぞ。

　実際、こういう状況を何度も退け、仲間を守っておられました。

　教皇との戦いが懐かしいですな。

　お義父さんは敵であった俺すらも守ってくれたんですぞ。

　それなのに以降もお義父さんを悪く言って……過去に戻れるならその頃の自分を殺したいですぞ。

「死人は……出てるよね。やりすぎじゃない？」

「遠くから確認した時、騎士団長がいた。となればイワタニ殿を殺そうとしていたのだろう。結果、キタムラ殿と交戦か……哀れな」

「振りかかる火の粉は払わねば火傷やけどしますぞ！　さあ、次へ向かいましょうぞ」

「う、うん……実は元康くんが一番怖い人なんじゃないかな？　マンガとかで味方でよかったってセリフがあるけど、こういう時に使うんだろうね」

　何を言うのですかな？　お義父さん。

　前回のループでお義父さんに向かって儀式魔法を放ったであろうこの者達に同情など欠片かけらも必要ないのです。

「ささ、出発ですぞー」

　こうして、俺達は無事に国境を突破することができたのですぞ。








九話　フィロリアル生産者






　国境を突破してから二日。

　現在、俺達はメルロマルクからシルトヴェルトへと向かう街道を進んでおりますぞ。

　エクレアの話では二つの国が戦争をする際によく利用する血塗られた道だということでしたな。

　この街道沿いにも街や国が一応点在しますぞ。

　とはいえ、刺客の出現頻度がガクンと下がりましたぞ。

　やはりメルロマルク国外での活動は難しかったようですな。

　お義と父うさんの命を狙う輩やからも他国では簡単に行動できないのでしょう。

　馬車の窓からお義父さんが俺達に尋ねてきます。

「シルトヴェルトまで馬車でどれくらい掛かるの？」

「普通に馬だと早くて三週間は掛かるぞ」

「かなり遠いねー……」

「フィロリアル様なら二週間で行けるそうですぞ」

「フィロリアルと馬の速度にそこまで差があったか？　それなら飛竜の方が早いのではないか？」

　エクレアがとんでもないことを言い放ってますぞ。

　ドラゴンはフィロリアル様の天敵、つまり俺の天敵。

　そんな天敵に乗ることなど我慢できませんぞ。

　虫唾むしずが走ります。

　そんなことをするくらいなら地べたを這はう方がマシですな。

　そういえば長らくフィロリアル様を見ていません。

　いえ、通り過ぎるフィロリアル様は見かけるのですが、触れたり嗅いだりしていないのです。

　ああ……フィロリアル様の香りを嗅ぎたくて嗅ぎたくてしょうがないですぞ。

　地面に落ちていたフィロリアル様の抜け羽をポケットから取り出して自分の鼻先に近づけます。

　フィロリアル様の残り香が……。

「フィロリアル様が恋しいですぞ」

「も……元もと康やすくんは本当にフィロリアルが好きなんだね」

　なんて話をしながら街道を進んでいると牧場が見えてきましたぞ。

　あ！　フィロリアル様を扱っている牧場のようです！　俺は柵から身を乗り出して凝視します。

「グアグア！」

　遠くでフィロリアル様達が吞のん気きにくつろいでおりますぞ。

「はぁ……」

「……キタムラ殿はそんなにもフィロリアルが好きなのだな」

「どこかでフィロリアル様が販売されていないですかな？」

　いい加減、我慢も限界に近づいておりますぞ。

　フィロリアル様！　フィロリアル様の香りを嗅ぎたくて体がウズウズしております。

「ふむ、そんなに欲するのなら、道中で購入するのもいいのではないか？」

「本当ですかな!?」

「あ、ああ……」

　エクレアが良いことを言ってくれましたぞ。

　シルトヴェルトの使者も何やら困ったような表情を浮かべながら頷うなずいております。

「それもいいのだけど、こう……ずっと馬車の旅だから少し疲れたよ。ずっと馬車の中で休んでるだけだから」

「ここまでくれば追っ手もそこまで警戒する必要もないかもしれません。補給や盾の勇者様の休息も兼ねて近くの町で休まれるのはどうでしょう？」

「大丈夫なのですかな？」

　俺の質問にシルトヴェルトの使者は頷きましたぞ。

　警戒を疎おろそかにするのは危険ですが、身体を壊しては元も子もありません。

　それにお義父さんはまだ１Ｌｖですぞ。

　健康面や能力的にも一度Ｌｖを上げておいた方がいいかもしれません。

「我が国の協力者が支店を持っているところがあります。そこならまず安全かと……」

「わかりました。ではこの元康、フィロリアル牧場でフィロリアル様の卵を譲ってもらえるように交渉してきますぞ」

「既に育ったのでもいいんじゃないの？」

「卵から育てるのがいいのですぞ」

「そうなの？　まあ、少しなら時間が作れるから元康くんなら育てられるのかな？」

「もちろんですぞ！　立派なフィロリアル様にしてみせます。では買ってきますぞ」

　お義父さん達に待っててもらい、俺は牧場の管理小屋に一人で近づいていくのですぞ。

　コンコンと牧場の管理小屋の扉を叩たたきますぞ。

　……返事がありませんな。留守なのですかな？

「キタムラ殿ー」

　エクレアの声に俺は振り返りますぞ。

　するとエクレアがフィロリアル牧場の舎の方を指差しましたぞ。

　小屋は留守なのですから、そちらへ伺うのは道理ですな。

「グアグア」

　声に引き寄せられるように俺はフィロリアル舎を覗のぞきこみますぞ。

　すると、ガタイの良い農民のような男性がフィロリアル様に藁わらを与えているところでしたぞ。

　ここの牧場主でしょうな。

「誰だ？」

「客ですぞ」

「……で？　その客が何の用だ？」

「フィロリアル様の卵を譲ってほしいですぞ」

　フィロリアル様は好奇心に満ちた瞳を俺に向けてくださります。

　ここから親しくなるには色々と手段がありますが、第一印象が大事なのです。

「なんでフィロリアルが欲しいんだ？」

　なんで？　特に理由などありません。フィロリアル様が存在しているから俺は育てるのですぞ。

　そこに理屈が関わる隙すき間まなどありません。

　あえて言うなら、それが世界のルールなのですぞ。

「かけがえのない大切な存在だからですぞ。あなたは息をすることに理由を求めますかな？」

「訳のわからんことを……俺はフィロリアルの卵を何に使うのかって聞いてんだよ」

「フィロリアル様は等しく愛する存在ですぞ。そう……我が子のように、速い子も遅い子も、強い子も弱い子も、賢い子もおバカな子も等しく……」

「だから……ああもう。そうじゃねえよ」

　牧場主がピッチフォークを肩に担いで、呆あきれておりますぞ？

　何か呆れる要素がありましたかな？

「何かおかしなところがありましたかな？」

「……本当にフィロリアルが好きなのか？　食うためとかじゃないよな？」

「当たり前ですぞ！　食用とはどういうことですかな!?」

　フィロリアル様の卵を俺が何に使うと思っていたのですかな？

　孵化直前の卵を茹ゆでてバロットにして食べるというおぞましい趣味はないですぞ！

「じゃあ……このフィロリアルの品種──」

「フィリテルト種ですな？　いや、フィロブレッド種との混合種ですな。それよりも前となるとフィサウザン種……おそらく父系にはフィダーメオの血が混じっていると思いますぞ」

　この舎にいるフィロリアル様達はどれも速く走ることを視野に入れた……ゼルトブルのフィロリアルレースでよく見る種のようですぞ。

　この牧場はどうやらサラブレッドを繁殖させる牧場なのでしょう。

「速くはありますが、脚に不安を抱えているようですな。体重管理よりもまずは栄養面をしっかりさせて怪我をしないようにするべきだと思いますぞ」

　購入する場合、金額的には高めですな。

「せ、正解だ。一目で血統まで当てるとはなかなかやるじゃねえか……」

「愛の前では当然ですぞ」

　フィロリアル様の瞳から感じる牧場主への信頼を見て俺も納得しますぞ。

　徐おもむろにフィロリアル様が喜ぶポイントである喉に手を当てます。

「グアア……」

「ほう……お前、初対面だが悪い奴じゃないみたいだな」

　牧場主がニヤリと笑みを向けてきました。

　フィロリアル様への熱意がある方に悪人はおりませぬ。俺も同様に微笑ほほえみを浮かべました。

　ああ、フィロリアル様……。

「安くても、高くても、俺は等しくフィロリアル様を大事にする……ただ、それだけなのですぞ」

「なんだかわからねえが、お前の熱意はわかった。特別に良いやつを一つ譲ってやるよ」

「一つだけではなく、安くてもいいから他にも卵を売っているところを教えてほしいですぞ」

「何匹育てる気だ！」

「抱え切れる全てのフィロリアル様を育てたいのですぞ！」

　牧場主が何やら頭を抱えております。

「……安くてもいいんだな？」

「人が決めた価値で俺は評価しませんぞ」

「面白い奴だな。金はどれだけある」

　俺は所持金を牧場主に見せますぞ。

　今回はクズ共からもらっていないので、そんなにお金はありません。

　ですが、道中何度も倒したメルロマルクの兵士や刺客から巻き上げた金があります。

　これで何個か卵を買えるはずですな。

「これで買えるフィロリアル様の卵を見繕ってほしいのですぞ」

「そうだな……」

　牧場主は金袋を確認し、何度か頷きます。

「特別に良いのを一つ、魔物商に流す予定の安物をおまけして二つ譲ってやる。それでいいか？」

「了解しましたぞ！」

　こうして牧場主にフィロリアル様の卵が保管されている近くの倉庫に案内されました。

　で、牧場主はとっておきとばかりに一個を奥から、おまけの二個を手前の方から持ってきましたな。

「近隣の牧場の卵販売も俺が請け負っているから、最初に俺のところに来たのが幸運だったな。孵化器と込みで売ってやる。大事にしろよ」

「感謝するのですぞ！」

「暇があったら見せに来い」

「了解ですぞ！　伝説のフィロリアル様に育ったこの子達を見せに来ますぞ！」

　こうして俺は牧場主からフィロリアル様の卵を三個購入したのですぞ。

　よし、ここは気に入りました。

　ポータル位置を記憶しておきましょう。

　なお、あとで知るのですが、この牧場主はこの辺りのフィロリアル牧場の大地主だったそうですぞ。

　色々なところにフィロリアル様を出荷する、まさしくフィロリアル生産者の鑑かがみですな！




「あ、帰ってきた」

　フィロリアル様を購入した後、お義父さん達と合流しましたぞ。

「どうだった？　良いの買えた？」

「フィロリアル様に良いも悪いもありませんぞ」

　俺はお義父さんにフィロリアル様の卵を見せます。

　卵に差異はありません。

　一体どんな子が生まれるんでしょう。

　今から楽しみですな！

「へー……これからあの鳥みたいな魔物が孵かえるんだ？」

「そうですぞ」

「三個も購入したのか？　まあ、素早く移動できるのならあって損はないが……時間は掛かるだろうな」

「卵からだもんね……」

「すぐに育ちますぞ！」

　エクレアは何やらフィロリアル様を勘違いしているようですぞ！

　確かにＬｖ補正なく育てたら時間は掛かりますが、この元康に掛かれば数日でかけがえのない戦力にまで育て上げてみせましょう。

　三日もすれば人語を解すことも可能でしょうな。

「どれくらい掛かるの？」

「乗り物としてか？　熟練の戦士が育てるとして二週間は必要だぞ？」

「孵化して二日あれば十分ですぞ！」

「いや……さすがに早すぎるだろう……勇者にはそのような能力があるのか？」

　エクレアの問いに俺は頷きました。

　そう、フィロリアル様……だけではなく、この世界の魔物は等しくＬｖが急速上昇すればかなりの速度で成長しますぞ。

　これはお義父さんが経営していた領地で実証済みですぞ。

　なかなかに教育の行き届いた魔物達でした。

「それはいずれ判明するんじゃない？　こうして元康くんが買ってきたわけだし」

「見ていてほしいですぞ」

「う、うむ、では町へ向かうとしよう」

　こうして俺はお義父さん達と共に最寄りの町へ向かいましたぞ。

　立ち寄った町は、交易拠点としての側面が強い商人の町といった感じですな。

　メルロマルクの隣国で……あまり来たことがありませんが、北の方へ行くと飢き饉きんがあったとか言われている土地だったかと思われますぞ。

　シルトヴェルトの使者は町の裏路地にある酒場の前へと俺達を案内しました。

　そこには亜人の国の文字の看板が掲げられていますぞ。

「亜人の酒場か……確かに、盾の勇者であるイワタニ殿を匿かくまうには絶好の場所だな」

「はい。酒場の奥にある部屋でゆっくりしていただけるとありがたいです」

「ここで降りればいいの？」

　お義父さんが馬車から降りて伸びをします。

「あー……乗り物酔いとかはしないんだけど窮屈だったよ」

　ずっと乗りっぱなしでしたからな。

　疲れていてもおかしくないでしょう。

「ではこちらです」

　シルトヴェルトの使者が酒場に入って主人と話をしております。

「話はつけました。どうかゆっくりしてください」

　主人が酒場の奥へと続く扉を開け、通るように道を譲りました。

　三階建ての石造りの家で酒場は一階……現在、俺達は三階の部屋におります。

　しかも石の壁にスイッチがあって隠し部屋まであるのですぞ。

　話によるとこの町には各地にこういった施設があるそうですぞ。

　これは元々敵国だったメルロマルクの近くだからでしょうな。

　それに伴ってお義父さんは、警戒の関係で窓の近くには立たないように注意されています。

　ベッドに座るお義父さんがものすごく暇そうにしておられますな。

「馬車よりは窮屈じゃないけど、結局隠れることには変わらないんだよね」

「そうですな……何か欲しいものがあるのならこの元康が買ってきますぞ」

「うーん……食べ物はもらっているし、強いて言うならお風呂とか入りたいかなー……」

「この町は一般家庭に風呂はあるのか？」

「ないですが、簡易的に樽たるにお湯を入れることは可能です」

「ドラム缶風呂みたいな感じかな？　それでもいいよ」

「勇者様が入浴した水を熱心な信者が購入してくださると思います。道中の資金にどうでしょうか？」

「絶対に売らないでね!?」

　おお。お義父さんの入浴後の残り湯が売れるのですかな？

　そういえばカルミラ島という経験値アップイベントのある温泉地で、お義父さんが入った温泉は観光名所になっておりましたな。

「入浴ですかな？　お義父さんの警護はどうしますかな？」

「ん？　私が見張っているつもりだが」

「え、エクレールさんが俺の入浴を見てるの!?」

　お義父さんが赤面しました。

　その意図を察してエクレアも焦り始めましたな。

「ち、違うぞイワタニ殿！　私は、あくまで警護のために見ているだけで、決して痴女の類たぐいではない！」

「ははは、この元康がお義父さんの警護を致しましょう。エクレアもお義父さんが入浴中に町の浴場に行ってくるのはどうですかな？」

「む……キタムラ殿の実力なら安心できるな。その言葉、受けさせてもらおう。だが、もしも私に何かあって帰ってくることがなかったとしても捜すような真似はしないでくれ」

「大丈夫です。私の仲間達がセーアエット嬢の警護を致します」

「ブー！」

　シルトヴェルトの使者と同行している豚が一歩踏み出してエクレアに声を掛けました。

「そうだったな。ではイワタニ殿が入浴している間、私達も体を洗ってこよう」

「う、うん」

　お義父さんが目のやり場に困るようにエクレアから視線を外しますぞ。

「イワタニ殿……何か勘違いをしているようだが、私は別に……」

　何のお話をしているのですかな？

「そうなんだけどさ、ごめん。どうも意識しなくていいことを考えちゃったんだ」

「うむ。私のことは気軽に仲間だと思ってくれればいい」

「うん。大切な仲間だもんね。そういうのは……安全になってから考えよう」

　おや？　エクレアと一緒にいる豚も何やら恥ずかしそうにしていますぞ？

　それからエクレア達が部屋から出ていって、部屋の中は若干静かになりました。

　シルトヴェルトの使者もお湯を頼みに行って席を外しております。

「あ、ごめん。元康くん、別にそういう関係じゃないよ？　念のために断っているんだ。だってこう……」

　お義父さんが説明を始めます。何があったのでしょうか？

「エクレールさんも、他の人達も……俺が盾の勇者ってだけで特別扱いしてるだけでしょ？　だから恋愛とか、ハーレムとか……俺はまだしたくないんだ。俺をちゃんと理解して、それでも仲良くしたいって人と付き合いたいなって……」

　うーむ？　なんか俺の知るお義父さんの反応とは異なるご様子。

　確かお義父さんは俺と同じく、豚を憎悪していたと思いますぞ。

　あの村でも恋愛禁止令なるものが布しかれておりましたしな。

　豚と女性を見分けるのが普通の人間では難しいからですな。

「シルトヴェルトに行くと、なんか色々と縁談があるとか美人な奥さんを娶めとれるとか教えてくれたんだけど……」

　黙って見つめているとお義父さんが色々と話をし始めました。

　どうやらシルトヴェルトの使者達がお義父さんに色々と話を吹き込んだご様子。

「危ないですな」

「うん。メルロマルクのお姫様もすごく綺き麗れいだったけど、何か裏があると思わなきゃね」

「さすがお義父さんですぞ。あの赤豚は最重要警戒対象ですぞ。他の国でも色目を向けてくる豚には注意すべきですぞ」

　俺が覚えている範囲だと、確か最初の世界のお義父さんはシルトヴェルトに行って縁談に巻き込まれかけたと言っていましたぞ。

　その際に配下の者が相当力を見せて立派にお義父さんを守ったとか……尊敬に値しますな。

「俺って今まで彼女が出来たことはなかったから、少し浮ついた気持ちになりそうだったけど、注意していかないとね」

　さすがお義父さん。

　この元康、お義父さんの学習能力の高さに感服いたしますぞ。

「元康くんの話だと、この世界はかなり物騒だし……シルトヴェルトだってその辺りは変わらないかもしれないね……」

「そうですな」

　聞いた話によると……確かお義父さんが奴隷しか配下にしないとわかるなり、シルトヴェルトの貴族の娘を奴隷としてお義父さんに斡あっ旋せんした……のでしたっけ？

　これは記憶にありますな。

　古来、女性の価値基準には顔の美醜が付きまとうものです。

　顔が良ければモテる。つまりは肉体関係に至り、顔の良い子供が生まれることを期待する。

　この世界でも、そのような意識が根付いていることは頭の片隅に入れておりました。

　顔が良いことはいいことです。

　ですが、顔だけで近づいてくる女は豚ですぞ。

　同様に経歴だけで近づく豚も多くいますな。

　この元康、異世界に来てやっと学んだことでありましたな。

　霊亀の一件の後。

　槍の勇者という立場でモテていたあの頃、豚共におだてられて調子に乗っていたのですぞ。

　……あれからどれだけ世の中が冷たくなり、仲間だと思っていた豚に裏切られたことか。

　あの時の感情は忘れようもありません。

　そして調子に乗っていた俺を厳しく注意してくれたのがフィーロたん。

　世の中が冷酷だと痛感して落ちこんだ俺を励ましてくれたのもフィーロたん。

　全て俺のために叱しかってくれていたのだと気付いた時、俺の真の愛が燃え上がったのですぞ。

　ああ……俺はフィーロたんの愛があれば生きていけると確信した瞬間でしたぞ。

　そう、世の中はつらいことばかりではないんですぞ。

「お義父さん、かけがえのない愛いとおしい人だと思えない限り、股またを開いてはなりませんぞ」

「股を開くって……俺は男なんだけど……うん。意味は通じてるよ。気をつけないとね。勇者ってだけで利用してくるみたいだし……利用されないようにしなきゃね」

　さすがお義父さん、俺の言葉をちゃんと汲くみ取って考えてくれましたぞ。




　しばらくしてお湯の確保ができたとシルトヴェルトの使者が告げてきましたぞ。

　洗い場の一角に仕切りが設けられており、お義父さんはそこに置かれた樽で作られた風呂で入浴いたしました。

「お湯加減はどうですかな？　何なら魔法で温めますぞ」

「うん、問題ないよ。元康くんは入らないの？」

「お義父さんが入浴を終えてから入るとしましょう。ささ、お背中を流しますぞ」

「う、うん」

　背中を洗い終えるとお義父さんは再度湯船に入りました。

「はぁ……」

　お義父さんが若干疲れたかのように声を洩もらします。

「刺客が来ても乗り越えられるように、お義父さんが強くなる方法をこれから行う予定ですぞ」

「うん。できれば元康くんみたいに強くなれるようにがんばるよ」

「そうですぞ。こうして逃げ隠れせず、正面から刺客を返り討ちできるようになるのですぞ！」

「そうなんだけど……どうする予定なの？」

「前に話しましたぞ。明日から計画を発動させましょうぞ」

「？？？」

　お義父さんは何のことなのかピンときていないご様子です。

　後になって気付きましたが、あの話をしたのは前回のループでのことでしたな。




「いい湯であった。それでなのだが……」

　エクレアがシルトヴェルトの使者と何やら話し合いを始めましたぞ。

　時刻は日が沈みかけておりますな。

　どうやらエクレアが入浴から帰ってくると、酒場の近くに刺客の気配があったとのこと。

　酒場の前で、亜人の冒険者が見張りをしております。

　この酒場は屈強な亜人の冒険者も滞在しているので、面と向かって襲ってくることはないでしょうが警戒するに越したことはありませんな。

　お世話になっているのだからと、お義父さんが厨ちゅう房ぼうで料理をしておりますぞ。

　振る舞われた料理に酒場の客も俺達も舌鼓をうっております。

「こんなことしかできないけど……」

　自じ嘲ちょうするお義父さんですが、その姿を見て亜人の方々はやる気を見せておりましたぞ。

「盾の勇者様をお守りするのが我等が使命だ！　みんな、絶対に死守するんだぞ！」

「おおー！」

　大きな声に若干困った顔をしたお義父さんが厨房で忙せわしなく動いております。

　手際もなかなかにいいですな。

　さすがお義父さん。

　最初の世界で飯の勇者と誰かが呼んでいましたが、その名に恥じない働きですな。

「居酒屋でバイトしてた経験が役に立つよ」

「お義父さんは色々とやっていたのですな」

　フードコートでもバイトしていたと又聞きしたことがあります。

　他にも掛け持ちをしていたとかなんとか。

「まあねー、元康くんもお酒飲む？」

「いりませんな。ところでお義父さんはお酒は好きだったのですかな？」

「うーん……実は酔ったことがないから好きじゃないんだよね。相手がべろんべろんになって支離滅裂になるし、同じ話に相あい槌づちを打ち続けるってのはけっこう疲れるからね」

　そういえばお義父さんは酒に酔わない体質という話でしたな。

　懐かしいですな。

　お義父さんがルコルの実を食べても酔わないという話を疑って、俺もルコルの実を食べて倒れたことがありました。

　あの時の酔い方は思い出すだけで地獄でしたぞ。

　豚に介抱される悪夢と相まって、吐き気がしてきました。

「じゃあ、酒に合うツマミを適当に作っておくからみんな楽しんでいってね」

　お義父さんが料理を終えるまで、俺は見守っておりました。

　それからエクレア達が話し合っているところへお義父さんと一緒に向かいました。

「会議はどうなりましたかな？」

「ふむ……案としてはキタムラ殿の転移スキルがいいと踏んでいる」

「それが妥当ですな。明日から俺はフィロリアル様の育成をしたいと思っているのですぞ。そのついでにポータルを取ってきますぞ」

「キタムラ殿、頼む」

「了解したのですぞ」

「それとシルトヴェルトの者達と話し合った結果、明日下水を通って町の別の建物に潜伏場所を変える予定だ」

「下水を通るんだ？」

「ああ、そのための手はずは整っている。なにぶん刺客を完全に撒まく必要があるのでな」

　エクレアが煩わしそうに外に視線を向けますぞ。

　すると剣けん戟げきの音が聞こえてきますな。

「三勇教の連中……当然といえば当然だが、どうやら相当、イワタニ殿にシルトヴェルトへ行ってほしくないようだな」

「冒険者の騒ぎに見せかけておりますが、間違いないでしょう」

　酒に酔ったと思おぼしき冒険者の騒ぎは酒場にいた亜人と町の自警団によって静められることになりましたが、その頻度が確かに多く感じられますぞ。

　これまでに『なんだこの酒場？　亜人くせーぞ！』との言葉が三回ほど聞こえてきました。

　何度もやれば誰でも気付きますな。

　因縁の付け方にも、もう少しバリエーションが欲しいですぞ。

　しかも自警団にも買収された者がいるのか、変な因縁をつけて奥に入ってこようとする者がいたとのこと。

　メルロマルクを出ても近隣の国ではこんなところなのでしょう。

「刺客の攻撃を受けても返り討ちにできるほどにお義父さんを強くさせようと思ってますぞ」

「できるのか？」

「明後日には準備が整いますぞ」

「わかった。じゃあ明日、キタムラ殿が出発した後、私達は移動する。危険かもしれないがやるしかない」

　お義父さん達を強くさせるためには、この元康が離れていないといけませぬ。

　なんとも煩わしい限りですな。

　だが、問題さえ片付けば刺客などお義父さんの敵ではありませんぞ。

　これはお義父さんと何度も敵対し、配下としても戦った俺だから言える言葉ですぞ。

　その日の晩、久しぶりにフィロリアル様の卵の匂いを嗅いで寝ることができましたぞ。




「あ、元康くん。卵の一つにヒビが入ったよ。そろそろ生まれるんじゃないかな？」

　夜間に襲撃が来ること四回。

　最後には放火という手段にまで出た連中を退治しての眩まぶしい朝ですぞ。

　いい加減、ポータルで乗り込んで三勇教とクズ共をぶち殺したくなりますな。

　お義父さんとエクレアが拒むので、しょうがありませんが。

　卵の方に目を向けると、ちょうど一つ目の卵が孵ろうとしておりました。

　確かフィロリアル生産者が高いと言っていたフィロリアル様ですぞ。

「ピイ！」

　元気な声と共にフィロリアル様が孵化致しましたぞ。

　色は……白いフィロリアル様でした。

「わぁ……真っ白だね」

　フィロリアル様を手に乗せて確認しますぞ。性別は……メスですな。

　ちなみにフィロリアル様はメスの方が若干多めですぞ。

「名前は何に致しましょうか」

　実はシロちゃんという名が頭に浮かんでいたのですが、シロちゃんはループする前に付けたことのある名前なので、再度名付けるか悩んでいるのですぞ。

　俺の知るシロちゃんはオスでしたので、同じ個体ではありません。

　だから付けてはいけないような気がしてしまいます。

「フィロリアルだからね……フィーロ、だと元康くんの好きな子の名前になっちゃうね」

　そうですな。

　だから別の名前にしなければいけません。

「白いフィロリアルか……」

　エクレアが生まれた雛ひなを見て呟つぶやきますぞ。

「エクレールさんも白馬に乗った王子とかにロマンを感じてた？　というかこの世界だとどんな表現になるのかな？」

「白羽に乗った勇者……白グリフィンに乗った勇者、他に白飛竜もあるな」

「勇者は鉄板なんだ？」

「そうだな……だが、その夢も……」

　エクレアが何やら失礼なことを思っているように感じますぞ。

　お義父さんが頼りないとでも言うつもりですかな。

「失礼な。お義父さんがフィロリアル様に乗る姿は荘そう厳ごんですぞ！」

「いや、キタムラ殿を見て思ったのだ！」

「あはは……悪いけど、返す言葉もないと思っちゃった」

　そんな話をしていると次の卵にヒビが入りました。

「ピイ！」

　次は……黄色いフィロリアル様でした。

　みんな可愛いですぞ。

「ピイ！」

　エクレアが手に乗せて俺に手渡してきます。

　性別は……オスですな。

「うーん、名前をどうしますかな」

「ピイピイ！」

「きいろとかだと安直すぎますかな」

「オスなんだっけ？　色からレモンとか考えたけど、男の子でレモンは可哀想だよね」












　などと名前について話をしている間に最後の一つが孵りましたぞ。

「ピイ！」

　最後に殻を蹴破ったのはピンク色のフィロリアル様でした。

「ピィ！」

　お義父さんがピンク色のフィロリアルの雛を持って俺に渡してくださいます。

　性別は……メスですな。

「事前に聞いてたけど卵の殻を盾に入れるといいんだっけ？」

「そうですぞ」

「ありがとう。あ、でもＬｖが足りないって出てるや」

　やはりＬｖ１のお義父さんでは色々と不利ですな。

　早くお義父さんのＬｖを上げさせなければ。

　卵の殻を掃除したお義父さんを確認してから三匹のフィロリアルを見ますぞ。

「何度も言うけど名前をどうしようか？」

「そうですなー……」

「色合いは楽だけど、元康くんにこだわりとかある？」

「シロちゃんとレモンは被かぶりますな」

「未来の話？　となると白だとホワイトとかハクとかかな？」

　お見事！　その辺りの名前はまだ付けていませんぞ。

　となると残り二匹ですな。

　ピンク色のフィロリアル様を持ち上げて俺は名付けますぞ。

「ピンク」

「まんまじゃないか！　ダメだよ。ピンクとか比喩的な意味もあって可哀想じゃないか」

「うむ……もう少し別の名がいいと思うぞ、キタムラ殿」

「ではお義父さんが名付けをお願いしますぞ。ピンクもお喜びになるでしょう」

「え？　うーん……そうだなぁ」

　お義父さんがフィロリアル様を見ながら考えますぞ。

　フィーロたんと同じく、神々しくも愛らしく素晴らしい名前になるでしょう。

「白い子が雪みたいだからユキで、黄色い子はヒヨコみたいだから──」

「ヒヨはダメですな」

　確かお義父さんが育てた二匹目のフィロリアル様がそのような名前だったと思いますぞ。

　俺の天使ではありませんでしたが、そこは譲れません。

「えっと、じゃあ黄色の黄はコウとも読むからコウかな。で、ピンク色の子は……モモとか、もしくはサクラだね」

　うぉおおおおお！　さすがお義父さん！

　とても素敵なネーミングですな。

　フィーロたん二号とか言われたらどうしようかと思っていました。

　なんせお義父さんは面倒臭くなると二号とか三号とか呼び始めるとお姉さんが愚痴っていたのを覚えていますからな。

「語呂としてはサクラがいいのではないか？」

「ではお義父さんの命名でユキちゃん、コウ、そしてサクラちゃんですぞ！」

「「「ピイ！」」」

　三匹のフィロリアル様が元気よく鳴きました。

　さて、どうしますかな？

　俺はフィロリアル様を両肩と頭に乗せますぞ。

「では俺はフィロリアル様達を育ててきますぞ」

「行ってらっしゃい、元康くん」

　というわけで俺は酒場から出発しました。








十話　幻覚






「ああ？　んだてめぇ！　ここを通りたければ──」

　裏通りを歩いていると、怪しげな連中がいきなり因縁をつけてきました。

　おそらくはメルロマルクの刺客でしょう。

　仮に違っても、俺に歯向かう愚か者であるという事実は変わりません。

「うるさいですぞ！　パラライズランス！」

　お義と父うさんやエクレアができる限り加減してほしいと言うので、状態異常を発生させるスキルで額に突き刺してやりました。

　サクッとスナック菓子でも食べたみたいないい音がしましたな。

「グガ──!?」

　全身が麻ま痺ひしたのか白眼を剝むき、ビクンビクンと痙けい攣れんして泡を吹いて倒れてますぞ。

　まったく、三勇教の連中は懲りるという言葉を知らないようですな。

　お義父さんに喧けん嘩かを売るからこうなるんですぞ。

　おや？　俺の頭の中にいるお義父さんが違うと否定していますが……気の所せ為いですな！

「さて、行きますぞー」

　期限は明日の夜！

　それまでにできる限りのＬｖ上げとお義父さんへのお土産を見繕わねばなりませんな！

　前にもやった通り、山奥の危険な魔物が生息する地域に行きますぞ。

　今回はドラゴンではなくグリフィンや恐竜タイプの魔物が多く生息する地域が近かったようですぞ。

「流星槍Ⅹ！　ブリューナクⅩ！　ハハハハッ！　脆もろい、脆すぎるぞー！」

「「「ピィ！」」」

　三匹のフィロリアル様達が俺を応援するようにシャドーボクシングをなさっておられます。

　がんばって皆様を強くさせることが第一目標ですぞ。

　しかし……懐かしいですな。

　クーやマリン、みどりを育てた時を思い出しますぞ。

　この三匹は、俺が天使の姿まで育てることができた最初のフィロリアル様達ですぞ。

　フィーロたんを求め、宛てもなく彷徨さまよっていると魔物商が俺に声を掛けてきたのでしたな。

　あの時の魔物商はフィーロたんと呟つぶやく俺に、フィロリアル様の卵を無料で提供いたしますと言って、店の場所を教えてくださいました。

　それから孵かえったクー、マリン、みどりと共にＬｖを上げ、みんながレースをやりたいと言うので峠で走り屋をしましたな。

　お義父さん達に注意されたのでやめましたが、風になったようなあの感覚は忘れようもありません。

「さあみんな！　強くなるのですぞー！」

「「「ピイ！」」」

　と、ユキちゃんとコウとサクラちゃんを連れて俺は山でＬｖ上げを続けたのですぞ。

　途中で魔物達がぞろぞろと逃げ始めましたが、知りませんな。

　地の底まで追いかけて血祭りに上げてやりましょう。

　まあ、ある程度は環境のことも考えて仕留めていきますがな。

　魔物の根絶は良くない。環境を考えろと最初の世界のお義父さんは注意しておりました。

　とはいえ、お義父さんのお土産やフィロリアル様のお食事も必要ですぞ。

　眠くなるまで戦うのは道理でしょうな。

　そのような感じで山奥での魔物退治は着実に進んでいきました。

　しかし……荷物が嵩かさ張ばってきましたな……。

　後で荷車を調達して運ばないといけませんな。

　そんなふうに狩りをしていると、あっという間に日が沈んでしまいました。

　お義父さん達は大丈夫でしたかな？

　ループが発生する気配がないので問題はなかったと見ていいでしょうな。

　ですがお義父さんを心配するこの気持ちは止められません。

　心配しながら、俺はフィロリアル様と野宿をしました。

　この時には既にフィロリアル様は、それぞれまんじゅうのような姿に移行しておりました。

　Ｌｖは34。

　お義父さんのもとに帰らずにいるのですから順当なところですな。

「ピヨー……」

「ピヨー……」

「ピヨピヨ」

　三匹とも可愛い寝顔を見せてくださいます。

　そこに……大きなグリフィンが舞い降りてきました。

「我が広大な領地で暴れている者がいると報告があって来てみれば──」

「ブリューナクⅩ！」

「グハ──!?」

　何かぶつぶつと呟いておりましたが、問答無用で巨大なグリフィンを仕留めました。

　無様にも言葉の途中で息絶えましたな。

　グリフィンもフィロリアル様の天敵。

　喋しゃべるグリフィンも存在するのでしょうが知りませんな。

　しかし大きいですな……明日はごちそうですぞ。

「みんなが起きてしまうのですぞ」

　死体の処理はどうしますかな？

　とりあえずは肉を切り分けて、残った部分でドロップを確認ですぞ。

　お？　良さそうな鎧よろいが出ましたな。装備しておきましょう。

　ですが、俺が好きなのはフィロリアル様達の羽を集めて拵こしらえたフィロリアル様の羽鎧ですぞ！

　帰ったらエクレアかお義父さんにあげるとしましょう。

　こうして、二日目の昼を過ぎた頃には三匹ともＬｖ40を達成いたしました。

「グア？」

「グアグア」

「グアアア！」

　みんな大きくなって、元気に鳴いておりますぞ。

　雪のように繊細なユキちゃん。

　流れる雷のように煌きらびやかなコウ。

　桜の花の如く柔らかな色合いのサクラちゃん。

　サクラちゃんは本当に惜しいですな。

　これで白をベースに桜色ならばフィーロたんだったのですが。

　色合いが逆フィーロたんですな！

「さあみんな！　お義父さんのところに戻りますぞ！」

「「「グア！」」」

　荷車を調達して大量の素材を載せて、フィロリアル様に運ばせてから俺は山を下りたのですぞ。




　フィロリアル様達は打ち合わせの通りに町から離れたところで待機してもらい、俺は町の中にある店に向かったのですぞ。

　食事処でしたな。

　そう思っていたのですが、町の様子が何やらおかしいですぞ。

　所々で黒い煙が上がっております。

　火事ですかな？　なんとも物騒な町ですな。

　そう思いながら打ち合わせ通りの食事処へ辿たどり着きましたぞ。

「失礼しますぞー」

　中に入ると一人は豚で何を言っているかわかりませんでしたが、お義父さん達が事前に話してくださっていたのでしょう。男の店員が案内してくれましたぞ。

「いらっしゃいませ。その槍……槍の勇者様ですね。こちらです」

　人種は亜人ではなく人間ですな。

　表向きは人間が管理している店なのですかな？

　そう思いながら店の奥へ行きます。

　するとそこには、ややくたびれた様子のお義父さんとエクレア、そしてシルトヴェルトの使者がおりましたぞ。

「ああ、キタムラ殿か、経過はどうだ？」

「準備は万端ですぞ」

「そうか」

「ところで先ほどから町が騒がしいですな」

「ああ、町の各所で放火や騒ぎが起こっているそうだ……」

「これも三勇教の所為かな？」

　お義父さんが申し訳なさそうにしておりますぞ。

「だと思う。町の領主も本腰を上げて火消しに走っているが、冒険者だと主張する連中の騒ぎで、町の機能が麻痺する寸前らしい」

「とんだ邪教ですな」

「……まったくだ。過激派の暴走にしても限度があるだろう。キタムラ殿と別れる前に滞在していた酒場なんて何度放火されたかわかったものじゃない。今では一時閉店してしまった」

　それは災難でしたな。

「この店も、私達が出た後は閉めた方がいいだろうな」

「はい。そのための補ほ塡てんの申請は既に行っております」

　シルトヴェルトの使者が頷うなずく。

　おそらく、俺を尾行していたかもしれない連中がどこかで嗅ぎつけた可能性はありますな。

　などと考えていると、店に恒例の『臭い』を連呼する冒険者が現れました。

　ふむ……しょうがありませんな。

　俺は店の奥から店頭の方へ行きますぞ。

「キタムラ殿、何をするつもりだ」

「どうせすぐに移動しますぞ。そのついでに自分達の愚かさを身をもって知ってもらうだけですぞ」

「だ、誰か元もと康やすくんを止めて！」

「それはイワタニ殿しかできん！」

　お義父さんとエクレアが何か言い争いを始めました。

「元康くん！　これ以上騒ぎを大きくしないで！」

「ハハハ！　お義父さんはお優しいですな。この元康、お義父さんの優しさに涙が溢あふれますぞ」

　なんとも慈悲深い。

　天使であるフィーロたんのお義父さんはまさに神の如き慈悲深さですぞ。

「ですが、それとこれは別ですぞ」

　俺はお義父さんのように慈悲深くはありません。

　愚かな連中には報いを受けさせねば反省もないのですぞ。

「止まらないよ！　エクレールさん！」

「キタムラ殿！　お願いだから次へ──」

　お優しいお義父さんを置いて、俺はカウンターの方へ行きますぞ。

　するとそこにはヘラヘラと……おや？　この前にパラライズランスで麻痺させた奴がいますな。

　俺の顔を見るなり、青ざめてますぞ。

　これは傑作。トラウマになっているのでしょう。

「どうやら懲りないようですな」

「う、うるせぇえ！　盾の悪魔はここにいるんだな！　殺せば賞金ガッポガッポなんだ！　そこを──」

「お義父さんの慈悲に感謝するのですぞ。イリュージョンランス！」

　サクッとまたも額に槍を突き刺してやりました。

「グア──」

　ドタンと、先頭にいた馬鹿が倒れると、後ろにいた馬鹿が息を吞みました。

「ハ、ハハ……こ、これで俺は……大金持ちだ！　ハハハハハハ！」

　イリュージョンランスの効果が出てきましたな。

　文字通り、掛けた相手に都合の良い幻想を見せるスキルですぞ。

　夢ゆめ現うつつというやつですな。

　瞳孔が完全に開いた虚うつろな瞳、不気味な笑みを浮かべて、涎よだれを垂らしながらふらふらと歩き始めました。

「ヒィ!?」

　仲間の怪しげな動きを見て真っ青になっていますな。

　こいつ等は……まあ、こちらでいいですな。

「パラライズランス！　ですぞー！」

「ぎゃあああ──グガ──アー!!」

　逃げようとしたので尻の穴を拡張してやりました。

　ハハハハハハ！　敵前逃亡は死、ですぞ！

　ビクンビクンと事後みたいな感じで痙攣していますな。

　俺はそいつ等を店先に蹴り出しますぞ。

　店の前に三勇教の連中らしき奴等が数名いましたが、出てきた冒険者共を見て絶句しておりますな。

　パンパンと手を叩たたいてから俺は店の奥へと戻りました。

「ああ……既に手遅れに……」

「どうしたのですかな？」

「キタムラ殿は手加減ということをしているのか？」

「十分しておりますぞ。していなかったら今頃連中はあの世ですな」

「あれで手加減か……」

「殺してあげた方がまだ救いがあったんじゃ……」

　何やらお義父さんとエクレアが内緒話をしておりますな。

「イワタニ殿、言葉には気を付けた方がいいぞ。キタムラ殿はイワタニ殿の言葉を曲解して暴走する傾向がある」

「うん。できる限り気を付けるよ」

　などと話をしていると騒がしくなってきましたな。

　見れば店の外で、自警団と自称冒険者の三勇教徒が争いを始めた様子。

「そろそろ移動を開始した方がいいんじゃないかな？」

「了解ですぞ」

　お義父さんを筆頭に全員をパーティーへと勧誘、建物の裏口から出て即座にポータルスピアを発動させました。

　一瞬にして視界が、フィロリアル様達に待機してもらっている山道に飛びましたな。

「わ！　びっくりした。話には聞いていたけど、やっぱり凄すごいね」

　お義父さんがキョロキョロと辺りを見渡しています。

　それはシルトヴェルトの使者も同じですな。

「グア！」

　ユキちゃん達が翼を上げて出迎えますぞ。

「僅わずか二日でここまで大きくなるのか？」

「凄いね。俺のこと覚えてる？」

　お義父さんがサクラちゃんに向かって尋ねます。

　するとサクラちゃんはコクリと頭を下げて頷きますぞ。

　そしてすりすりとお義父さんの胸元に頭を擦こすりつけ始めましたぞ。

「あははは……大きくなっても可愛いね」

　お義父さんは微笑ほほえみながらサクラちゃんの頭を撫なでていますな。

　なんと絵になる光景。俺の知るお義父さんは滅めっ多たに見せない姿ですぞ。

　この元康の脳細胞に、サクラちゃんを優しく撫でるお義父さんの姿を刻みつけました。

「Ｌｖはいくつになったのだ？」

「40ですぞ」

「40!?　僅か二日で40だと!?」

「すごく早いね。これが普通なの？」

「驚異的な速度だ！」

　エクレアとシルトヴェルトの使者が驚いていますな。

　ですが、噓うそではありませんぞ。

「それとお義父さん達にお土産ですぞ」

　俺はユキちゃん達に引かせていた荷車の上の様々な素材、ドロップした武具を見せます。

　二日間の成果としてはなかなかだと自負していますぞ。

「なんだこれは!?」

「二日間の成果ですぞ。本当はもっと沢山あったのですが、さすがに積みきれませんでした」

「うわ……いろんな素材が沢山あるね」

「お義父さんの盾にお収めください」

「ほとんどＬｖやツリーが足りないって出ると思うけど……わかったよ。解放条件に必要な個数分だけ入れていくね」

　お義父さんが色々と盾に素材を入れていきますぞ。

「エクレアにはこの剣がお勧めですな」

「キタムラ殿はいい加減私の名前を覚えてほしいのだが……ってどこから剣が出てくる？」

「アレじゃない？　確か勇者の武器の力にあるドロップ……魔物を武器に吸わせると別の道具が手に入るってやつ」

「そうですぞ」

　エクレアに良さそうな武器として、山奥の魔物を倒した時に出た剣を渡しました。

　確か名前はグリフィンエッジでしたかな？

　突剣ではなくエッジが掛かった羽を模した剣ですが、問題はないでしょう。

　剣を受け取ったエクレアが刀身をマジマジと見ながら唸うなっていますぞ。

「なかなかの名剣のようだ……使いこなせるか不安だ」

「あとはお義父さん用に鎧を確保していますぞ」

　大きなグリフィンを倒した時に出た鎧をお義父さんに見せます。

「あ、ありがとう……すごく、重たそうだけど……」

「ほら、お義父さん。手を上げるのですぞ。この元康が着せて差し上げます」

「わ、わかったよ」

　お義父さんに鎧を着せて差し上げました。

　するとお義父さんはドスンと前のめりに倒れてしまいましたぞ？

「お、重い……」

　おや？　装備するのに必要な能力が足らなかったようですな。

　しょうがありませんな。

　鎧を脱がせて荷車に置き直しますぞ。

「ある程度Ｌｖを上げるのが先決ですな」

「そ、そうだね。せっかく元康くんが用意してくれた装備が無駄になっちゃうもんね」

「いきなり、資材が増えたな……追っ手も転送スキルで完全に撒まけたとは思う……だが、念のために早めに出発するとするか」

「了解ですぞ！　ささ、皆さま！　荷車に乗って出発しますぞ」

「せめて荷車を馬車に改良したいが……それはある程度移動してからにするか」

　お義父さんとエクレアが何か諦めたかのように荷車に乗り、シルトヴェルトの使者も乗るのを確認しましたぞ。

「グア！」

　俺はフィロリアル様代表をしているユキちゃんの背に乗り、槍を掲げますぞ。

「では出発ですぞ！」

「「「グアー！」」」

　ドタドタとフィロリアル様達は走り出しました！

　土煙を上げて、俺達の旅は続きますぞー！








十一話　キャンプ






　フィロリアル様……ユキちゃん、コウ、サクラちゃんに乗って出発してから半日。

　シルトヴェルトへの旅は順調に進んでおりました。

「う……」

「大丈夫？　エクレールさん」

　ちょうど立ち寄った河原で俺達は野営の準備を始めました。

　なのですが、エクレアとシルトヴェルトの使者が荷車に酔って、完全にダウンしてしまいました。

　フィロリアル様の乗り心地は夢心地……酔うのはわかりますな。

　きっと世界の境界すら超越するほどの感覚を味わっていることでしょう。

「イワタニ殿とキタムラ殿がこの揺れで平然としているのが、実に不思議でならない……う……」

　エクレアが何か呻うめいておりますが、わかりかねますな。

　フィロリアル様の揺れはいわば幸福の象徴。

　酔うということはフィロリアル様に酔っているということですぞ。

　ＨＡＨＡＨＡ。

「俺、乗り物酔いには昔から強いからね……」

「それでは今晩はここでキャンプですぞ」

「そうだね。俺は料理をしていればいいかな？」

「では俺は荷車を馬車に改良しておきますぞ」

　エクレア達を河原で寝かせて焚たき火をしてから作業に入ります。

「グアグア」

　ユキちゃん達は元気に河原で遊んでおります。

　最初は俺が荷車の改造をし始めたのをとても楽しげに眺めておりましたが、飽きたのでしょう。

　微笑ほほえましい光景ですな。

「ここをこうして～」

　お義と父うさんが機嫌良く、鍋で何やら煮込みを始めました。

　良い匂いがして、ユキちゃん達が興味を持って近寄っていきますぞ。

「お義父さんの作業の邪魔をしてはいけませんぞ？」

「グア！」

　元気よく鳴くユキちゃん達は、待ちわびて涎よだれを垂らしているようです。

　きっとお腹が空いておられるのでしょう。

「この子達も食べるの？」

「はいですぞ。フィロリアル様は雑食であらせられるので、何でも食べますぞ」

「へー……じゃあもっと作らないとダメかな？」

　そう言いながら、お義父さんは荷車に積んでいた魔物の肉を取り出して捌さばき始めましたぞ。

　おお！　徐々に手慣れてきておられるのか、俺の知るお義父さんと面影が重なっていきますな。

「元もと康やすくんが用意してくれた素材の中にハーブとかもあったし、薬の材料に調味料になりそうなのがあったから……」

　お義父さんは器用に肉に香辛料を塗りつけて、紐ひもで縛り始めました。

　何を作ってくださるのでしょう？

「本当はいろんな手順が必要なんだけどね。味も少し落ちるけど……まあいいか」

　竈かまどのように石を構えて、焚き火を下に熾おこして燻いぶしているようです。

　これは……燻くん製せい肉ですかな？

「かなり適当だけど、保存にいいでしょ？」

「グア！」

　ユキちゃん達がお義父さんの言葉に頷うなずいているようでしたな。

「他には……元康くん、岩を水平に切れるかな？　薄い板みたいにしてほしいんだけど」

「お任せあれですぞ！」

　河原にある大きめの岩を槍で薙ないでプレートを作りました。

　するとお義父さんはそのプレートでテーブルを……違いますな。

　石焼きテーブルを作成しました。

　その下に、またも焚き火を熾して肉を焼き始めます。

「とりあえずはこれでいいかな？」

　肉の焼ける香りに釣られてエクレア達が元気に起き上がってきました。

「今回は元康くんが色々と用意してくれたからね。香辛料も多めにしてみた。塩で食べてみて」

「おお！」

「グアァア！」

　みんなお義父さんの用意した料理を貪むさぼり始めましたな。

「イワタニ殿は本当に料理の才があるな」

「肉をただ焼いただけだから才能も何もないよ。ただ……この肉、かなり筋張っているところが多くて、食べづらいかもしれないね。野生動物の肉って料理が難しいと常々思うよ」

「なに、私達が作るよりは遥はるかに美う味まいんだ。文句などない」

　などと話をしながら、その日は更けていったのですぞ。

　交代で見張りを立てて、寝る夜……ループ前のお義父さんもこんな夜を過ごしていたのかと思うと、自分の愚かさを嘆きたくなりますな。

「グアア……」

　ユキ達を撫なでながら、俺は満面の笑みを浮かべている自覚がありますぞ。

　やはりフィロリアル様は至高の存在ですな。

　そこにいるだけで幸福を連れてきてくれる……。

「この子達……動く度にボキボキと音を立てているけど大丈夫？」

「問題ないですぞ。これは成長音なのですぞ」

「まだ成長するというのか!?」

　ちょうど仮眠しようとしていたエクレアが起き上がって聞いてきました。

　そんなに驚いて、何を当たり前のことを言っているのでしょうか。

「そうですぞ。これからこの子達は更に成長していくのですぞ」

「私の知るフィロリアルとは違うのだが……」

「勇者が育てると、特別な育ち方をするのですぞ」

「そ、そうなのか……」

　エクレアは驚きを隠せない様子で、また横になったのですぞ。

「何があっても不思議じゃないと最近は思い始めてるよ……」

　お義父さんがサクラちゃんを撫でながら呟つぶやきました。

　そんな不思議なことではありませんぞ。

　フィロリアル様はこれから天使へと偉大なる進化をなさるのです。喜ばしいことですな。

　しかし……どうもサクラちゃんはお義父さんによく懐なついているご様子。

　微笑ましい限りですな。

　ハハハハハハ！

「グア」

　サクラちゃんが、座っているお義父さんの膝に頭を乗せて寝息を立て始めます。

　お義父さんはサクラちゃんの頭を優しく撫でました。

　俺の知るお義父さんはフィロリアル様達にこのようにしていたでしょうか？

　未来のことは穴だらけの記憶しかありませんが、もしかしたらあったかもしれませんな。

　なんでしょう……とても楽しげに何かを撫でていたのを覚えているのですが、思い出せません。

　確かお姉さんが……いえ、おそらくフィロリアル様ですな！

　記憶はおぼろげですが、フィロリアル様以外にそんな存在がいるとは考えられませんぞ。

「今日は沢山走って疲れたよね。ありがとう」

「グア……グア……」

　お義父さんはサクラちゃんに優しく語りかけます。

「明日はお義父さんとユキちゃん達がＬｖ上げに出かけるのがいいと思うのですぞ」

「パワーレベリングだね？　ここでやって大丈夫？」

「追っ手が来ていないので、問題ないと思いますぞ」

「そっか……」

「ユキちゃん達と共にがんばってほしいですぞ」

「元康くんの話だとすごい速度でＬｖが上がりそうで怖いね」

　お義父さんがサクラちゃんに向かって微笑みました。

　ああ、この元康、なぜかこの光景に涙が溢あふれてきました。

　フィーロたん、あなたはいずこにいるのでしょう？

　きっとあの魔物商のテントの中、卵として眠っておられるのでしょう。

　全てが片付いたら……具体的にはお義父さんの身柄の安全を確保できたら、すぐにでも飛んでいきますぞ。

　それまでしばしの辛抱をしてくださいませ！

　こうして、フィロリアル様達との夜は過ぎていったのですぞ。




　翌朝。

　お義父さんのＬｖ上げにユキちゃんとサクラちゃん、それにエクレアと豚の一匹が同行することになりました。

　コウは別行動で俺達の足代わりになる予定ですぞ。

　ユキちゃんの背にエクレアが乗り、お義父さんはサクラちゃんに乗っておられます。

「グア！」

「うん……すごく大きくなったね」

「普通のフィロリアルの一・五倍か……かなり高く感じるな」

　二人がポツリと呟きますぞ。

　シルトヴェルトの使者達は荷車を馬車にする作業を手伝ってくださいます。

　素材はある程度確保できているので問題ないでしょう。

　ちなみにフィロリアル様達内で序列というか、前線に立つ順序が構築されているご様子。

　ユキちゃんが総合的なリーダーとしてコウとサクラちゃんに指示をしております。

　今回、ユキちゃんを先頭に守るべき相手であるお義父さんの警護をサクラちゃんに任せておりますな。

　生まれて数日でこの連携、さすがフィロリアル様ですぞ。

「がんばるのですぞ！」

「グア！」

　ユキちゃんを激励するとユキちゃんは承知したとばかりに敬礼いたしました。

　サクラちゃんも続きますが、お義父さんを落とさないように気を使っておいでです。

「今日は元康くんは何するの？」

「フィロリアル様のために準備をしてくるのですぞ？」

「準備？　まだ何かあるの？」

「順調にいけばフィロリアル様が今夜、天使になるのですぞ？」

「え……？　死んじゃうの？」

　お義父さんが悲しそうなお顔で絶句しました。

「まあこれだけ急成長をするのなら頷ける。一瞬で燃え尽きる命なのか……」

「三日でこれだもんね……そうなんだ……」

　お義父さんとエクレアがユキ達を眺めながら悲しい表情を浮かべております。

「違いますぞ！」

　お義父さんが何やら誤解しているご様子。

　死ぬとは物騒な誤解ですな。

　エクレアも失礼な。それに納得をするとは！

　この元康、説明が不十分でしたぞ。

「天使とは文字通りフィロリアル様が天使の姿になるのです。そのために機材を確保するのですぞ」

「ああ、そうなんだ。ビックリしたよ。機材？」

「魔力を服にする機材ですぞ」

「ああ、聞いたことがあるな。シルトヴェルトやシルドフリーデンで変身能力を有する亜人用に存在するものだ」

　エクレアが理解しているご様子。

「この辺りの町で売っていたらいいのだが……」

「それを近隣の町で探すのですぞ」

　最初の世界では魔物商に相談したら機材に関して説明してくださり、発注してくださったのです。

　ですがこのループではそれも叶かなわないでしょうな。

　なので近隣の町へ行ってそのような機材があるか見繕う必要があります。

「私共がその品々の確保に協力いたしましょうか？」

「できるのですかな？」

　よく考えてみればシルトヴェルトは亜人の国でしたな。

　ということは変身能力を持った亜人の数も多いでしょう。

　独自のコネクションも豊富でしょうから、あり得なくはないですな。

　もしかしたらメルロマルクよりも遥かに高度で素晴らしい、フィロリアル様の魅力を極限まで引き立たせる衣類を作ってもらえるかもしれません。

　心が躍りますな。

「ついでに本国と連絡を取っておきます。既に何度もしてはいますが……」

「うむ……いい加減、追っ手をどうにかしなければならないが、倒しても倒しても出現する。シルトヴェルト軍がイワタニ殿を保護すれば危険も減るだろう」

　エクレアの言葉はもっともですな。

「その心配も、今日を乗り越えられればある程度解決すると思っておりますぞ。何せお義父さんのＬｖを上げられれば安易にお義父さんを傷つけることができなくなるのですから」

「う、うん。がんばるよ」

「ユキちゃん、サクラちゃん。二人ともお義父さんをお守りするのですぞ」

「「グア！」」

　ユキちゃんとサクラちゃんは元気に翼を上げて答えますぞ。

　可愛らしさと頼もしさを合わせ持つ、素晴らしいお姿です。

「では始めますぞ！」

　俺の掛け声にユキちゃんとサクラちゃんは元気よく鳴いて走り出しました。

「わ！　速い速い！」

「落ちる落ちる！　もう少しスピードを──」

　お義父さん達を乗せて走り去るその姿、なんとも神々しい限りですな。

　俺はシルトヴェルトの使者と共に仮設の馬車に乗り込みましたぞ。

「では手近な町へ出発ですぞー」

「グアアアアア！」

　手綱を握り締めるとコウが元気よく走り出しました。

　ダッダッダと風を切るこの感覚。何物にも代えがたい快感ですなぁ。




　シルトヴェルトの使者と共に手近な町へ行きました。

　地図上ではメルロマルクとシルトヴェルトの間にある小国なようですな。

　残念ながら龍刻の砂時計はないとの話ですぞ。

「槍の勇者様はこの国に関してご存じですか？」

「知りませんな」

　俺が知っているのはメルロマルクとフォーブレイ、ゼルトブルくらいですな。

　途中何ヶ所か移動中に寄ったことはありますが、残念ながらこの辺りは来たことはないですぞ。

　ゲームの内容を思い出せば何かの足しになるかもしれませんが、お義父さんとの話でゲーム知識の信しん憑ぴょう性せいも怪しいことがわかったため、自分の目で確かめるのが最善でしょう。

「そうですか……この国は歴史も浅く、小さな国故に国力はありません。亜人と人間とでよく争いがある立地故……戦争時は我が国と宿敵メルロマルクとで支配権の奪い合いが起こるのです」

　なるほど、あんまり裕福ではなさそうですな。

　そういえば、食料問題とかはどうなっているのでしょうか？

　見た感じ寂れた印象を受けますぞ。

「名産とかはあるのですかな？」

　食べ物なら、ユキちゃん達にお土産を持っていこうと思いますぞ。

「聞いたことはないですね。交易で発展した国故に……他国の品を買うのに適した国です」

「ふむ……」

　アレですな。

　メルロマルクの住人がシルトヴェルトでしか採れない品々をこの国を介して購入するとかですかな？

　となると完全にゼルトブルの下位互換ですな。

　ゲームの記憶を辿たどってみると……この辺りに町なんてあったでしょうか？

　思い出しましたぞ。

　確か、地方のローカル……というか中継地点の町でしたな。

　イベントがないわけではないのですが、即席のダンジョンが目玉としてある程度でした。

　しかし、この世界はゲームではないのですからダンジョンに行く必要などないですな。

　珍しいアイテムや装備品目当てに潜るのも手ですが……現状、お義父さん達の装備品は問題ないと思いますぞ。

「ここに魔力を服にする機材はあるのですかな？」

「一応、我が国の支店で尋ねてみる予定です」

「わかりました」

　そうして俺は使者と共に支店へと向かいました。

　幸いにして機材の方は見つかりましたぞ。

「あとは糸を生地にしてもらうのですが、これは業者に頼む必要がありますね」

「そうですな。この街でできますかな？」

「はい。お金さえ払えば素早く生地にしてくれる店があるそうです」

　これさえあれば、全て片付きますぞ。

「ではソーイングセットを調達するのですぞ。出来上がった生地は俺が服に仕立て上げますぞ」

「……槍の勇者様が服を作るのですか？」

「何かおかしいことを言いましたかな？」

　フィロリアル様達の服を誰が縫っていたのか、この使者は知らないようですな。

　この元康、服作りは得意ですぞ。

　過去にファッション雑誌を見て鍛えたこの眼力と手芸能力、この部分だけはお義父さんに負けないと自負しておりますぞ。

　何を隠そう、フィロリアル様達の服はこの元康が手縫いしたのですからな。

　あと、フィーロたんの等身大人形とかもこの元康が作ったのですぞ。

　我ながら素晴らしい出来に毎日添い寝をするほどの完成度でした。

　……おや？　お義父さんの村に裁縫が得意な奴がいて、俺が服の出来栄えでライバル視していたのを思い出しました。

　ですが……なんて名前と外見をしていましたかな？

　服は思い出せても製作者を思い出せませんな。

　ま、気にする必要はありませんな。

　とにかく、これでフィロリアル様の服を調達する準備は整いました。

　服が出来るまでの繫つなぎ用に、破れてもいいような大きいマントを購入しておきますかな。

「グ……クエ！」

　コウがフィロリアル・キング形態に完全に変化したようですな。

　なんとも可愛らしい姿をしておられます。

　シルトヴェルトの使者がコウを見て首を傾かしげていますな。

「これは……伝承に存在する……フィロリアルの王……神鳥のような？」

「そうですぞ！」

「わ！」

　使者が驚いて後ろ向きに転びました。

　何をそんなに驚いているのですかな？

「フィロリアル様は神鳥なのですぞ！」

「あ、はい。そうですね」

「クエエエ……」

　コウの喉元を撫でつつ、これからのことを考えますぞ。

　必要なものは既に調達しました。

　あとはお義父さん達の帰還を待つだけなのですが、他にすることはないですかな？

　などと話しているとシルトヴェルトの使者が支店からの情報に眉を寄せています。

「どうしたのですかな？」

「いえ……メルロマルクが不穏な動きを見せ始めているとの話でして」

「既に何度も刺客が来ていると思うのですぞ」

「表向きは無関係を装っていたのですが……どうも盾の勇者様が国境の砦とりでを破壊していったとシルトヴェルトに抗議したそうなのです」

　なんと、己が敵意ある攻撃をしたくせに、返り討ちに遭うと因縁をつけてくるとは。

　どこまでも下劣なようですな。

　お義父さん達が止めなければこの元康がポータルで突撃してクズ共を殺しているところですぞ。

「我が国の首脳陣は波に備えた世界会議に出て、メルロマルクの雌め狐ぎつねと事実確認をしている状況です……」

「メルロマルクを攻め滅ぼしますかな？」

「あの雌狐と英知の賢王を出し抜くのは相当難しいと思われます。安易な侵攻は同盟はもとより、世界中を敵に回しかねません」

　クズの権威がまだあるようですな。

　確か、過去に知略でシルトヴェルトを翻ほん弄ろうした……というのを赤豚が自慢していたような覚えがありますぞ。

「盾の勇者様と槍の勇者様の仰おっしゃる通り、世界を守るために波に挑むことこそ大事なことでしょう。シルトヴェルトの本国もわかっているとは思いますが……」

「はははは、何も心配する必要はないと思いますぞ。この元康がお義父さんの敵を全て仕留めてみせましょう」

「槍の勇者様の強さは私共が見ているので、それが可能なのは否定は致しません。ですが我が国の首脳部は見ていないので、一歩踏み出せないのです。いま少しの辛抱をお願い致します」

　何やら面倒な手続きが必要なようですな。

「それに……波が起こって国が大変なのも事実……伝承通り我等は盾の勇者様と共に波に挑まねばならないのです」

「そうですな。戦争よりも重要な問題ですぞ」

「まずは盾の勇者様を送り届けることを優先致しましょう。国の首脳陣がその先を判断いたします」

　使者は拳を握りしめて答えました。

「あとはどうしますかな？」

「こちらの用事も終わりました。ですが……」

　使者はチラッと建物の陰に視線を向けますぞ。その先に、人影が隠れたような気がしましたな。

「追いかけて処分しますかな？」

「メルロマルクの刺客と確定したわけではないので泳がせましょう。こちらも協力者が少しずつ集まってきている状況です」

「わかりました。では別れた場所に戻りましょうぞ。ポータルスピア！」

　こうしてポータルで転移することで追っ手を撒まいて、俺はお義父さんが帰還するのを待つことにしたのですぞ。




「ただいまー」

「「クエー！」」

　日が沈む少し前。待ち合わせの河原で待機しているとお義父さん達が帰ってきました。

　ユキちゃんもサクラちゃんもフィロリアル・クイーンになっているようですな。

「なんか途中で姿が変わったけど、大丈夫なんだよね？」

「大丈夫ですぞ。むしろこれが真の姿と言っても過言ではありません」

「へぇ……育成ゲームとかの進化みたいだね」

　などと話をしながらお義父さんはサクラちゃんから降りました。

　お義父さんは降りるなり痛そうに股またを擦こすっていますぞ。

「いやー……股が擦れて、乗り慣れてないとかなり大変だね」

「回復魔法を掛けますかな？」

「あ、大丈夫。シルトヴェルトの使者の人に途中で掛けてもらったから」

「そうですかな？」

　シルトヴェルトの豚がどさりとユキちゃんから転げ落ちましたな。

　エクレアは口に手を当てて青い顔をしながらユキちゃんにもたれ掛かっております。

「げ、限界だ……」

　ドサッと落ちて、瀕ひん死しみたいになっていますな。

「魔物を撥はね飛ばすだけですごい勢いで経験値が稼げるが……これは耐えられん……」

「まあ、乗り心地はあんまり良くないね……」

「イワタニ殿は異常だ。これに乗ってなんともないとは……」

「そう言われてもな……」

　お義父さんはポリポリと頭を搔かいておられますな。

　当然ですぞ。お義父さんは全フィロリアルの頂点に立ち、フィーロたんを育てた存在。

　この程度の揺れでへこたれるようなやわな精神ではありませんぞ。

「さて、今日の戦果はどうでしたかな？」

「いい感じに上がったと思うよ。Ｌｖ28になったんだ。凄すごいね。エクレールさん達も少し上がったってさ」

「それはよかったですな。できればお義父さんはもっと上げておきたいですぞ」

「そうなんだけど……盾の強化とかするべきじゃない？」

「そうですな」

　って考えてみたらお義父さんを町の武器屋に連れていくべきですな。

　ウェポンコピーをさせておかねば装備品を増やせませんぞ。

「ねえ元康くん。今出せる盾で、武器強化とかしちゃって大丈夫かな？」

「問題ありませんぞ。欲しい素材があったらこの元康が調達いたします。お義父さんの防御力が上がれば刺客に対してそこまで警戒する必要がなくなりますからな」

「ありがとう。じゃあ今出せる盾で能力が高そうなのを見繕っておくね」

　町の武器屋に良い盾が並んでいる保証はありませんからな。錬れんの強化、覚醒方法にはまだ足りないでしょうから俺や樹いつきの強化方法……精錬やスピリットエンチャント、アイテムエンチャント、ＪＯＢゲージなどを試しておられるでしょう。

　それだけでも一般の冒険者や兵士程度の攻撃は防げるようになると思いますぞ。

「これでお義父さんもある程度強くなりましたな」

「まだまだ元康くんには遠く及ばないけどね。魔法の一つも使えないし……スキルは解放させないといけないし」

「それでも大きく前進ですぞ」

「うん。なんか急に強くなったような錯覚を覚えるよ」

　明日にはお義父さんのＬｖを40にさせたいところですな。

　ユキちゃん達の資質向上をして、俺達は町の宿の方へ向かうことに決めました。

　エクレアと豚を馬車に寝かせて、昼間行った町とは別の町へ向かったのですぞ。




「ふー……今日はゆっくり休めるといいんだけど」

　宿屋の部屋でベッドに座ったお義父さんが愚痴りますぞ。

　確かに、ここ数日は刺客に追われて大変でしたな。

　見た感じだと、前回滞在した町よりも静かな印象を受けますな。

　いきなり宿に突撃してくる連中はいないようですぞ。

　まあ、宿の前にはシルトヴェルトが雇った用心棒が見張りをしているみたいですが。

　明日から同行してくれるのでしょうか？

　エクレア達は隣の部屋で既に就寝していますぞ。

　酔いが酷ひどすぎて治療が必要だそうで、使者が薬を買いに行きました。

　とりあえず、今のところはお義父さんの護衛はユキちゃん達で十分ですな。

「では俺は宿の馬小屋へ行きますぞ」

「え？　元康くん、部屋で寝ないの？」

「今日はまだ仕事があるのですぞ」

「何があるの？」

「今回はお義父さんにも立ち会ってもらうべきですな」

　俺はお義父さんを宿の馬小屋に連れ出しますぞ。

　そこにはユキちゃん達がそわそわした様子で待っていました。

「お待たせしましたな」

「「「クエ！」」」

　俺が来たのを確認すると、ユキちゃん達は楽しげに答えますぞ。

　今日はがんばってくれたご褒美にお義父さんが作ってくれた燻製肉を食べさせますぞ。

「で、何があるの？」

「そろそろですな……」

　ユキちゃん達が楽しげにクエクエと鳴いています。

　俺はユキちゃん達に向けて囁ささやきますぞ。

「フィロリアル様方、そろそろ天使の姿になられるかと思います。どうか……その御姿を見せてくださいですぞ」

　俺の言葉にユキちゃん達は顔を見合わせた後、背伸びをしてから……変身を始めました。

「え……」

　淡い光と共にユキちゃん達の姿が天使へと変わっていきます。

　その御姿を見てお義父さんが絶句していますな。

　みんなフィロリアル様の姿の時と同じ色の髪……翼を背中に生やしております。

　背格好は基本的には同じですな。

　おや？　ユキちゃんの身長が僅わずかに高めですかな？

　キリッとした表情でリーダーシップが感じられますぞ。

　コウは好奇心が旺盛な男の子みたいな感じですな。

　それでサクラちゃんは……おっとり系というのですかな？　若干眠そうにしてます。

「元康様ー」

「モトヤスー」

「はいですぞ！」

　コウを除いて各々俺の名前を呼んでくださいました。

　ああ……みんな可愛らしいですな。

　お義父さんが口をパクパクとさせておられます。

「話には……聞いていたけど、直に見せられると驚くね。エクレールさんに話をしにいきたくなっちゃったよ」

「エクレアは夢ゆめ現うつつで聞いてくれないのではないですかな？」

「うん。そうだけど……乗り物酔いを夢現って……」

「ナオフミー」

　サクラちゃんがお義父さんに向かって駆け寄りますぞ。

「君は……サクラちゃんかな？」

「うん！　サクラだよー？」

　サクラ色の髪を靡なびかせて、サクラはお義父さんに全裸で抱きつきますぞ。

「わ！」

　お義父さんは目を白黒させながらサクラちゃんを抱き止めて頭を撫でます。

　そんなお義父さんを見上げながらサクラちゃんは笑みを浮かべました。

「えへへー」

「こうして話をするのは初めてだね」

「うん。えっとね、会った時からお話がしたかったの。頭撫で撫でしてくれてありがとうー！」

「あ、うん……」

　目のやり場に困ったかのようにお義父さんは明後日あさっての方角を見ましたな。

「元康くん、この子達に服を着せないの？」

「そのための機材を調達したのですぞ。ささっ！　ユキちゃん達、服を作るための道具があるのでそれを回してほしいですぞ」

「なんでー？」

「それは服を着ることで、皆様も魅力が増すからですぞ」

「元康様、ユキは服を着たほうがいいのでしょうか？」

「コウは気にしなーい」

「しなきゃダメだよ!?」

「ナオフミはサクラに服着てほしい？」

　サクラちゃんは甘えん坊ですな。

　お義父さんと仲睦むつまじくするその姿はフィーロたんを彷ほう彿ふつとさせますぞ。

　ですが、フィーロたんとは髪の色も、目の色も異なりますな。

　若干おっとりとしていて、足取りもゆっくりしてますぞ。

　髪の一部を花飾りみたいな形に纏まとめております。

　魅力的ではありますが、フィーロたんとは髪質も違う感じがしますぞ。

　何から何まで惜しいのがサクラちゃんですな。

「えっと、そうだね。服を着てくれると助かるかな」

　お義父さんの言葉にサクラちゃんは頷きました。

「じゃあサクラ、服着るー」

「それでは先にこのユキがやりますわ」

「あ、それはサクラが先にやりたいー」

「だめですわ」

「ぶー……」

　サクラちゃんが我慢させられてますぞ。

　ユキちゃんは三人のリーダー役をしているようですな。

「ん？」

　そこにはコウが立っています。そういえばコウはまだ俺の名前を呼んでおりません。

　近づいて優しげな笑みを向けるとコウは言いました。

「キタムラ」

「はい、ですぞ」

「いや……なんで苗みょう字じ呼び？」

　そんなやり取りしているうちに、コウが先にぐるぐると機材のハンドルを回し始めてしまいました。

「あはははー、これ面白ーい」

「こら！　コウ、勝手に回すのではありませんわ」

　そう言ってユキちゃんがコウを叱しかっておられます。なんとも微笑ましい光景ですな。

「これなら……部屋の方で寝ても大丈夫そうだね？」

「そうですな」

　糸を紡いでいるのを確認してから仮の寝巻を三人に着せました。

「いいですかな？　ちゃんとお義父さんを部屋でお守りして良い子に眠るのですぞ」

「わかっていますわ」

　ユキちゃんは賢いですな。

「うん。サクラもーナオフミと一緒に寝たいー」

「はいはい。良い子にしてたら寝てあげるよ」

「わーい」

　サクラちゃんが楽しげにしていて、お義父さんが優しく頭を撫でております。

　子供の扱いもお上手なのはよく覚えていますぞ。

　俺のフィロリアル様達もお義父さんのことをとても大切にしておりました。

　フィロリアル様達に囲まれ、悲鳴にも似た叫びを上げながらお義父さんがぐっすりと眠っていたのを覚えております。

　コウは魔力を糸にする機材をギュルギュルと高速で回して糸を紡いでいます。

　それにユキちゃんが続きますぞ。ユキちゃんの回し方は優雅に見えますぞ。

　この糸作りでもフィロリアル様の溢れんばかりの個性が出てきますな。

「さ、次はサクラですわよ」

「はーい」

　サクラちゃんが機材のハンドルを摑つかんで回し始めました。

　ですが、マイペースなのかノロノロとしておりますな。

「サクラ、もう少し速く回せませんの？」

「えー？」

　サクラちゃんがお義父さんの方を見ます。

「ナオフミは速くしてほしいー？」

「そんなに時間が掛からないようだし、気にしなくていいよ」

「そっかー。じゃあサクラゆっくりと回してるー」

　と言いながらサクラは糸を紡ぎ始めました。

「ふぁあ……コウ眠くなったー」

「ユキも眠たいですわ」

　サクラちゃんが糸を紡いでいる間にユキちゃん達がしきりに欠伸あくびをして眠いと連呼しております。

　お義父さんが先に行っていいよと合図を送ってきたので、俺はユキちゃん達を誘導いたしますぞ。

「サクラちゃんの糸が出来たら置いておくから、元康くんは先にみんなと寝てて」

「わかりました。サクラちゃん、何かあったらお義父さんをお守りするのですぞ」












「りょーかーい」

　サクラちゃんは糸を紡ぐのが楽しいのかゆっくり回したり高速でギュルギュルと回したりして遊んでおります。その様子をお義父さんは温かく見守っておられました。

「では先に俺達は寝室に行くのですぞ」

　俺はその姿にほっこりとしながら部屋にみんなを連れて帰り、眠りましたぞ。








十二話　手腕






　翌朝。

「暑い……」

　お義と父うさんがうんうんとうなされているような声を出しているのに気付いて目が覚めました。

　起き上がると、ユキちゃんとコウが俺に寄りかかって寝息を立てておりますな。

　サクラちゃんはどこですかな？

　と、お義父さんの方を向くと、サクラちゃんがフィロリアル・クイーンの姿でお義父さんを抱えていますぞ。

　俺が起き上がるとユキちゃんとコウが目を覚まして、瞬まばたきをしております。

「おはようございます。元もと康やす様」

「おはようーキタムラ」

　ユキちゃん達は俺に朝の挨拶をなさいました。

　良い朝ですな。

「お義父さん達はいつまでやっていたのでしょう」

　ベッドから出て、俺はお義父さんとサクラちゃんを見ますぞ。

　お義父さんが暑い暑いと寝言を言っておられます。

「すー……すー……」

「うう……暑い」

　やがてお義父さんは目覚めて状況を理解したようですぞ。

「サ、サクラちゃん、元康くんの言いつけをちゃんと守って……」

　床がミシミシいっておりますが、大丈夫でしょうな。

「やーん……」

「サクラ！　そろそろ起きる時間ですよ」

「んー……」

　ユキちゃんがサクラちゃんに声を掛けると、サクラちゃんはゆっくりと目を開けて欠伸あくびと共にお義父さんを後ろから抱き締めて頰ほおずりしております。

「おはようーナオフミー」

「おはよう。だけど、その姿だと周りに迷惑が掛かるから、ちゃんと天使の姿になって」

「うー……わかったー」

　サクラちゃんはお義父さんの言いつけ通りに天使の姿に戻りました。

　お義父さんの言うことを聞く……これも俺のフィロリアル様としての教育ですぞ。

「ナオフミーこれでいい？」

「うん。そうだね」

「また一緒に寝よ？」

「ちょっと暑いんだけど……あと、部屋の床が抜けそうだから野宿の時だけね」

「わかったー！　楽しみー」

「ははは、サクラちゃんはお義父さんのことを気に入ってますな」

「うん。モトヤスがナオフミを守れって言うからサクラ、がんばるのー」

　なんと健けな気げな精神。この元康、感激して涙が溢あふれてきますぞ。

　サクラちゃんにお義父さんを守らせておけば安心ですな。

　そうこうしているうちにお義父さんが部屋を出て隣の部屋の扉を叩たたきました。

「エクレールさん、調子はどう？」

　そう言いながら部屋に入りました。

　俺も後を追って室内に入ると、静かな寝息を立てていたエクレアが目覚めたようですぞ。

「ん……ああ、イワタニ殿か」

「どう？　起きられる？」

「問題は……ないと思う」

　そしてシルトヴェルトの使者と豚に視線を移しますぞ。

　彼等も目覚めたらしく、こちらに気付きました。

　その視線は俺とお義父さんではなく、ユキちゃん達に向けられているようです。

「その子達は？」

「天使達ですぞ」

「元康くんは説明が下手だから少し静かにしてて」

「わかりました」

　俺はお義父さんの指示で一歩下がりました。

　あとは石のように口を噤つぐむ簡単なお仕事です。

　お義父さんはサクラちゃんの肩に手を乗せて答えますぞ。

「えっと、この子達は元康くんが育てたフィロリアル達だよ。この部屋で変身させたら大変だから後で見せるけど信じてほしいんだ」

「え!?」

　エクレア達が驚いて声が裏返りましたぞ。

　まあ気持ちはわからないでもないですな。

　初めてフィーロたんが変身した時、俺も呆ほうけた声を出したものです。

　その後、時が止まるかのような衝撃が走り……今思えば運命の出会いだったのでしょう。

　思い出すだけで鋭い痛みが下半身を駆け抜けていきます。

「信じられないと思うけど……証拠はすぐに見せられるから」

「わ、わかった」

「じゃあみんな、改めて自己紹介をお願い」

　お義父さんの言葉にユキちゃん達は前に出て一礼しますぞ。

「ユキですわ」

「コウー」

「サクラー」

「人の言葉も喋しゃべるのか……驚きの連続だな……」

　エクレアが失礼なことを言っていますな。

　お義父さんが噓うそをつくような輩やからに見えるというのでしょうか。

　ＨＡＨＡＨＡ！　お義父さんは噓は言いません。

　噓は、ですがな。

「で、では朝の支度を致しましょう」

　シルトヴェルトの使者が冷静を装ってよろよろと歩き始めました。

　それからみんなで朝食に向かいました。

　宿に隣接した酒場で大量に食事を注文し、みんなで食べたのですぞ。

　ユキちゃん達はもりもりと食べております。

「よく食べるね」

「んー……ナオフミ様の作る料理と比べると少し劣りますわね。コウ」

「そうだね」

「ナオフミの作ったやつの方が美お味いしいよ？」

「そう言われると嬉うれしいけど……」

　山のように注文した料理があっという間になくなりました。

　いやぁ……フィロリアル様達の食欲は見ていると晴れやかな気持ちになりますな。

「食費が大変なことになりそうだな……」

　エクレアが困ったように呟つぶやきましたぞ。

「その場合は、元康くん達に調達してもらうしかないんじゃないかな？　素材とか売れればいいんだけど」

「それはできる。町の買い取り商に、馬車に乗せた素材を買い取ってもらえばいいと思うぞ」

「本当？　じゃあ出発前に売って路銀にしようか？　交渉は得意なんだ」

　そういえばお義父さんは行商で相当稼いだと仰おっしゃっていた覚えがありますぞ。

　あの素晴らしい村の奴隷達にも行商をさせておりましたし、高く売りつけるコツとかを伝授していましたな。

「ならばイワタニ殿に任せるとしよう」

「うん。あ、勝手に決めちゃったけど元康くん、今日はどうする？　そろそろ追っ手が来ると思うんだけど」

「今日はまだこの辺りでお義父さんのＬｖ上げをしておきたいですな。しっかりと強化すれば刺客も怖くなくなりますぞ」

「わかったよ。じゃあお金を確保したらＬｖ上げに行こうか」

「う……」

　エクレア達が青ざめていますな。

「エクレールさん大丈夫？　何なら俺とサクラちゃん達だけで行こうか？」

「そ、そういうわけにもいくまい。私達はイワタニ殿を護衛するために一緒にいるのだぞ」

「そうだけど……」

　お義父さんがエクレアを心配しております。

　乗り物酔いですかな？

「何事も慣れですぞ」

「そ、そうだな……慣れなければこの先の旅で常に酔い続けることになりそうだ」

　シルトヴェルトの使者が俺の顔と豚を交互に見ておりますぞ。

「ブヒー！」

「今回は私が同行しますので、貴方あなたは槍の勇者様の……」

　俺も最初は乗り物酔いをしました。

　ですが、それもフィロリアル様との幸福な時なのです。

　自然と体が慣れてしまって酔えなくなってしまいました。

　ああ、フィロリアル様が引く馬車での酔いをまた体験したいと思いますぞ。

「元康くんはどんな予定があるのかな？」

「ユキちゃん達の魔力を糸にしたものを布にするために町で機織りを頼みますぞ。その後、空いた時間はお義父さんの盾を強化する素材を調達に出ますかな？」

「生地にするのにそこまで時間は掛からないと思われますが……」

「ではユキちゃん達のサイズを測って、服を仕立てるのも手ですな」

　時間に余裕があるのならユキちゃん達の服を作ることができますな。

　お義父さんの武器の強化素材は購入することもできますからな。

「じゃあ、今日は元康くんはサクラちゃん達の服作りをする？　そういうのも服屋……洋裁屋かな？とかに頼むのも手だけど」

「何を言っているのですかな？　服は俺が作るのですぞ」

　フィロリアル様の服を縫うのは俺のライフワークですぞ。

　それがなくて俺の愛を示すことはできませんな。

　最も優れた種族であらせられるフィロリアル様に俺の全てを注ぎ込んだ服を着てもらう……。

　至高の喜びですぞ。

「そ、そうなんだ。じゃあ元康くんが今日することは服作りだね」

「ですな！」

　こうして俺の本日の仕事は決まりました。

　ユキちゃん達が紡いだ糸を生地にして服を作りますぞ。

　出発前にユキちゃん達の服のサイズを測ったのですぞ。

　ちなみに元々魔力で紡がれたものである故、一度作ればサイズはある程度融通が利くことが判明しております。

「そこをもう少し！」

「く……わかった。これ以上は上げられない！」

「売った！」

　お義父さんが町の買い取り商の店で、値段の交渉をしておられます。

　この辺りはもうメルロマルクの管轄ではありませんし、シルトヴェルトの方とも交易がある地域。

　シルトヴェルトの使者も間に挟んで相場の判定……買い取り金額の査定で白熱した戦いをしておられます。

　何やらお義父さんの目が輝いていますな。

「イワタニ殿は凄すごいな。相場の倍額まで上げさせたぞ」

　エクレアがお義父さんを褒ほめ称たたえておりますな。

「あと少し粘れば、もっと高く売れるような気がしたけど、時間が惜しいからね。その代わりに、強化に必要な素材を売ってもらえることになったから……実質、そこまで得はしていないよ」

「勇者とは様々なことができて当たり前なのだな」

「いや、ただ単に俺がこういうのが得意なだけだって。相場も教えてもらえなかったらわからなかったし」

「ナオフミはすごいんだな……」

　そうでしょうそうでしょう。

　お義父さんは金銭感覚に優れたお方なのです。

　実際あの奴隷達の村では、俺が連れてくるフィロリアル様の食事や仕事などを全て斡あっ旋せんしてくれました。

　あの時は魔物共を倒して得た素材や食料などで食費を捻出しようと思っておりましたが、お義父さんに任せれば万事解決だということを理解したのですぞ。

「盾の勇者様が売却したものを欲する者が出てくると思うので、あの買い取り商にとっても悪い取引ではなかったと思いますよ」

「そうらしいね。相手もそこまで嫌そうじゃなかったから売り値を上げたわけだし、こっちも得であっちも得な気持ちの良い取引ができたと思うよ」

「異世界……ニホンという国では商売ができないと生き残れないのだな。私の知らない世界だ」

「そういうわけじゃないんだけどね。俺は……えっと、そういうことをするのが好きだっただけだよ」

「ふむ……今までの経緯を見ていると、イワタニ殿は人を支えることが得意なのだな」

「そう……なのかな？　これでも美味しい部分はそれなりにもらってるんだよ？　なんだかんだで元康くんやサクラちゃん達に甘えっぱなしだし、この程度しかできないのが悔しいかな」

「イワタニ殿、謙遜は時に嫌味となるぞ。とにかく、盾の勇者とはどのような存在なのかわかったような気がする」

　エクレアがなぜかうんうんと納得していますな。

　未来の記憶なのですが、エクレアは進んでお義父さんの真似をしていたような気がしますぞ。

　良い心がけですな。

「その通り！　お義父さんは盗賊を身ぐるみ剝はぐ手腕も素晴らしかったそうですぞ！」

　俺の言葉に、お義父さんとエクレアがギギギと音でもしそうな動きで顔をこちらに向けました。

「何!?　イワタニ殿はそんなことまでするのか!?」

「知らないよ！　というかなにそれ!?　なんなの、その突然の蛮行暴露は！」

　おや？

　お義父さんが突然困ったようにうろたえていますぞ。

　こういう時のお義父さんは、自信に満ち溢れた王者の貫かん録ろくを見せてお姉さんの注意を無視していたような気がしますが。

「元康くん！」

「そうですな。盗賊は資源だ！　殺さずリリースすることで、しばらくすればまた収穫できると言っておられたそうですぞ」

「イワタニ殿！」

「未来の俺は一体、何を仕出かしてるんだ！」

　おや？

　騒ぎが大きくなってしまったような気がしますな。

　なぜでしょうか？

「奴隷をコキ使っておられたではありませんか」

「それは聞いたけど、盗賊を生かして逃がすとか、何してたわけ？　その盗賊の所せ為いで困った人とかいたんじゃないの？」

「確か……ここで俺達が盗賊を捕まえたとしても、別の盗賊が支配域を広げるだけで、結果は変わらないと仰っていたとか」

　エクレアが呆あきれたように手を額に当てております。

「キタムラ殿がイワタニ殿に噓を言うとは思えない。そうなると今のイワタニ殿を見ていて思うのは、未来のイワタニ殿がどんな地獄を経験したらそのようなことを言うようになるのだろうか……ということだな。むしろ我が国の所為でそこまで歪ゆがんでしまったのだとしたら……ここで詫わびたい」

「というかそんなに溢れるほど盗賊って多いの？　まったく救いがないんだけど！」

「確かに倒しても倒しても湧きましたな」

「『浜の真砂まさごは尽きるとも世に盗人の種は尽きまじ』と、過去の勇者が盗賊退治をした時に呟いた言葉があるが……呆れたものであると同時に、未来のイワタニ殿の逞たくましさの片へん鱗りんを見た気がする。とても大変な経験をしてしまったのだろう」

「そんな経験したくないよ！」

　何やらお義父さんが混乱したように喚わめきました。

　まあ気持ちはわかりますな。

　愛の狩人として覚醒する前の俺は物事を良い方にしか捉えておりませんでした。

　更に言えばお義父さんがしていることを軽蔑までしていたのですぞ。

　まったく……俺は呆れ果てるほどに愚かな男でしたな。

「挙句、商人と手を組み、盗賊を子飼いにして裏で糸を引いていたとかなんとか」

「それはもはや勇者ではなく、魔王なのでは？」

「盾の悪魔や魔王と三勇教はいうが……自らがイワタニ殿をそう育てるとは救いがない……」

　エクレアが何やら嘆いておりますぞ。

「そういった物語とかを読んだことがないわけじゃないけど、自分がなるのは嫌だなぁ」

「結果、盗賊達も活動がしづらくなって縮小傾向に至ったとも聞きますぞ？　盗賊に襲わせるのも人道に反したり、ルールを破ったりする悪い商人のところだけだったとか」

「負の部分を操って治安を向上させたというのか……感心はするが理解はしたくない」

　エクレアは真面目ですな。

「ですが未来のエクレアは確か領主となるべく、お義父さんをはじめとして国を担う人達を参考にして必死に学ぼうとしていましたな」

「その話や行いを聞いて私が学ぼうとしたのか？　俄にわかに信じがたいのだが……」

「まあ、盗賊を子飼いにしている魔王と言われても何も言い返せない行動だね……」

　お義父さんが同意するように頷うなずきますぞ。

　ですが、お義父さんがやり遂げたのは盗賊を制御するという偉業なのですぞ？

「エクレールさんは事が済んだらやっぱり領主になるのが目的なのかな？」

「ふむ……そうだな。私は亡き父の跡を継いで素晴らしい領地を作り上げたいと思っている」

「できるといいね。応援してるよ」

「うむ……私もイワタニ殿がそのような成長をしないことを願っている」

「待てよ……元康くんの話じゃこの世界はループしているんだよね？　こういう時、バタフライ効果とか歴史の強制力とか、本来の時間軸に戻ろうとする現象が起こるんじゃなかったっけ？」

「そうなのか？　ではイワタニ殿はこれから地獄を経験することに……」

「嫌だ……ホームレス経験とか無一文で放り出されるの？」

　お義父さんが怯おびえた様子でシルトヴェルトの使者に視線を向けます。

　バタフライ効果……何かのＳＦで聞いたことがありますな。

　残念ながら以前の俺はネットゲームと豚にしか興味がなかったので詳しいことは思い出せません。

「盾の勇者様！　そんなことは何があろうとも絶対にさせませんから落ちついてください！」

「んー……？　ナオフミどうしたの？」

　状況を飲みこめずにサクラちゃんが首を傾かしげております。

「ナオフミ様が将来、酷ひどい経験をして、とても悪いことを平気でするようになるそうですわ」

　ユキちゃんがよくわかっていないサクラちゃんに説明していますな。

「イワタニ悪人！」

「悪人になるのですわ」

「そうなんだ？　でもサクラはナオフミを守るし見捨てないよ？」

「ならない。そんなの絶対にしない」

「盗賊狩りですぞ。金を手に入れるのに素晴らしい方法なのですぞ」

　俺も盗賊を狩って金銭を得ることを覚えました。

　上う手まくいけば下手な依頼を達成するよりも稼げますからな。

　しかも依頼よりもいいところは、世の中の評価や妙なしがらみを気にしなくていいところなのですぞ。

「盗賊を狩るの？　美味しいかな？」

「しないよ！　変に纏まとめないで！　あとコウは人を食べちゃダメだからね！」

「あまりフィロリアル達の教育によくない話だな」

　何やら騒がしくなってきました。

　楽しくなってきましたな！

　などと思いながら見ているとお義父さんが言いました。

「元康くんも他ひ人と事ごとみたいな顔しないで！」

「待て、そう考えてみればキタムラ殿のあの行動……頷ける」

「納得しちゃダメだよ！　俺は悪人になりたくない！」

　お義父さんの叫びが辺りに木霊こだましました。

「いやだ……そんな経験したくない……」

「そのために強くなっておけばいいのだ、イワタニ殿」

「そ、そうだよね」

　こんな騒動があった後、お義父さん達はフィロリアル様全員を連れて狩りに出発することになったのですぞ。

　俺は町で服作りをするのでお留守番です。

「では、いってらっしゃいですぞ」

「いってきまーす！」

「うわ──もっとゆっくり走ってくれ──でないと私達はー！」

「て、手に羽毛が絡みついて！　抜け、抜けない！　盾の勇者様ぁああああ！」

　エクレアとシルトヴェルトの使者が呻うめいておりますな。

　ですが、何事も慣れが必要ですぞ。

　Ｌｖは上がりませんが戦闘経験は溜たまりますぞ。

　より効率よく動く方法を理解するのですな。

　それにしても、日々強くなっていくフィロリアル様達を見ているのは心が和みますな。

「ナオフミ、いこー」

「う、うん……」

「大丈夫ー何があろうともサクラがナオフミを守るよ？」

「ありがとう。サクラちゃん」

「えへへー」

　お義父さんとサクラちゃんは本当に仲良しですな。

「じゃあ行ってくるね」

「気を付けるのですぞ」

「うん。元康くんに守られてばかりじゃなくて、盾の勇者としてみんなを守れるようがんばるよ」

　お義父さんは手を上げて、サクラちゃんと共に出発いたしました。

　さて、俺は出発前に生地にすることができたフィロリアル様達の魔力の生地を持って宿の部屋に戻りますぞ。

　三着ですな。

　色合いを考えて染めましょう。

　染料は十分ありますし、ユキちゃん達に似合う服を作りますぞ！

　うぉおおおおお、テンションＭＡＸですぞ────！




　やがて……昼過ぎですかな。

「出来た、ですぞ！」

　自分でもテキパキとできたと褒めたくなりますな。

　ユキちゃん達に似合う服が完成いたしました。

　フィロリアル様は揃そろってワンピースが似合いますぞ。

　ですが、デザインも基本は重要ですな。

　ユキちゃんは白い髪色故に、ベージュをベースにしたワンピース。

　コウは動きやすいように、かつ本人の希望でオーバーオール風にしました。

　紺色のデニムっぽい色合いが絶対に似合うでしょうな。

　サクラちゃんはお義父さんと仲が良いので若草色のワンピースにしました。

　これをみんなが着ている姿を想像すると、たまらぬ幸福感に支配されますな。

　とはいえ、みんなの服が出来たので暇になりました。

　窓から外を見ますぞ。

　すると、建物の陰に人がいるのがチラッと見えました。

　前よりも多いようです。何やら嫌な予感がしますな。

　ユキちゃん達の服を荷物袋にしまいますぞ。

　ザッザッと足音が聞こえ、宿の外には大勢の人が集まっているみたいですな。

「槍の勇者様！」

　宿の防衛をしていた屈強な亜人が駆けつけてきますぞ。

「どうしたのですかな？」

「三勇教徒らしき者達が集まっております。ここにいるのは危険です。盾の勇者様の身にも危険が迫っているかもしれません！」

「そうですな！」

　と、話をしている最中、辺りに高密度の魔力反応があるのを感じ取りました。

　お義父さんがみんなを守ってほしいと言っていたのを思い出して、俺は扉を開けて亜人を足元に引き倒します。

　と、同時に宿の上に巨大な石が轟ごう音おんを立てて降り注ぎました。

　このままでは宿が倒壊いたしますな。

「ふんっ！」

　降り注ぐ巨岩を槍で受け止めますぞ。

「あ……ああ……」

　倒れた亜人が絶句していますな。

　確か、この宿に現在いるのは護衛の亜人と、宿の店主達……面倒ですな。

　とはいえ、お義父さんの言いつけですから被害者をあまり出さないように致しましょう。

「ブリューナク！」

　巨岩に向けてブリューナクを放って消し炭にし、俺は半壊してしまった宿の二階から、犯人を睨にらみつけますぞ。

　集まっているのは三勇教徒と見ていいですな。

　考えられるのは頭数から合唱魔法『巨岩』ですな。

　数が多いと儀式魔法、少ないと合唱魔法ですぞ。

　人数が少ないとその分、威力は下がります。

　お姉さんのお姉さん辺りが放ったのでしたらもっと脅威になるでしょうが、この程度、容易たやすく破壊できますぞ。









　それにしても……無謀にも程がありますな。

　俺を殺せなかったのを知って逃げ出し始めましたな。

　降りかかる火の粉は払わねばなりません。

　何より完成が遅れていたらユキちゃん達の服が破けていたでしょう。

　更に、俺を攻撃したということはお義父さんにも刺客が送られているかもしれません。

　絶対に許せませんぞ！

　その愚かさ、命をもって償ってもらいますぞ！

「エイミングランサーⅩ！」

　マルチロック！　ターゲットは先ほどいた愚か者共ですぞ！

　愚かにも騒ぎを聞きつけた野次馬達の中に紛れ込もうとしているみたいですな。

　ですがエイミングランサーからは逃げ切れませんぞ。

　発射！

　俺が槍を投げると、槍は光となって幾重にも分かれ、宿に向かって魔法を放った三勇教徒達を撃ち貫きました。

「きゃああああああああああああ！」

　野次馬から叫び声が上がりますが、犯人以外には危害を加えておりませんぞ。

　この元康、無関係な者を巻き込むような真似は致しません。

　俺はフィーロたんと約束した通り、誠実でみんなに優しく約束を守り、お義父さんの命令をしっかりと聞く……愛の狩人になるのですぞ！

　というわけでお義父さんに逆らう愚か者共は皆殺しですな。

　ＨＡＨＡＨＡ！　この世に悪が栄えたためしはないのですぞ！

「この槍は悪鬼にしか届かないのですぞ！」

「あ……ああ……凄い……まさに神の再来」

　亜人の護衛が声を漏らしました。

　この程度を神などと言ってもらっては困りますぞ。

　なんせ神のような存在はお義父さんですからな！

　更に言えばフィーロたんは天界に暮らす天使ですぞ！

　そんな至高の神と天使を穢けがそうとする輩は、この俺、元康が全て殲せん滅めつしますぞ。

　しかし、今はお義父さん達の安否を確認することが第一でしょうな。

「どうやら完全に追いつかれてしまったようですな。お義父さん達と合流するのに骨が折れそうですぞ」

　まったく、お義父さん達が止めなければ、クズと三勇教の教皇を今すぐにでも殺しに行くところですぞ。

　半壊した宿から脱出して俺は考え込みます。

　俺を襲撃してきたということは、お義父さん達の方でも何かしらのアクションがある可能性があります。

　油断はしていないつもりではありましたが、これは急いで追いかけた方がよさそうですな。

　宿の用心棒をしていた亜人に言こと付づけを頼むとしましょう。

　俺は無事でしたがお義父さんの安否が心配ですぞ。

　前回のループでの出来事がジワリと俺の脳裏を過よぎります。

　メルロマルクの国境で、三勇教の息の掛かった騎士団が笑みを浮かべながらお義父さんを拷問している光景ですぞ。

　きっとこんな感じでしょうな。

『助けてー！　元康くん！』

　泣きながら俺に助けを求めるお義父さんの声が聞こえるかのようですぞ。

　おや？　最初の周回のお義父さんが絶対にないと言わんばかりの表情で手を横に振ってますが……気の所為ですな！

　この元康、お義父さんの命は何があっても守らねばなりません！

「俺はこれからお義父さんを追いかけますぞ。もしも行き違いになってしまったら次の町で合流しようとお義父さん達にお伝え願えますかな？」

「は、はい！」

　こうして俺はお義父さんの姿を求めて、町を出てフィロリアル様達の足跡を追いかけ始めたのですぞ。

　ただ……途中でフィロリアル様達の足取りが怪しくなり、山道に入ったところで見失ってしまいました。

　無意味に魔物と戯れる必要は今のところないですな。

　この辺りの魔物は既にお義父さん達が素材を確保しているでしょう。

　日が沈むまでフィロリアル様達の匂いを頼りに追跡をしましたが、追いつけそうもありませんでした。

　しょうがないので俺はポータルで町に帰還しました。

　その頃には騒ぎもある程度沈静化しつつありましたな。

　ただ、亜人達が若干殺気だっているような……気もしますぞ。

　半壊した宿屋の前に行くと、用心棒が宿屋の店主と共に片付けをしております。

「状況はどうですかな？」

「あ！　槍の勇者様！　随分前に盾の勇者様達が立ち寄りました！」

「ふむ……それはいつ頃ですかな？」

「槍の勇者様が出発して……ちょうど夕方になった頃です」

「そうでしたか」

　これは壮大な行き違いになってしまったようですな。

　すぐに追いかけなければいけません。

「ここに戻ってきた盾の勇者様一行を三勇教徒と思おぼしき者達が襲撃したのですが、同行していた魔物達が即座に撃破し……盾の勇者様達は旅立ちました」

「わかりました。報告ご苦労ですぞ」

　どうやらお義父さん達は無事に出発したご様子。

　とすれば俺がすることは次の町へ夜通しで移動する以外ありませんな。

「あの、槍の勇者様？」

「なんですかな？」

「盾の勇者様方を追いかけるのなら、待ち合わせの町で待っていた方がよかったのでは？」

　それは……すっかり忘れていましたな。

　ですがこの元康、ただ待っているなどできようはずもありません。

　一見すると無駄足になってしまったのかもしれませんが、待っているよりはいいのですぞ！

「現在、三勇教徒の刺客を撹かく乱らんするために、盾の勇者様の影武者を配置している最中です。もう少しで刺客は減ると思います。ご安心を」

「わかりました」

　なるほど、お義父さんの偽者をシルトヴェルトが道中に配置するようですな。

　これで少しは旅が楽になるかもしれませんぞ。

　こうして俺は……次の町へ夜通しで行くことになったのですぞ。

　街道を全速力で駆けること、数時間。

　やっと町の明かりが見えてきましたな。

　途中、山に差しかかり、若干気温が低くなってきた感覚があります。

　町の門に差し掛かります。どうやらこの町は温泉街のようですな。湯けむりが見えますぞ。

「待て！　何者だ」

「愛の狩人ですぞ！」

「はぁ!?　何を言っているんだ！」

　町の門番が警戒した様子で武器を俺に向けました。

　愚かな。即座に後悔させてやるのも手ですぞ。

　今の俺にはお義父さんのもとへ馳はせ参じる使命がありますからな。

「お待ちください！」

　そこに誰かが門から顔を出して門番に声を掛けましたぞ。

「この方は私共の知り合いです。どうか入場を許可してください」

「は、はぁ……」

「それならいいのだが、とても怪しげな人物だぞ」

「確かに言動は怪しい……そうですが、腕は確かだと聞いております」

　誰ですかな？

　シルトヴェルトの使者とは別の亜人ですぞ。

「ささ、盾の勇者様がお待ちです」

「お義父さんを知っておられるのですかな？」

「ええ、盾の勇者様をお義父さんと呼ぶ方を連れてくるようにと仰せつかっております」

　こうして俺は温泉街の門を通ることができたのですぞ。

　そのまま亜人が、お義父さんの泊まっている宿へ案内してくださいました。

　気配を察したのか、宿の扉を開けてユキちゃんとコウが駆けてきます。

「元康様ー」

「キタムラー！」

「ユキちゃんにコウ！　やっと会えましたな」

「狩りから帰還したら宿が半壊していて……私、本当に心配しましたわ！」

「おかえりーキタムラ。お土産は？」

「お土産はないですが、服はとっくに完成していますぞ」

　二人に作った服を見せますぞ。

　すると、その後ろからお義父さん達とサクラちゃんがやってきます。

「元康くん！　心配したよ。みんなと出かけて帰ってきたら宿があんなことになっていたから」

「俺に怪我はありませんぞ。それよりもお義父さん達は大丈夫でしたかな？」

「うん。サクラちゃん達が襲ってきた人達を撃退してくれたよ」

「この子達はものすごく強い。もはや私の出る幕ではないかもしれん」

　エクレアがそっと告げてきましたぞ。

　ふふふ、そうでしょうそうでしょう。

　フィロリアルは至高にして究極であらせられる最強の種族。

　人間風情が敵かなうはずもないのですぞ。

　ですが、それに気付いたエクレアもなかなかの洞察力ですな。

「イワタニ殿がとても心配していたのだ。まだ宿に着いてから碌ろくに休んでいない。さ、キタムラ殿も休んでほしい」

「了解ですぞ」

「幸いここは温泉地のようでな、旅の疲れを癒いやすには絶好の場所ではないか？」

　エクレアがそわそわした様子で言っておりますな。

　うーむ……。

「キタムラー服ー」

「ちゃんとお風呂に入ったら着させてあげますぞ」

「はーい！　じゃあみんなお風呂ー」

「そうだね。今日も疲れたし、汗を流して休もうか」

　こうして俺達は合流して温泉に入ることになりましたぞ。

　今回、俺達が入浴する風呂は、岩風呂のようですな。

　カルミラ島の温泉のような和風とはちょっと異なる、野性的なお風呂ですぞ。









　もっとローマっぽい風呂かと思いましたが、この辺りは交易が盛んな地域。

　しかも戦争で支配領域が変わる性質もあってなかなか文明が根付かないのですな。

　それでも男湯と女湯が分かれております。

　これはこれは……ムフフですぞ。

「コウはいいですわね。元康様と一緒に入れて」

「えへへー、キタムラ！　あとで背中流しっこしようよ」

「もちろんですぞ！」

　ユキちゃん達が楽しげに会話をしておりますな。

　ですが、過去にお義父さんが言いつけた通り、女の子はちゃんと女湯に入るべきなのですぞ。

「エクレア、ユキちゃん達を頼みますぞ」

「はあ……もうなんとでも呼んでくれ……」

　ムフフ、ムフフフフ……楽園があと少しで見えますぞ。

　そんな俺の顔をお義父さんが怪け訝げんな目で見ております。

「まさかと思うけど、元康くんは……覗のぞきとかしないよね？」

「ははは、当然しますぞ。ユキちゃん達は楽しみにしているのですぞ」

「堂々と何を言っているのだ、キタムラ殿！」

　まあ、フィーロたんをここで見つけることはできないでしょうが、温泉といえば覗くことこそが男の役割なのですぞ。

　女性も見られることで魅力が増すのです。

　ユキちゃん達も覗いている男の目から自らの裸体を隠すという恥じらいを味わうことで女性としての魅力が増すのですぞ。

　親として、それは教えねばならぬ信念というものですな。

　けっしてこの元康、疾やましいところはありません。

「イワタニ殿はよくキタムラ殿の考えを読んだものだ」

「まあ、なんか元康くんの目がすごくキラキラしていたからさ……まさかと思ったらコレだよ」

「なるほど」

「とはいっても元康くんの考えが全然理解できないことも多いね……」

「ナオフミー、サクラがいなくて大丈夫？　一緒に入る？」

「え？　うーん。元康くんやコウもいるし、大丈夫だからサクラちゃんも温泉に入っておいで」

「わかったー、じゃあ後でナオフミの所へ行くね？」

「ちゃんと話を聞いてたかな？　エクレールさん、みんなのことをお願いね」

「うむ、承知した。イワタニ殿もキタムラ殿を抑止するように頼む」

「うん、わかった。可能な限りがんばってみるよ」

　などと話し合っているお義父さんとエクレアが何やら深い溜ため息いきをつきましたぞ。

「一体なぜ私は子供の面倒を見る羽目になってしまったのだ……」

「元康くんもとても頼りになるけど、時々暴走するから説得するのが大変だよ」

「ハハハハ！　ご冗談を。この元康、誠実にお義父さん達のために尽力してますぞ！」

「「はぁ……」」

　なぜかお義父さん達は深い溜息をついてからそれぞれの風呂の方へと向かったのですぞ。








十三話　覗き






「そういえばお義と父うさん。Ｌｖはどうなりましたかな？」

「Ｌｖ38になったよ。盾も強化したし、前に教えてくれたウェポンコピーってやつもこの宿に来る前にやっておいたから結構強くなったんじゃないかな？」

　服を脱ぎながら俺達は話をしておりますぞ。

　ふむ……お義父さんの体つきは……最初の世界を基準にすると、最後に覚えている時より筋肉が付いておりませんな。

　あの頃のお義父さんは沢山の苦難を乗り越えていたので当然といえば当然ですがな。

「スキルに関しても色々と習得してきているし、ある程度はね？　ただ、どれくらい強くなったのか目安が立てられないのが怖いかな。実戦経験もないし」

「ご謙遜を、お義父さんは常に頼もしいですぞ」

「うーん……正直不安かな。俺もネットゲーム経験あるからさ、Ｌｖだけ高いって頭でっかちで実戦じゃ役に立たないとかあるだろうし」

「確か有名なギルドのマスターをなさっていたと聞いてますぞ？」

「ああ、未来じゃその話をしてるんだ？　うん、サーバーで三位くらいの大手の首脳陣をやってたよ」

「そうでしたな」

「だけど、それと何の関わりがあるの？　まあ、陣形組んで突撃や後退とか簡単な指示とか後方支援とかを学べはしたと思うけど、異世界に来て役立つとはさすがに思えないな」

「何を言うのですかな？　お義父さんは経験を元に被害者を少なくする偉業を成し遂げたのですぞ」

　まだ俺が愚かだった頃、周りへの被害を考えずに波のボスと亀裂への攻撃ばかりに意識を集中していた俺達と違って、お義父さんは被害者をいかに少なくするかを考えていたようでした。

　そのお陰で被害は少なかったのでしょう。

　お義父さんは敵地メルロマルクで、協力したいと志願してきた兵士達を指揮して被害を最小限にしたと聞いております。

　その後も様々な戦いでギルド戦の経験を生かしていたのでしょう。

　この元もと康やす、お義父さんの指示を受けて己の実力を引き出せていた自覚がありますぞ。

　ですからきっと、今回もお義父さんはその抜群の才覚を見せてくださるでしょう。

「うー……ん。なーんか違和感というか、元康くんの証言が疑わしいなぁ……本当に俺が指揮してた？　誰か別の人に任せたりしてなかった？」

　疑うたぐり深いお義父さんですな。

　この念の入れ方は覚えがありますぞ。

　まあ、確かにクズの作戦に従って動いたことはありましたな。

　ですがそれとこれとは別ですぞ。

「間違いないですぞ」

「まあ、元康くんがそう言うなら信じるけど……こういうのって、スペシャリスト相手じゃ通じないと思うんだけど。ゲームで聞きかじった程度で実際に役に立つのかなー……」

「キタムラー背中流しっこー」

「はいはい。任せるのですぞ」

　コウがねだるので俺はコウの背中を洗い始めました。

　翼……翼の付け根を泡立てた石せっ鹼けんで、入念に洗っていきますぞ。

　このような細かな作業がフィロリアル様の美しさに繫つながるのです。

　残念ながら基本的にはオスのみどりやコウでしかやっておりませんが、お風呂から出たクーやマリン達の毛繕いは俺がやっておりました。

「くすぐったーい」

「ほらほら、じっとしているのですぞ」

「うん！　イワタニも一緒に背中洗おうよー」

「そうだね」

　と、微笑ほほえましく背中の流しっこをしていると、サクラちゃんがフィロリアル・クイーン形態で垣根を乗り越えてきました。

「待て！　サクラ！　そっちは男湯だ！」

　エクレアの声が聞こえますな。

「ナオフミー」

「ああ、サクラちゃん……来ちゃったか」

「一緒にお風呂ー」

「ああ、はいはい。エクレールさん、サクラちゃん来ちゃったけどどうしようか？」

　お義父さんがエクレアに声を掛けます。

　するとエクレアが困ったような声でユキちゃんに注意しているようでした。

「どうして私だけ元康様の方へ行ってはダメなんですか！」

「ダメなものはダメだ！　サクラもイワタニ殿が注意してすぐに戻ってくるはずだ」

「私も元康様とご一緒にお風呂に入りとうございます」

　その問答を聞いていたお義父さんがサクラちゃんを宥なだめますぞ。

「そんなわけだから、早く女湯に戻ってね」

「えー……じゃあナオフミも女湯に行こうよー」

「え!?　ちょっ、ちょっと！」

　サクラちゃんがお義父さんを背負って女湯に飛び込んでいきました。

「イ、イワタニ殿！　どうして女湯の方に来ているのだ！」

「俺の所せ為いじゃないよ！　サクラちゃんが勝手に俺を担いできたんだ」

「うん。サクラ、ナオフミと温泉入りたいー」

「ダメだ！　早くイワタニ殿を男湯に返してくるんだ！」

「ぶー……」

「イワタニ殿、今回は必死に手で目を隠しているから不問にするが、注意するように」

「わ、わかってるって」

　すぐにサクラちゃんが垣根を越えてお義父さんを連れてきました。

　女湯に乗り込むとは……お義父さん、さすがですぞ。勇者ですな！

「元康くん？　何その期待に満ちた目は？　全然違うからね？」

　ユキちゃんのお姿はどうなっていたでしょうか？

「まだ私の話は終わってませんわ！」

　ユキちゃんがまだエクレアに抗議しております。

　それにしてもユキちゃんの声はよく通りますな。

「ユキちゃん、俺はもう少ししたら女湯を覗のぞきに行きますぞ」












「キタムラ殿！」

　エクレアが何やら不満を漏らしているようですぞ。

　ですが、知りませんな。

「女の子は覗かれることで魅力が増すのですぞ。オープンにしているとその効果も下がるので、覗かれるのを楽しみに待っているのですぞー」

「……わかりましたわ！　私、元康様が見てくださるように体を洗って待っていますわ！　……そして見てもらえた暁にはみんなより魅力が上がっていること請け合いですわね」

「そ、そこで納得して引き下がるのか、ユキ……」

　エクレアの声が小さくなりましたな。

　サクラちゃんもお義父さんに注意されて渋々帰りましたぞ。

「ふふん。裸体を見せてしまったサクラは魅力の上昇効果が低くなってしまいましたわ。これに懲りたら男湯に行ってはダメですわ」

「えー？　サクラはサクラだから、魅力よりもナオフミやモトヤスと一緒にお風呂入る方がいいなー……」

「何が何やら……とにかく、二人ともちゃんと体を洗ってから、湯船に肩まで浸つかるんだぞ」

「はーい」

　と、ユキちゃん達が静かに体を洗い始めたようですぞ。

　それから数分、若干赤くなったお義父さんを心配しながら、女湯の方に意識を向けます。

「ほっこりー、良い湯ー……ぶくぶく……」

「サクラ、湯船で寝ちゃダメだぞ！」

　ボフンと音が聞こえましたな。

「ぐー……」

「だからってフィロリアル・クイーンの姿でいれば溺れないとか変な知恵を巡らせるんじゃない！」

　エクレアが小うるさい姑しゅうとめみたいなことを言っておりますな。

　なんとなくお姉さんを思い出しますぞ。

　きっとよくお義父さんに助言していたからでしょうな。

「ああ、エクレールさんの方も大変だ……」

「さて、そろそろ覗く時間ですな」

「元康くん、本気で覗くつもり？」

「当たり前ですぞ。ユキちゃんとの約束なのですぞー」

「止めようとして止まる元康くんじゃないのはわかってるけど、やめた方がいいと思うんだけどなー……ユキちゃんは実際見なくても見たって言うだけで満足してくれるだろうし」

「お義父さん、噓うそはいけませんぞ」

「いや、だからって覗きが正当化されるのはおかしい気もするんだけどな……」

「ささ、コウ、足場になるのですぞ」

「足場になったら何かあるのー？」

「頰ほおを撫なでてあげますぞ」

「じゃあコウ足場になる！」

「なっちゃダメだよ！」

　お義父さんが注意しますがコウは俺の頼みに従って、フィロリアル・キング形態になって背中に乗せてくれました。

「ほら、お義父さんも一緒に見るのですぞ」

　思い返してみればお義父さんと一緒に女湯という楽園を覗いた記憶はありませんな。

　基本的にお義父さんは覗きが嫌いでしたからな。

　それもループによって若干の違いが出ているのでしょう。

「うわ！　や、やめ──」

　コウが俺の言葉を受け止めてお義父さんの胴体を摑つかんで持ち上げてくれましたぞ。

　これで垣根を越えて女湯を見られますな。

　というところでエクレアがひょっこり顔を出しましたぞ。

「キタムラ殿……公序良俗を守っていただきたい。キタムラ殿が覗くことで被害を受ける女性の気持ちを考えているのか？」

「問題ないですぞ。この元康、女湯を覗いて嫌悪されたことなどありませんぞ」

　嫌がる素振りをされても最終的には喜んでくれますからな！

　経験が豚限定なので実は不安なところはありますが、愛の狩人としての勘が正しいと告げております。

「……はぁ。確かに、キタムラ殿は黙っていればとても顔が整っている……見られても不快感を持つ女性は少ないのかもしれないな。だが、それとこれとは別だ！」

「エクレールさん！　ごめん！　俺は見てないから！」

　お義父さんはまたも両手で目を隠しているようですな。

　なんとシャイな御姿。それでは男が上がりませんぞ。

　女は見られることで魅力が上がり、男は見ることで男を磨くのですぞ。

「イワタニ殿まで巻き込んで……呆あきれて物も言えん。キタムラ殿はそんなにも女性の裸体を見たいのか？」

「ユキちゃんやサクラちゃんの姿を見たいだけですぞ。問題といったら女を主張する豚が女湯にいる時があるくらいですな！　豚の裸など見ても反へ吐どが出るだけですぞ。ペッ！」

「……」

　エクレアが半眼で俺を見つめております。

　よくよく見るとエクレアはタオルで体を隠しておりますな。

　ユキちゃんもそんな感じのようですぞ。

　温泉には他に二名の亜人豚がおりましたが、同様ですな。

　サクラちゃんは……温泉の端でフィロリアル・クイーン形態でうつらうつらしております。

「あれだけ堂々と覗きをすると宣言したのだ。元々入浴客などいなかったのでな、事前に準備させてもらった」

「どうですか元康様。これで私の魅力は上がりましたか？」

「もっと色っぽく湯船に浸かるのですぞ」

「ダメ出し？　元康くんは本当凄すごいね……」

　立派なレディになるには魅力を磨くことも時には必要ですぞ。

　フィーロたんは最初から魅力満点ですがな。

　あの天然っぷりが一番の魅力なのです。

　ですが、みんながみんなフィーロたんのようにならなければならないと思うほど、この元康、落ちぶれておりませんぞ。

　俺はみんな大好きで愛情を注いでいるのですぞ！

　そう……フィロリアル様は等しく、俺の娘であり息子ですぞ。

　その後、エクレアが諦めたように俺の覗きを妨害するのをやめて湯船に入ったので、俺も男湯の方に視線を戻して湯に浸かりました。

　コウもお義父さんを降ろしました。

「ふう……元康くんに巻き込まれて散々だよ」

「お義父さんはウブですな」

「ウブでいいよ！　確かに女湯を覗くのは男の夢だけど、もっと静かに覗くものでしょ！」

「イワタニ殿？」

　エクレアが何やら詰問するような声を出していますな。

　聞かれたことにうろたえているのか、お義父さんは新たな言葉を投げ掛けました。

「覗かないって！　ただ、俺の世界の常識というか通過儀礼的な話をしてるだけで」

「……そうだな。イワタニ殿からキタムラ殿に注意してくれ。ばれなければ……まあ、大事にはならないのだ。私はいい加減キタムラ殿に色々と注意するのに疲れた」

　何やらエクレアが溜ため息いきをつきながら湯船に沈んでいく音が聞こえますな。

「だから元康くん、覗きはするモノじゃないんだって。湯上がりの時に火照った姿を見て目を癒いやせば、合法的に興奮できるんだからさ」

「焦らしプレイですな」

「え？　う～ん……なんか違くない？」

「ですがそれでは裸体を拝めませんぞ」

「だから、そういうのはこう……彼氏彼女の関係とか、夫婦とか、特別な関係になってからで十分なんだよ」

　おや？　確かお義父さんがお姉さんとフィーロたんとで家族風呂に入りに行く姿を見た覚えがありますぞ。

　あの場合は裸体を見たのではないですかな？

　しかも傷の経過を確認するために、お姉さんに裸体を見せたことまで説明していた覚えがありますぞ。

　おそらく、この理屈で仰おっしゃっているのですな。

　特別な関係、つまり俺とフィロリアル様はお義父さんと同じく、親と子ですぞ！

「既に特別な関係ですぞ」

「はい？」

「フィロリアル様とその信仰者にして親子のような関係……これ以上の関係はないのですぞ」

「……」

　お義父さんが諦めたように肩を落としましたぞ？

「エクレールさん、ごめん。俺じゃ元康くんを説得できそうにない」

「いや、イワタニ殿は既に十分な話をしてくれた。ゆっくり休んでくれ」

　何やら、温泉に入ることで絆が強くなったような気がしますな。

　さすがは覗き！　覗くことで絆が強化されるのですぞ。

「えっと、話題を変えよう。いくらスキルを覚えても魔法は確か習得できないんだよね？」

「そうですな。単純に一つの魔法を覚えるだけなら、魔法屋で高価な水晶玉を購入すれば習得はできますな」

「でもそれだと、魔法を深く理解できないんだっけ？」

「間違いないですぞ。確かに、水晶玉での習得では魔法の威力や消費する魔力はもとより、操作性など色々なところで劣りますぞ」

　俺も最初は楽して水晶玉で魔法を習得したのですぞ。

　ですが、最終的にお義父さんに魔法書から魔法を学ぶ方法を教わって、色々な利便性に気付かされたのです。

　世の中、楽をすれば巡り巡って己が不利になる典型ですな。

「だけど、魔法を覚えるにはこの世界の文字を覚えて、魔法書を読み解かないといけない……」

　俺は黙って頷うなずきました。

　難しいことですが、やってできないことではありません。

　実際、お義父さんや俺、そして勇者全員が覚えましたからな。

「Ｌｖやスキル、武器の強化がここまでとんとん拍子に上がっているのに比べて、色々と面倒な手順が必要になるんだね」

「そこはしょうがありませんぞ」

「魔法を覚えるってすごくロマンがあるけど、一朝一夕じゃあ覚えられないかー……」

「少しずつ覚えていけばいいのですぞ。未来のお義父さんは、思いのほか早く習得したようですし」

「どれくらい？」

「二つ目の波を乗り越えた頃には既に使えたようですぞ」

「となると二ヶ月半くらいか……先は長そうだね」

　などと呟つぶやきながら、お義父さんが湯船に手を浸けて水鉄砲をし始めました。

　なかなか上う手まいですな。

　かなり高いところまで水が飛んでおります。

「わー！　イワタニ！　それどうやるの？」

「こうするんだよ。手で、お湯の逃げ道を小さく作って……口に含んで出すみたいに小さな穴を手で形作るんだ。あとはお湯を手のひらの方で圧縮して出すと……」

「手でー……」

　コウは不器用に水を出そうとして失敗しましたぞ。

「むずかしいー」

「すぐにできるようになるよ。って魔法もこんな感じなのかな」

「文字が読めるようになって魔力の感覚さえ摑めればできるようになりますぞ」

　ええっと……確かリベレイションは龍脈法という、ドラゴンからの加護が必要な系譜の魔法を習得しなくてはいけなかったのでしたな。

　この元康、お義父さんの命令でなければ覚えたくはなかった魔法系統ですな。

　ですが、嫌々でも覚えたお陰で色々と助かっているのも事実ですぞ。

「大分シルトヴェルトに近づいてきているみたいだし、身の安全を確保できたらゆっくりとＬｖを上げて魔法の勉強をして波に挑もうね」

「うん。コウ、がんばるー」

「はいですぞ」

　と、いうところで何かがこちらに高速で飛んできましたな。

　お義父さんを守ろうと飛び出したのですが僅わずかに遅れました。

　バシャッと俺の動きに応じて湯が大きく波打ちました。

　静かに同伴していたシルトヴェルトの使者が湯船で転んでしまいましたぞ。

「ん？」

　ほぼ弾はじくことができたのですが、一つ、お義父さんに当たってしまいました。

　お義父さんがぶつかって跳ね返った何かを見ております。

　形状からして、棘とげ……ですかな？　吹き矢にも見えますぞ。

「お義父さん！　大丈夫ですかな!?」

「……カンッて音がしただけで何も……？　これって吹き矢!?」

　吹き矢……すなわち暗殺目的で矢の先に猛毒を塗ってあったりするものですぞ。

　そんなものがお義父さんに刺さっていたらと思うと危機感が湧き上がってきますぞ。

　スタッと垣根を飛び越えて、怪しげな連中が現れました。

　どうやら先ほどの攻撃はこいつ等の仕業みたいですな。

「毒で麻ま痺ひして動けまい！　盾の悪魔！　覚悟！」

　お義父さんがザバッと立ち上がって盾を前に出します。

　無謀にも突撃してきた愚か者の一人を俺は槍で突きますぞ。

「グフ!?」

「いくね！」

「はいですぞ！」

　コウはフィロリアル形態に変身して思い切り蹴りました。いい感じに飛んでいきましたな。

「解毒の魔法を使いますかな？」

　回復魔法等は本来お義父さんの方が得意ですが、俺も資質はありますぞ。

　なので即効性の毒であろうとも俺は手当てできるのですな！

「さあ！　早く手当てをするのですぞ！　場所はどこですかな？」

「元康くん落ちついて！　刺さってないから大丈夫」

「おや？」

　お義父さんの反応からしてもしや……。

「なるほどですぞ。お義父さん、強くなった実力を奴等に見せつけてやるのですぞ」

「え？　もう大丈夫なのかな？」

「何を今更。奴等の必殺の毒矢が刺さらないのなら恐れるものはないですぞ」

「隙すきありー！」

　俺が黙って立っているのを好機と取った刺客がお義父さんに剣で斬りかかります。

　咄とっ嗟さにお義父さんが盾をかざしますが、経験の有無でしょうか……お義父さんの反応が僅かに遅れ、刺客が体を逸そらして胴を狙いました。しかし、お義父さんもそれは上手く防御して腕に当たりましたな。

　ジュインと火花がお義父さんの腕から散ります。

「えっと……」

「盾の悪魔！　これでトドメだ！」

　刺客の振りかざした剣に向けてお義父さんが手をかざし、指の間に入れました。

　すると剣が肉を切り裂く前に指に挟まれ、ピタリと止まったのですぞ。

「な、何！　くそ！　抜けない！」

「なんか意識したらすごく遅く見えて、声も遅く聞こえたよ。これが強化による差なの？」

「そうですぞ！」

　何を隠そう、お義父さんは俺が思い出した武器の強化方法の全てをお試しになっているのですぞ。

　生半可な刺客では傷一つ付けることも既に不可能になっているはずですぞ。

　ＨＡＨＡＨＡ！　今までのお義父さんと一緒にされては困りますな。

「ば、化け物め！」

「お義父さんによる防御の試しは終わりました。その愚かさとお義父さん達の慈悲に感謝するのですぞ」

　俺は刺客の襟を槍に引っ掛けてブンブンと振り回して空高く投げ飛ばしてやりました。

「グワァアアアアアアアアアアアアア！」

「これに懲りたら愚かな真似はしないことですな！　ハハハハハ！」

「こんな敵が出てくるなら……早めに出発した方がよさそうだね。エクレールさん！　そっちは大丈夫？」

　などと話をしていると剣を持ったエクレアがユキちゃんと共に垣根を乗り越えてきました。

「ああ、問題ない。こっちも即座に殲せん滅めつした。駆けつけるのに遅れて申し訳ない」

「ほぼ一瞬で鎮圧したからね。気にしなくていいよ」

「度々申し訳ありません。もう少しすれば我が国の護衛が三勇教徒共を駆逐できると思うのですが……」

「ふむ……まあ、シルトヴェルトの方も早急に対応はしてくれている。目を光らせている者がいても、監視をすり抜けられてしまうのかもしれん」

「ですがおかしいですね。槍の勇者様の一件で警備は厳重に……この宿も亜人の者達に警備を厚くしてもらっているはずだったのですが」

　シルトヴェルトの使者が首を傾かしげています。

　ふむ、どうやら複雑な陰謀が渦巻いているようですな。

　安全な場所へと辿たどり着くまで、俺達に安息の地はないのかもしれません。

「とりあえず吹き飛ばしてやりました。風呂の外に転がっているので、縛り上げて白状させるのがいいと思いますぞ」

「そうか、何もなくてよかった」

「なんかＬｖが上がったのと強化が身を結んだのを実感できたよ」

「それはいい。刺客が倒すことができないと諦めてくれるのなら、安心して旅を続けられるのでな」

　こうして俺達は温泉から出たのです。

　ちなみに翌日になってから判明したのですが、温泉に敵が来ることができたのは……敵が三勇教だけではなかったからですぞ。








十四話　フィトリアたん






「侵入を手引きした亜人がいる？」

　翌日、シルトヴェルトの者達に、それを知らされました。

　使者が申し訳なさそうに説明していますぞ。

　どうやら俺達には三勇教以外にも敵がいるようですな。

　エクレアが不思議そうな顔で口を開きました。

「警備は厳重にさせているのではなかったのか？」

「というか亜人ということは味方のはずだよね？　なんでそんなことを？」

「それが……どうやらシルドフリーデンと繫つながりのある者達が、盾の勇者様をシルトヴェルトに迎え入れてほしくない、と画策している様子で」

「ふむ、確かに盾の勇者は亜人の中では貴重な存在。いるだけで争いの引き金になりかねないのは承知していたが……」

「まるで世界中が俺の命を狙っているみたいだ……ね」

　お義と父うさんが項垂うなだれてポツリと呟つぶやきましたぞ。

　言われてみればそのようにも見えますな。

　メルロマルクでは敵国の神として、シルトヴェルトとシルドフリーデンでは亜人同士の闘争の種として。

　あまり良い状況とは言えませんな。

「安心してくださいお義父さん。たとえ世界が相手でも、この元もと康やすがお義父さんの敵全てを滅ぼしてみせますぞ」

「え？　あ、うん。だけど全てを滅ぼすのはやりすぎかな……」

「イワタニ殿、難しい外交問題なのだ。そう気を落とさずにいてくれ」

「ナオフミは絶対サクラが守るよ？」

「ありがとう、エクレールさん、サクラちゃん」

　サクラちゃんがお義父さんを慰めました。

　なんと心優しいことでしょう。

　この元康、感動して涙が溢あふれてきますぞ。

「これからは三勇教の刺客の数は減るけど、今度はシルドフリーデンから刺客が来るっていうことなの？」

「シルドフリーデンは表向きは亜人と人間の平等と自由を宣言しているはずなのだがな……」

　エクレアがボリボリと頭を搔かきながら呆あきれておりますぞ。

　シルドフリーデン。

　……ここらへんは記憶が曖昧で、味方だったのか敵だったのか思い出せません。

　そもそも俺はフィロリアル様のことばかり考えていて、それらのことを全てお義父さんに任せておりましたからな。

　俺にできることは、お義父さんに命令された通りに動くことだけですぞ。

「どこの世界でも似たような外交問題ってのはあるんだね」

「未来のお義父さんなら意地でも相手の困ることをしますぞ。シルトヴェルトへ行きましょうぞ」

「キタムラ殿、もう少し言い方があると思うのだが……」

「まあ……このまま黙って殺されてあげるつもりはないし、攻めてくるなら相手をするしかないよね」

　と、納得したようにお義父さんは答えました。

　ですが……。

「俺、実は召喚されなかった方がよかったのかな？」

「どういう意味ですかな？」

「だってさ……召喚初日から命を狙われるし、元康くんの話では冤えん罪ざいを被かぶせられて路頭にも迷っていたんでしょ？」

　お義父さんが優しくもとてもつらそうな表情をしておられますぞ。

「イワタニ殿……」

「ここまでの行程でもいろんなところで争いに巻き込まれてるし、何度罵ば声せいが聞こえたことか……だからさ、俺がいなければこんな騒動が起こらなかったのなら……とも思うんだ」

「違いますぞお義父さん。俺はお義父さんがいなければフィーロたんに出会えず、真実も知らずに愚かに死んでいたと断言できますぞ！」

　これは間違いのない事実ですぞ。

　お義父さんがいなかったら俺は調子に乗ったまま豚の尻を追いかけ、好き勝手に異世界で暴れた挙句、何の成長もなく死んだでしょうな。

　俺は最初の世界でなんで死んだのかは思い出せません。

　ですが俺は覚えておりますぞ。

　真の愛は……フィーロたんとお義父さんから教わったということを！

　異世界に来る前の俺と今の俺とでは愛の重さが違うと断言できますぞ。

　確かに、この世界はお義父さんに度重なる試練を……俺よりも遥はるかに与えていると思います。

　だからこそ、俺はお義父さんの力になりたいのですぞ。

「悪いのはお義父さんの命を狙う者であって、お義父さんの所せ為いではないのですぞ」

「元康くん……」

「それに、お義父さんが召喚されなかったとしてもメルロマルクは何か名目を立てて、召喚した勇者にシルトヴェルト侵略の手伝いをさせたに違いないですぞ！」

「そうだな……勇者を理由にして聖戦に仕立て上げ、侵略を始めた可能性は高い」

　エクレアが俺の話に同意しました。

　お義父さんを慰めるようにエクレアは優しげな目をして肩に手を置きますぞ。

「災厄の波が到来している最中に、宗教上の理由だけでイワタニ殿を抹殺しようとするこの世界の者達が悪いのだ。この世界の代表として私が謝罪する」

　エクレアがお義父さんに頭を下げました。

　ほほう。なかなかに殊勝な心掛けですな。

　勇者とはいっても所しょ詮せんは人間。

　世界を救うための機械ではなく、血の通った存在なのです。

　そしてお義父さんも勇者である前に人なのですぞ。

　更に言えば俺は愛の狩人。

　お義父さんの御心のままに生きますぞ。

　何より機械のように冷酷な者が世界を救えるはずもありません。

　優しく誠実で約束を守る、心のある者こそが必要なのです。

　この元康、まだその域に到達できていませんが、がんばってお義父さんとフィーロたん、フィロリアル様達のために戦いますぞ。

「エクレールさん……うん、そうだよね。滅びの波から世界を救うために戦うのが勇者の役目なんだよね」

「ああ、イワタニ殿とキタムラ殿はそのためにこの世界に呼ばれたのだ。そこに宗教を絡めたのが悪い……今はイワタニ殿を安全にシルトヴェルトへ送り届けることを優先しようじゃないか」

「うん。じゃあ出発だね」

　ユキちゃん達に馬車を引かせ、俺達は旅を再開したのですぞ。




　そこからの旅は順調という言葉が一番しっくりくるでしょうな。

　お義父さんの防御力が向上したお陰で刺客への対処も容易になったのですぞ。

　時折、街道などで大規模な儀式魔法などが来ましたが、俺がリベレイション・アブソーブなどで無効化して全て返り討ちにし、犯人達を即座に捕縛して近くの町へ突き出しました。

　やがて、さすがの刺客も勇者の強さを悟ってあまり出てこなくなりましたな。

　無謀な突撃はもうありません。

「クエ」

　野生のフィロリアル様達を目撃しましたぞ。

　俺は馬車から身を乗り出して野生のフィロリアル様達を見つめますぞ。

　野生のフィロリアル様……飼いフィロリアル様にはない自由奔放さと野性的な魅力を備えております。

　何より野生のフィロリアル様達は群れを大事にする傾向があります。

　その団結力は一言では言い表せられない、心に響く素晴らしさを備えておりますぞ。

「元康様！　あんな者達じゃなくユキ達を見てください」

「はっはっは！　フィロリアル様は等しく大切にするのですぞ」

「元康くんは本当に好きだね……少しはユキちゃん達を特別扱いしてあげたら？」

「フィロリアル様は等しく特別なのですぞ」

「それはもはや特別じゃないんじゃ……」

「ぶー……」

「ダメだ。キタムラ殿に意味が伝わっておらん」

　何かおかしなことを言ったですかな？

「んー……？　ナオフミはあの子達のことはどう思うの？」

「どうって……野生にもフィロリアルはいるんだねってくらいしかないよ？」

「そっかー」

　サクラちゃんとお義父さんは仲良しですな。

「「「グア!?」」」

　おや？　あのフィロリアル達の反応に覚えがありますな。

　ダッダッダと走って逃げてしまいました……気の所為ですかな？

「あー……行っちゃったね」

「野生のフィロリアルはこんなものだぞ？　色々な種族がいるが、凶暴性はそこまでない」

「そうなんだ？　そういえばユキちゃん達みたいな姿になるには勇者が育てないとダメって話だったよね」

「そうですぞ」

「確かにあまりにも姿が異なるし、人の姿になるから驚きの連続だが、勇者が育てるからとなると頷うなずけるな」

「過去の勇者はフィロリアルを育てたりしなかったの？　資料に出てきそうだけど」

「それこそ数多あまたの逸話があるのでな……魔物を強く育てるという勇者だと七星の鞭むちの勇者が有名だな」

　む……？　何かイヤなことを思い出しそうな気がしますぞ。

　鞭というだけで不快な気分なのですぞ。

　……何か悲しいことがあった気がするのですが、思い出せません。

　ですが警戒しておくに越したことはありませんな。

「じゃあ勇者が育てると特別な育ち方をする魔物も多いかもね」

「フィロリアルだけでこんなに騒がしくなるのだ。私はご免こうむる」

「あはは、エクレールさんはユキちゃん達に礼節を教えるので大変だもんね」

「何を他ひ人と事ごとのようなことを……イワタニ殿は食事の用意に追われているではないか」

「ははは……そうだねー」

　なんとものどかな雰囲気ですぞ。

　シルトヴェルトの使者達も会話に混ざって楽しげですな。




　翌日の夜のことでした。

　みんなでキャンプをしていると辺りに蛍火が舞い始めました。

　そして遠くからグアグアとフィロリアル様達の声が聞こえてきたのですぞ。

「な、なんだ？」

「何が起こっているんだ？」

「こちらへみんなで向かいますと申しているようです」

　ユキちゃんがそう答えました。

「何!?　まさかフィロリアルにも刺客がいるとでもいうのか？」

「違いますぞ」

　エクレアとお義父さんが、辺りの変化に警戒を強めました。

　その時、俺は何が起こったのか、思い出したのですぞ。

　フィーロたん以外で唯一、俺が目を奪われたフィロリアル様がもう少しでやってくることを。

　思い出しますぞ。

　クーちゃん、マリンちゃん、みどりと一緒に峠を走っていると現れた大きなフィロリアル様ですぞ。その尊いお姿が脳裏に焼きついて離れません。

　気が付いたらいなくなっていたのが残念でしたな。

　フィロリアル様達が俺達の周りに集まり、グアグアと鳴いております。

「キタムラ殿は知っているのか？　何が起こるのだ？」

「大きなフィロリアル様が来るのですぞ」

「はい？　もっとわかりやすく順を追って説明してくれ」

「フィーロたんの次に魅力的なフィロリアル様が来るのですぞ」

「ダメだ……イワタニ殿、キタムラ殿と会話が成立しないぞ」

「うん。サクラちゃん、この周りにいるフィロリアル達は何を言っているの？」

「えっとねー……みんなで行くよって言ってたよ？」

「で、大きなフィロリアルがやってくる？　伝説で語られるフィロリアルの女王のことか？」

　エクレアが辺りをキョロキョロと見渡しておりますぞ。

「俺達、襲われて食われたりしないよね？」

「フィロリアルは雑食だからな。その可能性を否定できないのが苦しいところだ」

　やがてフィロリアル様達が俺達を完全に囲んで、暗闇からこちらを見つめておりますぞ。

　蛍火で照らされた姿から、様々な品種のフィロリアル様達がいるのがわかります。

　ああ……何度も思いますが、フィロリアル様達の楽園ですな。

　やがて一匹のフィロリアル様が現れ、俺は──……。




「やー！」

　大きなフィロリアル様の声が聞こえてきましたぞ！　どこですかな!?

　真っ暗で何も見えませんぞ。

「元康くんしっかりして！」

　この感触は……気が付くと目隠しをされ、お義父さんに後ろから羽交い締めにされていました。

「元康くん、俺よりも遥かに強いんだから理性をなくされると困るんだけど！」

　何やらお義父さんが懐かしい感じで不機嫌なご様子。

「おや？　どうして俺はお義父さんに押さえつけられているのですかな？」

「元康くんが現れたフィロリアルに飛びかかっていったんじゃないか。挙句『大きなフィロリアル様！』って奇声を発しながら抱きついて……」

「これは失態ですな。ですが堪こらえようもありませんぞ」

「はぁ……」

　周囲から感じられるフィロリアル様の気配と香りが……興奮しますな。

「お義父さん、なぜ俺は目隠しをしているのですかな？」

「元康くん、覚えてないの？　一度そうやって理性を取り戻したかと思ったら、また大きなフィロリアル……伝説のフィロリアルに飛びかかっていったんだよ」

「まったく……キタムラ殿は自重してくれ」

「これで大丈夫だと思うよ。フィトリアさん」

「怖かった。今回の四聖勇者はおかしい」

「大きなフィロリアル様の声ですぞ！　そういえばフィトリアたんというのでしたな！」

　足音が遠くに行ってしまいますぞ。

　フィーロたんが前にフィトリアたんというフィロリアル様の話をしていたのを覚えていますぞ。

「否定できないところだね……とりあえず俺が押さえているから落ちついて」

「……わかった。どちらにしてもフィトリアはすることは変わらないけど……」

　それから大きなフィロリアル様……フィトリアたんというらしい天使様は色々とお義父さんに事情を聞いたのですぞ。

　若干呆れたような声がしましたな。

「じゃあ勇者は波と戦う気があるってことでいい？」

「そうだね。人間同士の争いの所為で困ってるけど、できる限り波には挑む予定だよ。錬れんや樹いつきとも協力していきたいね。元康くんは変わってるけど、波には絶対参加するってさ」

「それならいい。じゃあ次だけど……勇者が育てたフィロリアル達と戦いたい」

「え？　なんで？」

「どれくらい強いのか興味がある。波との戦いは厳しい。強さを見せれば、相応の報酬を与える」

「ふむ……強さを認めさせるとかか？　キタムラ殿、何か心当たりがあるようだが知らないか？」

「確か未来のお義父さんが話しておりましたぞ。強さを認めることで、フィトリアたんの後を継ぐ資格を得られるのですぞ」

「世代交代の儀式か何かか？」

　その通り、フィトリアたんはフィロリアル様の中のフィロリアル様。

　言うなればフィロリアル様の頂点に在あらせられる存在。

　フィーロたんやユキちゃん達をフィロリアルの女王とするならば、真の女王ですな。

　それにフィトリアたんに認められるのは、地位ばかりではありません。

「同時に特別なクラスアップをできるようにしてもらえるのですぞ」

「何？　それなら戦力アップを期待できるな。やってみるのは悪い手ではないぞ？」

「……なんで槍の勇者はそこまで知っているの？」

「何でも元康くんは一度召喚されて、未来から来たんだってさ」

「龍刻の時計……」

　フィトリアたんはポツリと呟きました。

「何か知ってるの？」

「昔すぎて詳しく思い出せない……けど、槍の勇者はいずれ大きな決断をする時が来るのを覚えてる。それだけは覚えていて」

「わっかりましたですぞー！」

「軽い……何か重要そうなのに、これでいいのかな？」

「それよりお義父さん、目隠しを解いてください。すぐにでもフィトリアたんに抱きつきたいですぞ！」

「……」

　おや？　フィトリアたんの足音が更に遠くなりました。

「えっと……元康くん、ごめんね」

　おや？　お義父さんが俺の耳を塞ふさぎました。

　しょうがないですな。若干聞こえる小さな音を拾いますぞ。

「イワタニ殿がキタムラ殿を押さえつけてくれたお陰で、フィトリア殿は逃げずに済んだ。ユキ、コウ、サクラ、勝負を挑んでみるのもいいのではないか？」

「強くなることで元康様に認められるのならがんばりますわ」

「面白そう！　がんばる！」

「サクラはみんなを守れればいいんだけど……？」

「強くならなきゃみんなを守れないでしょ？　実力を認めさせればいいみたいだからがんばって」

「わかったー」

　お義父さんがサクラちゃんを説得したようですな。

　しかし、これでは何も見えませんぞ。

　この元康、理性を吹き飛ばしてフィトリアたんにダイブしたいのですぞ。

「!?」

　羽毛が擦こすれる音が聞こえました。

「元康くん何かした？　フィトリアさんが気持ち悪がってるけど」

「ダイブしたいですぞ」

「意志だけで鳥肌を立てさせるとは……キタムラ殿は真正だ」

「早く帰りたい」

　その台詞は聞き覚えがありますぞ！　フィーロたんがよく言ってましたな！

　帰る場所はあそこですな？　そう……フィロリアル様の聖域ですぞ！

「じゃあ順番だね。最初はユキちゃんからでいいんじゃない？」

「わかりましたわ」

　と、その後はよく聞き取れませんでした。

　やがて空気が振動するような音が何度も響いたのですぞ。

　お義父さんの言いつけなので、この元康、見たい衝動を必死に我慢して永遠にも感じる時を堪え切りました。

　そして……ウトウトと眠りそうになった頃、声が聞こえてきました。

「この近隣で世界を回遊していた愚かなグリフィンの王が何者かに倒されて、報復のためにグリフィン達が集まってる。魔物が殺気だっているから勇者達も気を付けてね」

「うん。助言ありがとう。じゃあね」

「じゃあね」

　それからお義父さんが目隠しを外してくれたのですぞ。

　辺りには既にフィロリアル様達はいませんでした。

　更にキョロキョロと見渡すとユキちゃん達がへとへとになったように倒れ込んでおりました。

「凄すごかったね」

「そうだな、ユキ達も善戦した。それでもあの伝説のフィロリアルが強すぎたのだ」

「そのフィトリアさんがわき目も振らずに逃げようとした相手である元康くんは一体何者なんだろうね……」

「言うな。虚むなしくなる」

　ユキちゃん達の方へ駆け寄り、様子を見ますぞ。

　全員の頭の上に冠かんむり羽ばねが付いておりますぞ。回復魔法を掛ける必要はなさそうですな。

「フィトリアさんが後継者候補ってことでみんなを認めたんだって。あとはその中で伸びのいい子……志が立派な子がいずれ後を継ぐことになるそうだよ」

「フィトリアたん……」

「元康くんはフィーロって子が好きなんでしょ？　ダメだよ、浮気をしちゃ」

「ですが、比べようもありませんぞ。未来のお義父さんは仲良くしてもいいと仰おっしゃってました」

「浮気を推奨したの俺!?」

「イワタニ殿、キタムラ殿のこのテンションに付き合っていたのなら、そのようなことを口走っても不思議ではないのではないか？」

「あー……そうだね。面倒になっちゃって許したのか……」

「この元康、フィロリアル様を等しく幸せにする所存ですぞ。浮気などではありません。頂点はフィーロたん。次点がフィトリアたん、そしてそれ以外がフィロリアル様ですぞ」

「それを浮気と言わずして……もういい。キタムラ殿の相手をすると疲れる。ユキ、キタムラ殿に振り向いてもらえるためにも女を磨くのだ」

「はい……エクレール様」

　よろよろと立ち上がってユキちゃんは頷きました。

「へとへとーだけど面白かったよ！」

　コウが元気よく答え、サクラちゃんが寝息を立てております。

「あ……サクラちゃん。そんな体勢で寝ると寝違えるよ」

　お義父さんが優しくサクラちゃんを揺り起こしましたぞ。

　非常に残念でしたが、この元康がクー達と一緒に大きなフィロリアル様に出遭った時とは結果が異なることになりましたな。ユキちゃん達の能力が上がっているようですぞ。

「ああ、元康くん。フィトリアさんがお土産って言ってこれをくれたよ」

　お義父さんが大きなフィロリアル様の冠羽をくれました。

　俺は迷いなく、冠羽の匂いを嗅ぎます。

「いや……そうじゃなくて、武器に入れるとフィロリアルのシリーズが解放されるらしいよ」

「なんと！」

　未来のお義父さんが教えてくださらなかったフィロリアルシリーズを揃そろえる方法ですな。

　ですがなんと憎たらしい。こんな豪華な宝を槍に入れたら二度と手に入らないかもしれません。

　確かにループすることで、もしかしたら再度入手できるかもしれませんが……この元康、この羽を槍に入れることなどできませんぞ。

「……入れないの？」

「宝物にするのですぞ」

　スーッと匂いを嗅いでから、槍の柄と口金の間……ランゲットに羽飾りとして付けますぞ。

　これで俺はフィトリアたんと共に戦っている感覚を味わえますぞ。

　何よりフィトリアたんが与えてくれた羽。

　きっと俺を、お義父さんを、そして皆を守る力となりましょう。

　それにお義父さんがシリーズとして手に入れているのなら俺が使う意味などありませぬ。

　仲間として、ユキちゃん達の成長に補正が掛かることでしょう。

「元康くんって……何度も思うけど色々と凄いね。今日ほどそう思ったことはなかったよ」

　お義父さんの言葉にエクレールやシルトヴェルトの使者も頷きました。

　何かおかしなことをしましたかな？

　お義父さん達が溜ため息いきを洩もらしたのが印象的でした。




















十五話　偽四聖教






　そんなフィトリアたんとフィロリアル様達との夢のような一夜が過ぎ……。

　シルトヴェルトへの道のりも順調で、この調子で進めば予定よりも早く到着しそうだと話をしながら、とある町に立ち寄って使者が斡あっ旋せんする人物の家に泊まった日のことですぞ。

　徐々にシルトヴェルトに近づいている影響か、協力的な人達によって安全な場所の確保が簡単になってきましたな。

　なんて思いながら次の町へと向かうために準備をしていたところ。

「大変です！」

　使者が紹介してくれた協力者が緊迫した表情で俺達のところにやってきました。

「ど、どうしたの？」

「し、四聖教を名乗る団体が町の出入り口を封鎖し、広場で人々を次々と捕らえて脅迫を始めました」

　俺達は窓から町並みを見ますぞ。確かに何やら怪しげな煙があちこちに見えますな。

「……一応確認なのだが、脅迫の内容はどういうものなのだ？」

　エクレアが眉を寄せつつ協力者に尋ねましたぞ。

「そ、それが……盾と槍の勇者を騙かたる偽者がこの町に潜伏しているのはわかっている。勇者を騙ることは我等が教義では重罪、神の名のもとに断罪する。偽者を匿かくまうこの町の者は揃そろって同罪だとして、偽者を出さねば女子供関係なく処刑すると……」

　その言葉に、お義と父うさんをはじめエクレアやシルトヴェルトの使者が揃って呆あきれたような顔になり、眉間に手を当てておりますぞ。

「四聖教を騙るとは呆れてものも言えん……完全に三勇教の過激派の手の者ではないか」

「なんというか、犯罪をする時は偽名ならぬ別の宗教を騙ってという発想なのかな……」

「奴等も人道的ではないということを理解しているのだろう。もしくは四聖教を騙って得をする者がいるのかもしれん」

「……たぶんだけど、四聖教を騙る連中が俺達を捕らえて殺すのと同時に、三勇教の連中が現れて四聖教の過激派を処分し、町を解放したと主張するとか、そんなシナリオでもあるんじゃない？」

　おお、さすがお義父さんですな。そんなシナリオまで想像できるとは、この元もと康やす、お義父さんの洞察力を称賛するしかありませんぞ。

「確かに四聖教の名を騙る者達が悪事をし、それを三勇教が正す。結果、イワタニ殿とキタムラ殿を抹殺できれば一石二鳥であるな。だが……それならシルトヴェルトの宗教である盾教を名乗ればいいのではないか？」

「何か考えでもあるんじゃない？　町を占拠する人が亜人じゃないと露骨に怪しまれるわけだし……他に理由があるかもしれないけどね」

「……そうだな。盾教を騙るなら教徒が亜人や獣人でないと成り立たない。しかし、ここで考えていても何も解決しないな」

　お？　出撃ですかな？

「ほんと……俺は召喚されてよかったのか、悩みが尽きそうにないよ」

「お義父さん、悩む必要はないですぞ！　全ては奴等が卑劣な所せ為いでしかないのですからな！」

「そうですわ！」

「何かここ嫌な臭いするー、コウこの臭い嫌いー」

「んー……えっとね。サクラはナオフミが好きだよー」

　俺達の励ましにお義父さんが笑みを浮かべますぞ。

「うん。俺は、俺を信じてくれている人のために進むよ」

　それからシルトヴェルトの使者達や協力者へキリッとした表情で声を掛けました。

「こんな騒動はウンザリだけど、俺達の所為でこんなことが起こったのも事実なんだ。被害を最小限に抑えたい。だからどうか協力してほしい」

「もちろんです！　盾の勇者様！」

「は！」

「そのために俺は奴等の前に出ようと思ってる。元康くん、一緒に来て」

「もちろんお供しますぞ！」

　おお！　何やら楽しくなってきましたな！

　この元康、お義父さんの命令とあらばどんなことでも達成してみせますぞ！

「サクラ達はー？」

「エクレールさんとサクラちゃん達は町で暴れている偽四聖教徒達の殲せん滅めつをお願いするね。もう俺は大丈夫みたいだから……さ」

「この元康がいれば、敵などあっという間に仕留めてみせますぞ」

「うん。お願いするよ」

　お義父さんの命令が来ましたな！　腕が鳴りますぞ。

「他の皆さんもエクレールさん達と同様にお願いします」

「で、ですが……」

「大丈夫、俺には元康くんが付いているし、大分強くなってきてる。奴等の攻撃なんてもう怖くはないよ」

　これもみんな、元康くんのお陰だよね、とお義父さんは俺を褒ほめてくださいました！

「いい加減、連中の相手をするのにウンザリしてきてるし、こんなことを仕出かしたのは三勇教とか厄介な連中なんだってことをここで暴露してしまえば、相手も少しは混乱すると思うんだ。魔女狩りってわけじゃないけど、刺客に人々が目を光らせて活動しづらくしてくれるかもしれない」

　そしてお義父さんはエクレアやシルトヴェルトの使者を見つめますぞ。

「元康くんから教わった盾の勇者の強化方法に、信じられ、信じる者達からの力というのがあるんだ。俺は異世界に来て、俺の助けになってくれたエクレールさんや皆さんのことを信じている。その分、絶対に強いはずだから、その力を使って、人々を助けてほしい」

「そうだったな。私も最近、妙に力が漲みなぎっていると思う。イワタニ殿達の信頼が力になるのなら、その信頼に応えてみせよう！」

「……わかりました。盾の勇者様の命とあらば、私達に拒絶する理由はありません。ご武運を！」

「ではみんな……行くよ！」

「「「おー！」」」

　というわけで俺達は潜伏している建物から出て、それぞれ行動を開始しましたぞ。




「あと少しで最初の犠牲者が出る！　盾と槍を騙る偽者よ！　早く出てくるのだ！　出なければ……この四聖教の手によって幼い子供の命が散ることになるぞ！」

　俺とお義父さんは、町の広場にか弱い町人達を集めて偉そうに宣言している連中のもとへとやってきましたぞ。

　広場に処刑台を築き、一人一人、町人を処刑しようとしておりますな。

　手始めにとばかりに子供がギロチンにかけられそうになっていますぞ。

「うわあああああああああん！　助けてぇええええ！　お父さん！　お母さん！」

「や、やめるん……だ」

　既に拷問された形跡のある男が後ろで磔はりつけにされて、さらに鞭むち打ちにされていますな。

　隣には豚がいて、同様に鞭で打たれていますぞ。

「出てきたな！　盾と槍の勇者を騙る偽者達め！」

　偉そうな宗教服を着込んだ目付きの悪い不細工な男がこっちを睨にらんでいますぞ。

「これ以上、人々を傷付けるのはやめるんだ！」

「それはお前の方だ。町の者達よ！　勇者を騙ることがいかに重罪であるか……我等が信じる勇者があのような者ではないと証明するのだ！　さあ！　我らで断罪する時！」

「勇者を騙るなんて神をも恐れぬ行為！」

「ブー!!」

「お前等さえ来なければこんなことは起こらなかったんだ！」

「有名になれるとでも思ってるのか！　この偽者ー！」

　町人の中から俺達に石等を投げつけてくる連中が出てきましたぞ。

　俺が目を光らせていると、お義父さんが気にするなとばかりに俺の肩を軽く叩たたいて、偽四聖教の代表へとまっすぐ向かっていきます。俺はその後に続きますぞ。

　しかし……投げつけられる物の中に無数の吹き矢がありますな。

　強化された俺達の前には無力ですが、鬱うっ陶とうしいのも事実ですぞ。

　一歩、また一歩と歩いていくと、人垣が割れて一直線の道が出来ました。

　敵の代表は処刑台に拘束された人質を盾にして俺達が抵抗できないようにしているようですぞ。

「さあ、俺達は逃げも隠れもしない。早くその無実の人を解放しろ」

「ふ……そうであったな！　その前に、我等の指示に従ってもらおう。そこにある円の中に立て」

　地面にこれまた露骨な円が描かれていますな。

　何か仕出かそうとしているのは一目でわかりますぞ。

「みんな！　やれ！」

　直後、俺達の上に巨大な光の玉が出現しましたぞ。

　儀式魔法『審判』でしたかな？　あの光の玉が一点に向かって収縮して降り注ぐのですぞ。

　命中精度に問題こそありますが、当たれば『裁き』よりも威力がある魔法ですな。

　その着弾地点がこの円の中なのでしょうな。

　奴等に懲りるという言葉はないのですかな？

　散々返り討ちにしたというのに、同じ手を使ってくるとは。

　俺が詠唱の準備を始めると、連中の代表が声を上げました。

「おっと、お前等が何かしらの手段で儀式魔法を逸そらすことができるのは耳にしている。余計なことをしたら……ここにいるお前等の協力者がどうなっても知らんぞ」

　つまりリベレイション・アブソーブを使用したら人質の命はないと。

　知ったことではないですな。

　ですが、お義父さんが俺の詠唱準備を遮りますぞ。

「……」

　お義父さんの目付きが最初の世界のお義父さんに似た感じになりましたぞ。

　やはりお義父さんは何があってもお義父さんですぞ！

「お前達の教義ではこんなことをするのが正しいことなのか？」

「ふん！　勇者を騙る偽者が我等四聖教に意見するというのか？」

「俺が偽者かどうかの話じゃない。お前達は自分達が何をしているのか、本当にわかっているのか！」

　お義父さんの迫力に、見ているだけの町人達が息を吞のみますぞ。

「お前等の自己満足のために罪のない人達を盾にして俺達を呼び出し、卑劣にも人質を取ってこんなことをする……それがお前等の信仰かと聞いているんだ！」

「ふん。盾の勇者を騙る偽者はかくも口が上う手まい……正義を語り、人々を先導し、哀れな信徒を増やしていくつもりなのだろう！　だが、そうはいかない！　悪あしき信徒は同罪！　世界のため、我等の神のため！　お前等のような異分子は、神の名のもとに断罪されねばならない！」

「よくもまあ、身勝手なことばかり能弁に語る……」

　お義父さんは呆れ顔で首謀者を睨みますぞ。

「フ……お前が本物の盾の勇者であるというのならば、自らの命を守り、ここにいる自らの信徒をその手で救ってみることだな！　もっとも、本当に救えるのならばな！」

　そう言って、代表らしき男は俺達の目の前でギロチンの刃を支える紐ひもを切ました。

　同時に俺達目掛けて魔法が降り注ぎましたな。

「「「高等集団合成魔法、『審判』！」」」

　お義父さんは左手で盾を上に向け、処刑されそうになっている少年に向かうギロチンの刃に……そっと呟つぶやきましたぞ。

「エアストフェザーシールドⅤ！」

　お義父さんの盾を呼び出すスキルは、ポイントを振り込んでＬｖを上げるごとに強度と射程が伸びますぞ。つまり……ギロチンの刃がお義父さんの出した盾に当たってガチッと止まりました。

　同時に俺達に降り注ぐ審判の光ですが、俺達を焼き尽くすことなく照らし続けております。

　さながら……少々強い太陽の光ですな。

「何!?　『審判』の光を受けて生きているだと!?」

　敵の代表が驚きの声を上げてますな。

　この程度の力でお義父さんを倒そうなどとは……相変わらず愚かですな。

「おお……」

「あのような苛か烈れつな攻撃の中で少年を助けながら平然と立っておられる」

「あの姿、まさに人々を助ける盾の勇者様！」

　お義父さんの姿を見た町の人達は両手を合わせて祈りを始めました。

　お義父さんを信仰する正しい姿ですな！

「何を偽者に祈りを捧ささげている！　この邪教徒共！」

「騙だまされるな！」

「ブー！」

　やはり煽せん動どうする連中が混じっていますな。

「ふん！　この程度で奇跡など甚はなはだおかしい！　まだ処刑は終わっていない！」

　代表が剣を抜き、少年に凶刃を振り下ろさんとしていますぞ。

　こやつ等はどこまで醜態を曝さらすつもりですかな？

　そんな暴挙、お義父さんとフィーロたんに誓って、この俺が許しませんぞ。

「俺を忘れてもらっては困りますな！　エアスト……ジャベリンⅤからの……エイミングランサーⅩですぞ！」

　エアストジャベリンという槍を投とう擲てきするスキルを偽四聖教の代表目掛けてぶちかましますぞ。

「ぐあ──」

　一瞬で偽四聖教の代表の腕と背後のギロチンの刃を消し飛ばし、エイミングランサーで煽動する連中を撃ち貫きました。

「偽者達の蛮行を許すなぁあああああ！」

「邪教徒共ならばいくらでも死んでも構わん！　皆の者！　行け！」

　素早く処刑台に飛び乗ったお義父さんは偽四聖教の代表の胸倉を摑つかんで俺の方に投げ飛ばし、処刑される寸前だった少年を助け起こしますぞ。

　その隙すきを突こうとしているのか、町人がいるにもかかわらず矢を射る偽四聖教徒達。

　お義父さんはマントで飛んでくる矢を弾はじき落としながら再度手をかざしてスキルを唱えますぞ。

「エアワンウェイシールドⅣ！　セカンドワンウェイシールドⅤ！」

　町人を守るように盾が出現しました。

　この盾に当たった矢は左右に逸れて飛んでいきますぞ。

「元康くん！　みんなを守るために力を貸して！」

「わかりましたですぞ！」

　俺の力は何も敵を倒すためだけのものじゃないですぞ。魔法にはこのような使い方があるのですからな！

『我、愛の狩人が天に命じ、地に命じ、理ことわりを切除し、繫つなげ、膿うみを吐き出させよう。龍脈の力よ、我が魔力と勇者の力と共に力を成せ。力の根源たる愛の狩人が命ずる。森羅万象を今一度読み解き、俺達を守る炎の壁を成せ！』

「リベレイション・ファイアウォールⅤ！」

　俺達を守るように高密度の炎の壁が辺りに展開されました。

　それだけで奴等の放つ魔法も弓矢等の投擲具も全て焼き尽くされていきますぞ。

「大丈夫？」

「う、うん」

「ごめんね。俺が召喚された所為でこんな騒ぎになって……」

「お兄ちゃん達……本当に勇者様なの？」

　人質にされていた少年がお義父さんに尋ねますぞ。

「そうだよ。とはいっても、いろんな連中に追われていてね。元康くん、この子とご両親の手当てを！」

　お義父さんは急いで人質になっていた少年の両親を縛る紐を解いて俺に声を掛けますぞ。

　お任せあれですぞ！

「お義父さんほどの腕はありませんが、回復は俺も得意ですぞ！」

「……本当は俺がやるべきなんだろうけど……」

「まだお義父さんは魔法が使えませんからな。そんなに自分を責めてはいけませんぞ」

　俺が回復魔法を掛けているとお義父さんが辺りを警戒しております。

　炎の壁を突破して襲ってくるのか警戒しているのですな。

「大丈夫ですぞ」

「大丈夫って……奴等、魔法で消そうとしてるよ？」

「ハハハ！　あの程度の魔法で俺の魔法は止まりませんぞ！」

　町人達は俺達に助けられ、驚きの表情で俺達の方に集まっておりますな。

　それでいいのですぞ。

「さて、攻撃を繰り返している奴等にそろそろ報いを受けさせなければなりませんな！」

　発動した炎の壁に俺はとある仕掛けを施していたのですぞ。

　お義父さんが昔使っていた盾によく似た効果ですな。

　炎の壁から鞭のように炎が伸び、攻撃を仕掛けた者を焼き尽くしていきますぞ。

「ギャアアアアアアアアアアアアア！」

「な、なんだこの魔法は!?」

「ファイアウォールにこんな効果はないぞ！」

「うわあああああああああああああ！」

　攻撃をしていた者達が炎に焼かれ、広場の外に火の手が広がっていきますな。

　ハハハ、浄化の炎ですぞ。

「元康くん大丈夫なの!?　建物が燃えてるけど！」

「問題ありませんぞ！　あとで消しますからな！」

「それって大丈夫じゃないよ！　だけど……かなり町に潜伏しているみたいだなぁ……」

　お義父さんは炎の先にいる偽四聖教徒達を見ながら呟きますぞ。

　わらわらと無駄に湧いてきますな。これだけの人員をよく集めてきたものだと感心しますぞ。

「元康様！　町を封鎖している暴徒の鎮圧が終わりましたわ！」

「こっちもだ！　騒ぎを聞きつけてシルトヴェルト軍の先遣隊も駆けつけてくれたぞ」

　直後、町の出入り口の封鎖を解除させるために出たユキちゃん達フィロリアル様とエクレア達が、無数の軍団を引き連れてやってきました。

　沢山の足音と勝かち鬨どきの声が遠くから聞こえてきますな。

　どうやら潮時のようですな。

　ファイアウォールを解除し、偽四聖教の連中を殲滅しますぞ。

「まだまだぁあああああああああああ！」

「危ない！」

　死んだと思っていた代表が突如起き上がり、血走った目でお義父さんに向かって剣を振り下ろしました。

　お義父さんは少年とその両親を守るように立ち、その剣を受けました。

　バキッと……代表が持った剣が、お義父さんの額に当たって折れたのですぞ。

「ば、馬鹿な……化け物……か」

「それが勇者という存在ですぞ」

「く、くそ……」

「いい加減、お前は身のほどを知るべきですな。いい機会だから教えてやりますぞ！」

　ドスッと、俺は偽四聖教の代表の胸を突き刺してやりました。

「ぐ……うぐ……」

　刺されて宙ちゅう吊づりになった代表ですが、しぶとく呻うめいておりますな。

「偽者かどうか、その身をもって証明してやりますぞ。感謝するのですな」

　さすがにお優しいお義父さんも、無抵抗な人々をはじめ子供まで人質にした挙句、俺達の目の前で処刑しようとした者には同情はできないのですな。お前は既に許される限界を超えたのですぞ。

「では死ねですぞ！」












　空高く、お義父さんに逆らう者を罰する意味を込めてブリューナクを放ってやりました。

　一筋の光が空に向かって放たれましたな。

「グア──!?」

　卑劣な策略を仕掛けてきた偽四聖教の代表……おそらく三勇教の神官か冒険者は一瞬にして消し炭にしてやりました。

「おお……まさに勇者の再来……勇者が召喚されたという話は事実でしたか！」

　助けられた町人達は揃って手を合わせて祈りを捧げておりますぞ。

「お義父さんの威光に逆らうとこうなるのですぞ！　ハハハハハ！」

「いや、祈りを捧げられているのは元康くんだからね」

「ではこう言えばいいのですな！　お義父さんが本気になればこの程度容易たやすくできますぞ！　俺は愛の狩人ですぞ！」

「なんと！　盾の勇者様！　どうか世界をお救いください！」

　町の連中はよくわかっていますな！　お義父さんに祈りを捧げておりますぞ！

「そうじゃなくって！　ああもう……どうしてこうも締まらないのか」

　というところで、人質にされた一家が俺達に向かって頭を下げました。

「助けてくれてありがとう！」

「ありがとうございました！」

「ブー」

　豚に関してはよくわかりませんな。

「まあ……とりあえず一安心だけど、町にはまだ敵がいるんだよね？　早く鎮圧しよう！　みんな！　シルトヴェルトの人達から離れないようにね！」

　エクレア達と一緒に駆けつけてきた亜人の兵士集団にお義父さんは声を掛けました。

「町に潜伏する偽四聖教徒と首謀者達を捕らえろ！」

「「「は！」」」

　こうして三勇教とシルドフリーデンの連中が結託して起こした騒動は即座に鎮圧されましたぞ。








エピローグ　シルトヴェルト到着






　町の連中の手当てと復興作業をそこそこ手伝った所せ為いでおやつ時は過ぎてしまいました。

「これはこれは盾の勇者様、槍の勇者様」

　そんな時、広場で休憩している俺達にシルトヴェルトから来たという連中が声を掛けてきましたぞ。

「我等シルトヴェルトから勇者様方をお迎えにまいりました。過酷な旅でしたでしょう。ささ、我等と共に国へ参りましょう」

「うん。わかってるけど……」

　お義と父うさんは被害を受けた町を見ながら答えますぞ。

「復興作業は我等が国シルトヴェルトが全力をもって行います。勇者様方は今回のような事件がまた起こらないようにするためにも早くシルトヴェルトに入国する必要があると思います」

「……そうだね。ここにいたら俺達、もっと迷惑を掛けちゃうもんね」

　居心地が悪そうにしているお義父さんですが、町の人達は総じて俺達に対して好意を向けてくれていますぞ。

　お義父さんが身をもって人質を助けたお陰ですな。

「お兄ちゃん達、行っちゃうんだね」

「うん、ごめんね。俺達さえ来なければこんなことにはならなかったのに」

　すると少年は首を横に振りました。

「お兄ちゃん達は悪くないよ！　悪いのは……アイツ等だったんでしょ？　メルロマルクの三勇教！」

　既に連中の正体は暴いておきました。

　捕らえた敵にイリュージョンランスを突き刺して幻覚を見せてやったらアッサリと白状したのですぞ。他にもシルドフリーデンで成功する夢を語る連中がいましたな。

「幸いほとんど被害も出ていない。イワタニ殿達が人々を助けたことで町の者達にもそんなに印象は悪くない。手厚い救護活動と資金援助もある。不幸中の幸いだった」

「さすが勇者様方です。悪いのは三勇教と奴等に協力する国です」

「……」

　お義父さんは複雑な顔をしておりますぞ。

「お兄ちゃん！　絶対に、こんな酷ひどいことをする奴等を倒してね！」

「……うん」

「それと、本当にありがとう。俺……お兄ちゃん達の力になれるように兵士になりたい！」

「が、がんばってね」

　というわけで俺達はその日のうちに町を出ることになりました。

　俺達の出発に、町の者達が総出で手を振っております。

　馬車から顔を覗のぞかせて、俺達も手を振りながら町を出ました。

　そして何十人ものシルトヴェルトの亜人、獣人に連れられて俺達はシルトヴェルトへと向かうことになりましたな。

　さすがにこの人数を三勇教やシルドフリーデンの連中が襲撃することはできないでしょう。

　お義父さんは町の方をぼんやりと見ておりますぞ。

「……あれでよかったのかな？」

「助けられた者達は感謝していたのではないか？」

　お義父さんが発した言葉の意味がわからなかったのか、エクレアがそう答えました。

「俺達が立ち寄りさえしなければ……元々こんな騒動にならなかったんじゃないかと思ってさ」

「タラレバなど気にしてもしょうがないではないか」

「いや、元もと康やすくんがいるでしょ？」

「なんですかな？」

「冤えん罪ざいの所為で路頭に迷った俺も、こんな騒動に巻き込まれたのかな？」

「メルロマルク内で散々な目にあったそうですが……人質を取って誘おびき出されたとは聞いたことがないですな」

　各地でお義父さんを騙かたる偽者が暴れたとは聞きましたがな。

　のちに偽者だったと証明されていますぞ。

「そっか……」

　お義父さんはサクラちゃんの羽を撫なでながらぼんやりとしておりますぞ。

「イワタニ殿、あんまり思い詰めることではないぞ？」

「うん……ねえ、元康くん」

「なんですかな？」

「もしも、次の周回があったらさ、こんな騒動は起こさないようにお願いできる？」

「そうですな。ポータル位置はループしても記憶されるようですから、次があったらこの道を通らなくてもシルトヴェルトに行けますぞ」

「……うん。ありがとう」

「何かあったらこの元康が全てを蹴散らしますぞ」

　こうしてシルトヴェルトの軍と合流し、俺達は無事にシルトヴェルトに入国することができたのですぞ。

「わ、雨……なんか不吉な感じに雲が分厚くて嫌だなぁ」

　雷鳴轟とどろく豪雨の中、俺達はシルトヴェルトの城への道を進んでいきますぞ。

「推理小説だったらどこかの洋館に逃げ込みそうな雨ですな」

「あんまり冗談にならないからやめてね、元康くん」

　そこでユキちゃんが興味ありげに聞いてきました。

「推理小説って何なんでしょう？」

「物語のジャンルの一つ……でいいのかな？　探偵役の人物が事件に遭遇して、逃げようとする犯人を捕まえるって話が大体だね」

「それは先ほどの町で悪さをしていた方々みたいですわ。この場合は元康様が探偵役ですわ」

「ある意味では間違いないのかもしれないね。だけど俺の言いたいこととはちょっと違うかな」

「んー？」

　ユキちゃんとサクラちゃんが揃そろって首を傾かしげますぞ。

「推理小説は登場人物とか人間関係とか色々とあってね。味方の中に犯人がいたりするんだ。今回は、俺達からすると四聖教に変装した三勇教の人達は最初に疑う相手でしょ？」

　ですな。こんな悪さをする連中など三勇教以外ではまずありえませんぞ。

「それじゃあ推理にもならない。この場合は冒険物かバトル物って扱いになるんじゃないかな？」

「推理……考えることが重要なのですわね」

「うん」

「そういえば異世界に召喚される前のことでしたが、謎の洋館に行ったことがありましたな」

　豚共と一緒に旅行に出かけた際に雨に降られて、知らない人の屋敷に厄介になったことがありました。

「元康くんの過去話かー……で？　そこで殺人事件でもあったわけ？」

「いえ、屋敷住まいの豚と色々と面倒事を解決しただけですぞ」

「それはどちらかといえばギャルゲー……元康くんに話を聞いたのは間違いだったかな……今の元康くんじゃ、屋敷で起こる殺人事件の犯人か脱走した殺人鬼ポジションだよ」

「犯人など、俺が一撃で葬り去ってやりますぞ」

「本当にやりそうだ……どっちにしても嫌な感じの雨になりそうだね」

「ＨＡＨＡＨＡ！　こんな雨、俺の力で全て吹き飛ばすことなど簡単ですぞ！　やりますかな？」

「できればやめてほしいなぁ。さっきの町でも元康くんがスキルを放った瞬間をラフ絵で夢中になって描いている人がいたし、俺が来たから雨が晴れたとか変な伝説が出来そう」

「では魔法を使いますぞ！　お義父さんの凱がい旋せんですな！」

「人の話を聞いてた？　お願いだからやめてよね！　元康くん！」

　しょうがないですな。お義父さんが止めるので魔法はやめました。

　ですが、たとえこの先お義父さんにどんな不幸なことがあったとしても、俺はお義父さんを守り切ってみせますぞ！




　そうして……ついに俺達はシルトヴェルトの城下町に辿たどり着いたのですぞ。
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